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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　１．トウモロコシ畑




　月は満月、晴れ渡った星空のした、果てしなく広がるトウモロコシ畑の真ん中で死にたい、というのが焼けたこげ茶の金きん髪ぱつと茶色い瞳を持つランドール・コーンウォークの口くち癖ぐせだった。

　それをしばしば口にしていたのはランドールが正直それを「イカしてる（かっこいい）！」と思っていたからだったが（傭よう兵へい、なんて生き物は、ツキが落ちる、なんて口では言いながらもとかく、自分の死に場所を語りたがるものである）、しかしその言葉は真実でもあった。ランドールにとって、トウモロコシ畑はまさに『善きもの』の象しよう徴ちようだった。思い出す父のにおいは青いトウモロコシの葉とそれにまみれた茶色い土のにおいだったし、母親の味は甘いコーンの味だった。はじめてのタバコ──トウモロコシの茎くきを使ったむちゃくちゃいがらっぽいやつ──もそこで覚えたし、恋人との最初の記念すべき夜も、彼らはトウモロコシ畑にいた（もっともそれは彼女に非常に不ふ評ひようで、以降藁わら積づみ小屋を経て部屋の中へと移るのだが）。家族と恋人を失ってからは一度も帰っていないが、彼が思い浮かべるふるさとはまずトウモロコシであり、トウモロコシ畑であり、人の背丈ほどもあるそれが地平に向かい果てしなく広がっていく風景。

　心のふるさと。

　彼の、王国。

　だからランドールの「トウモロコシ畑で死にたい」というせりふは、確かにかっこつけの部分もあったが同時に正直な気持ちでもあった。父も、母も、生まれるはずだった弟も（もちろん妹だった可能性もある。それどころか双ふた子ごだったかも。何しろ母のおなかはそれほど大きくふくらんでいた）そして半身に等しき恋人も、トウモロコシ畑で灰となり、土となった。自分もいずれはそうなりたい──ランドール自身にさえ手の届かない心の深い奥底で、ランドールは自分が思っている以上にそれを望んでいたのである。

　にもかかわらず。

　復ふく讐しゆうを遂とげ新たに目的を見つけその目的が失われたにもかかわらず、そしていま、満月にトウモロコシ畑という完全に注文どおりの状況であるにもかかわらず、ランドールの心は死を拒きよ絶ぜつしていた。奥底ではそれを望んでいたにもかかわらず、頭はそれを拒絶した。それは、ランドール自身にも不ふ可か解かいなことだった。なぜだ？　おれは、殺されることが分かっていてここに来た。死ぬことになると理解していて、安県あがたの呼び出しに応じた。なぜならおれ自身、それを求めているからだ。それなのに、なぜおれはいまさら死ぬのを拒絶する？

　最後のチャンスを失い。

　すべてをむだにした。

　なのにおれはなおも、何かを求めているというのか？

「アガタ」まさに死の間ま際ぎわにあってランドールの口から出た言葉は、自分でも意外なものだった（見方によっては当たり前のせりふだったが）。

「頼む、アガタ、──もう一度、チャンスをくれないか」

　安県あがた正まさ人ひと──ランドールのもっとも近しい友人であり、ともに戦った相あい棒ぼうであり、いま彼に銃じゆう口こうを向けている男──はトウモロコシの葉葉のなか、笑えみを絶やさずに答えた。

「よせよ、ランドール。おまえはもう、終わったんだ」

「まだ、やれる。……やれるんだ」

「おまえはもう、《Ｉｔ》を持たない」

「《Ｉｔ》は取り戻せる」右手にこぶしをつくり、じっと見る。それは心臓と同じ大きさ。「そうとも、おれは必ず、次の『代行者』を探し出す。探し出し、そいつに決闘を挑いどむ。ルールにのっとって決闘し、勝ち、《Ｉｔ》を取り戻し──」

「失ったのは《Ｉｔ》じゃない」まるで幼児に話しかけているかのようにやさしく、安県は言った。「失ったのはプライドだ。失われたのは可能性だ。おまえは《Ｉｔ》の──『代行者』の運命に、その重圧に勝てなかった」あくまでやさしい安県の口く調ちようには、断だん罪ざいの調子はうかがえない。口調だけでは。まったく。「よせよランドール。悪あがきは見苦しい。この期に及んでそんなざま、この美しい月と食べごろのトウモロコシたちに悪いと思わないのか？」

　風が吹く。

　吹き抜けていく風に押されてトウモロコシたちがささやきあう。さやさやと。ランドールは力なく笑んだ。冷えるまえ──トウモロコシたちはまさにいまが食べごろだ。

「意外だな」意外に感じているとはまったく思えない飄ひよう々ひようとした表情で、ため息をつく安県。「ランドール、おまえはまだ生きていたいのか？　《知恵の実》の試練に屈くつ服ぶくし、夢も希望も失ったおまえが」

「友情も」

「おれはまだ友人のつもりだが」必殺の銃口を心臓部ぶ位いに向けたまま、首を振る。「だからわざわざ、『満月』と『トウモロコシ畑』を用意してやったんだ」

「礼を言え、と？」

「言葉はいらない。態度で示せ」時計を見る。「早くしないと、雨が降り出す。せっかくの舞台が台だい無なしになる」

　雨？　とランドールは空を、雲ひとつなく晴れ渡った夜空を眺ながめた。雨が降る？　こんなによく晴れた夜に？　もっともそれが『血の雨』ということなら、確かにそいつが降るのは確実だろう。それがどちらのものかは分からないが。ランドールの心しん中ちゆうを読み取ったかのように、安県はサラダにコーンの付け合わせはどう？　とでも言うように、言った。

「抵抗するな、ランドール。おまえはここで死ぬのがいいよ」

「……そうかな」

「そうさ。《Ｉｔ》に、その運命の重さに耐え切れず、ランドール、おまえは妥だ協きようした。悪あく魔まの誘ゆう惑わくに屈し、一番の願いをかなえることをあきらめて二番目の願いをかなえることで《Ｉｔ》を手放した」

「言い訳じみて聞こえるが」ランドールは力なく、つぶやいた。「……それが最善のように、思えたんだ。……おれにも、みんなにとっても……」

　それは真実の気持ちだったが、口にするといかにも安っぽく聞こえたのでランドールはたちまちそれを口にしたのを後悔する。はたして、いかにも、とでもいうように笑い始める安県あがた。

「ああそうだろうとも、それが悪魔の手なんだから。教えたよな？　悪魔はおまえが望んだ姿で現れる、と」

「……ああ」

「なるほど、ランドール、おまえにはそれが最善のように思えたのかもしれない。だがな、結局はおまえ自身が一番それを望んでいたんだ。それを最善と思うことで、自分自身を納なつ得とくさせたんだよ」

「……否定はしない」

「そうとも。そしてその結果、見ろ！」笑い声が高くなる。「おまえが《Ｉｔ》から生み出した《知恵の実》は、能力こそすごいがかなえられる願いはまったくと言っていいほど少なく、そのくせエネルギーばかり食う『頭でっかち』なしろものになった。イーチャーズリンクからはずれ廃ロ棄ス品トとなったいまは、ただもうエネルギーを使い果たして消しよう滅めつするのを待っているだけの存在だ」にこやかに微笑ほほえみながら言う。「中ちゆう途と半はん端ばだよ、ランドール。何もかもが中途半端だ。それが一番見み苦ぐるしいんだ」

　非ひの打ち所のないような安県の笑顔に、ああ、とランドールは思った。

　安県は怒っている。

　あの安県が怒っている。

　にこやかな表情からは想像がつかないが、辛しん苦くをともにしてきたランドールには分かる。そして奇き妙みようなことだが、あの安県正まさ人ひとが激げき怒どしている、という事実にランドールは逆に安あん堵どしていた。そうとも、安県は激怒し、そしてその怒りからおれを殺そうとしている。それは、まったくもって人間らしい反応ではないか？

「……アガタ」

「ランドール、おまえのなかにはもう、家族を、恋人を生き返らせたいという『願い』はない」微笑を絶やさず続ける安県。「神への怒りも死へのファイトももうおまえのなかにはない。そんなおまえがこれから先も生きててどうする？　すべてが終わった、おまえはもうここで死ね。ランドール。中途半端は見苦しい」

　……すべてが終わった？

（……違う）

　安県あがたの断だん定ていの言葉に、違う、と心のなかでつぶやく。

　ああ、確かに、かつてあふれるほどに奔ほん流りゆうしこの身を焦こがしたあの想い──『生き返らせたい！』──はもうどこにもない。神に奪われたすべてのものを悪あく魔まの力を借りてでも取り戻したいと願った、マグマのように熱い想いはいまや冷えて固まってしまった。ぎざぎざに。中ちゆう途と半はん端ばも自覚している。だが。

　死に対する抵抗フアイト、それだけはまだ、失われていない。

　自分でも不ふ思し議ぎに思うが、なぜかまだ、おれは生きたいと思っている──ランドールは思った。予定があるわけでもないのに、おれはなぜ、生きたい、と思っているのだろう。このおれに、いったい何が残っているのだろう？　じっと、握り締めた右のこぶしを見つめ続ける。それはガッツの証あかしなのか？　おれにはまだ、それがあるのか？　それとも単に、死にたくない、そう思っているだけなのか？　生きたい、と死にたくない、は似にて非ひなるものだ。そうだ、結局おれにはもう何かが残っているわけではなく、ただ生物としての本能で自動的に反応しているだけかもしれない。

　それでも。

「アガタ」

「なんだ」

　ランドールはゆっくりと、握り締めていた右手のこぶしを開いた。

　そこには、金色の懐かい中ちゆう時計。

　忽こつ然ぜんと右手のひらに現れたそれは、しかし百年の昔からありましたよとでも言うように違和感なくそこにあった。親から子へ、親から子へと、長い年月を代だい々だい受け継がれてきたのだろう、見る人にそう思わせるような雰ふん囲い気きを持つ、穏おだやかに上じよう品ひんな懐中時計。ランドールの髪と同じく古びた金の色合いは、どこか焼けたトウモロコシを思わせる。ランドールにしか分からない理由で《タイムタイム》と名づけられたそれは、ランドールの願い──あのころに、戻りたい、むせ返るようなトウモロコシの群れのなか、家族も恋人もみんな生きていて、まだ《知恵の実》はおろか悪魔の存在すら知らなかった、あのころに──という願いをかなえてくれるはずだった。だが、生まれると同時にロストにされてしまったいま、エネルギー不足によりその願いをかなえることはできない。そして何より、あのころに戻りたい、という気持ちそのものがいまはもうない。ランドールのそうした想いは、すべてその《タイムタイム》を生み出すためのエネルギーとして消えた。足りない分のエネルギーを補充するため悪魔はそれを要求し、ランドールはうなずいて──

　まさしくすべてを失ったのだ。

　だまされた、とは思わない。

　あのころに戻りたいという願いは、結局は、これまでのすべてを忘れてしまいたいと願うのと同じことなのだから。

（そして、おれはすべてを失った）

（かつて胸を焦こがしていた、家族を死から取り戻したい、生き返らせたいという思いはもはや消え、エネルギーが足りないためにこいつを使いあのころに戻ることもできない。それを求める情熱もない。おれにはもう、何もない──）

　それなのに、なぜ？

　……草を揺らす風のなか。

　ランドールは再び、先の言葉を繰り返した。

「……もう一度、チャンスをくれないか。アガタ」

「……いいや、もうチャンスはないよ、ランドール」安県あがたは淡たん々たんと答えた。「あきらめて死ね。これまでおまえに敗北してきた者たちのように、敗北を認めて死ぬんだ。おれも忘れる。なかったことにする。この二年──いや、五年の歳とし月つきを」

　ランドールは、じっと安県を見つめた。

　そして、言った。

「……どうしても、だめなんだな」

「ああ」安県はあらためて、拳けん銃じゆう──ランドールの《タイムタイム》と同じく《Ｉｔ》から生み出された元・知恵の実ロスト──を構えなおした。

「Ｅｖｅｒｙ　ｄｏｇ　ｈａｓ　ｉｔｓ　ｄａｙ──どんな犬にも主役になれるときがある。だがな、ランドール」その銃じゆう口こうが心臓に向けられ止まった瞬間。

「おまえの《Ｉｔ》ｓ　ｄａｙは終わった──さよならだ、ここで」

　答えるひまを与えず、

《Ⅴフアイブウエスト》が火を噴ふいた。




　　　２．発動




《Ⅴウエスト》が火を噴いた瞬間、ランドールは金色の懐かい中ちゆう時計《タイムタイム》を発動させた。

《タイムタイム》──その能力は時間の変へん質しつ。

　時間を変質させ自在に操あやつる金時計の能力により、たちまちランドール以外のすべての存在が停止する。

　ほとんど胸むなもとまで来ていた弾だん丸がんを見つめ、ランドールは息を吐いた。

（残念だったな、アガタ）

　安県はおそらく、いまの《タイムタイム》のエネルギー保有量では何もできないと判断したのだろう。ところがどっこい、時間を止める程度ならいまの《タイムタイム》でもじゅうぶんに可能。もっとも、時間を加速したり巻き戻したりをすれば、三回ほどでエネルギーを使い切ってしまうだろうが。

　時間旅行など論ろんの論ろん外がい。

（……認めよう）

　確かに、《タイムタイム》はエネルギー消費が激しすぎる「使えない」知恵の実だ。そのくせかなえられる願いは少なく、《知恵の実》としての効率を考えればロストにされてもしかたがない。だが能力だけ見れば、最強の《知恵の実》であることもまた確かなのだ。なにしろエネルギーさえじゅうぶんにあれば、（過去限げん定ていだが）タイムトラベルさえ可能なのだから。

「残念だ。アガタ」足首につけた鞘さやから短刀を引き抜きつつ、薄ら笑いを浮かべたまま固まっている安県あがたに向かって話しかける。「おまえとこうなってしまうなんて」

　安県の胸に、ゆっくりと、短刀を突き立てる。

　ぶにゃん、とした感かん触しよくに、一瞬胸むねが痛む。そして思う。友人を殺してまで生き延びて、おれにこの先さき何があるというのだろう。そこまでして生き延びることに、はたしてなんの意味があるのか？

　答えはない。

　いつだって。

（……いいさ。どうでもいい）

　微笑ほほえんだまま停止している安県を見る。この二年をともに戦ってきた戦友──だが、この結末を選んだのは安県自じ身しん。脳のう裏りの思いを振り切ると、ランドールは力をこめた。やわらかく、弾だん力りよくある感触が指に伝わってくる。時間が停止した物質は、『強烈な表面張ちよう力りよくを持つゴムのような液体』のようなものになり、どれほど圧力を加えても破は壊かいすることはできない。だがこうして刃やいばを当てておき、時間停止を解かい除じよすれば──胸は痛むが、ためらいはない。敵は、倒す。それだけのこと。そうした戦いを、ランドールは続けてきた。心が冷えたマグマのようにぎざぎざに固まってしまうまで。

「さよなら、アガタ」宣言すると。

　ランドールは時間停止を解除した。

　刃に何か金属的な硬さを感じ──

　──次の瞬間こめかみに《Ⅴフアイブウエスト》の銃じゆう把はを受けて地面に打ち倒される。

（──なに？）

「──！」あわてて安県から距離を取る。

「おっとこいつはあぶなかったな」言葉とは裏うら腹はらな余よ裕ゆうの表情でランドールを見下ろして、安県は笑い声をあげた。「時間を止めたようだが──おいランドール、信じられるか？　一ドル銀貨がおれの命を救ってくれたぞ？」

　……いちどるぎんか？

　シャツの内側に貼はり付けてあった銀色のコインがはがされるのを、ランドールはあっけにとられてながめた。……な、なんでシャツの内側にコインなんかを貼はり付けているんだ？　ポケットに入れていた、というならまだ分かる。だが、シャツに貼り付けて？

「そうか」つぶやく。「……見抜かれていたんだな。おれが心臓を狙ねらうのを」

「まぁ、そうだが」微笑ほほえむ安県あがた。「多た分ぶん違う。賭かけてもいい。おまえはことの重要さをぜんぜん見抜いていな──」

　みなまで言わせず再び《タイムタイム》を発動、ランドールは時間を停めた。

　時間の止まった空間のなか、ゆっくりと、さっき殴なぐられた衝しよう撃げきで取り落とした短刀を拾い上げ、今度は安県の頭部──開かれたまま固まっているその眼球に当てる。そうだ、いくらなんでも心臓というのは分かりやすすぎた。安県だって当とう然ぜん予想して準備していたのだろう。だが、顔には何の防備もしていない。できるはずがない。今度こそ、避けられない。

　時間停止を解かい除じよした瞬間、

　ずぶっ、と突き刺さっていく短刀。

「ぎゃあああ！」安県が叫んだ。

「うわぁ？」ランドールは驚いた。

　顔に短刀を、それこそ柄えまで突き刺したまま、よろよろと後ろに歩いていく安県の姿を信じられない思いで見つめる。

「そ……そんな……」ランドールの言葉に、

「いや、いまのは痛かった」目め玉だまに短刀を突き立てたまま、安県は頭を振った。「いまの攻撃は効果的だったぞランドール。……つまり、おれを痛い目に遭あわせよう、と思っていたのならってことだが」

（そんな……バカな……）

　問うようにつぶやく。「……《レフトアーム＝スピーキング》だと？」

「驚くなよ。別にはじめて見るわけじゃないだろ？」

　右手──《Ⅴフアイブウエスト》を持ったままの手で、眼球から──正確には眼球があるはずの部分から短刀を引き抜く安県。ぬとっと唾だ液えきが糸を引く──本来目め玉だまがあるはずのそこは、いまや唇くちびるになっていた。あるはずのないところに生まれた唇は二、三度ぺっぺとつばを吐き、いつの間にかのどもとに当てられていた安県の左手が離れると同時に消えた。それが能力。

「知っているだろ？　《レフトアーム＝スピーキング》は」安県は微笑んだ。「……こいつもロストだが、おまえのとは違って能力がシンプルなためエネルギー消費が少ないうえに、宿やど主ぬしに寄き生せいすることで補給も可能。使い勝手がいいから宿主には事欠かないしな。……これだよ、ランドール。これこそが真の強さ──『生命力』というやつだ。生命力、これに優まさる強さなどない」

「……レフトアーム＝スピーキング……」

　オリジナルネームはリングオブソロモン、三千年もまえに生まれた安県お気に入りの元・知恵の実ロスト──そう、それ自体は驚くほどのものではない。唇くちびるで攻撃を受け止めるというのは、これまでに何回も目にしている安県あがた得意の使用法だ。問題は──

「……な、なぜ……」

「ん？」

「なぜ、おれがそこに攻撃しようとしているのが分かった！」

　ランドールが攻撃動どう作さを開始したのは時間を止めてから──時間停てい止し攻撃には、時間差というものが生まれない。ランドールが攻撃した瞬間には、すでに攻撃は完了している。文字どおり、安県に攻撃箇か所しよを予想する時間などなかったはずなのだ。にもかかわらず安県は、見事にランドールの攻撃を受け止めた。

　まるでそこに来るのが分かっていたみたいに。

（……偶ぐう然ぜん？　ばかな、ありえない）

（さっきの一ドル銀貨も──）

　これは、まさか。




「「──ボックス・プロフィット」」




　ランドールの声に、聞き覚えのある低い女性の声がきれいに重なった。

　振り返ったランドールの目に飛びこんでくる、赤と青（原色）の二本の傘かさと、それを手に持つ女性の姿。

「……ミザリィ」ランドールはうめいた。

　不幸ミザリイ、と呼ばれた女性はけだるげにうなずくと、安県の傍かたわらに立った。

　ミザリィ・クルス。

　ランドールより古い、安県の昔からの相あい棒ぼう。

　とろんとした、熱に浮かされたような表情で、ランドールに微笑ほほえみかけてくる。

「悪いわねランドール。あなたの分の傘はないの。……もう必要ないだろうから」

「……そうか」ランドールはうなずいた。「言ったな、雨が降るって。……雨が降るのか」

「ええ」

「もうすぐな」顔をしかめつつクルスから真っ赤な傘を受け取って、時計を見る安県。

「スリー、ツー、ワン、そら！」

　二人が傘をさしたとたん。

　雨が、降り始める。

　霧きり雨さめに、かすかに、唐とう突とつに──だが確かにぽつぽつと、ランドールの全身を濡ぬらし始める雨の粒つぶ。天からの恵みに感かん応のうするかのようにトウモロコシの芳ほう香こうが強くなるなか、クルスは片手に傘をさし、片手に小さな匣はこをかかげた。匣の名前は《ボックスＰ》──シリアルナンバー六二七、安県あがたが《究極の知恵の実》と呼ぶ、その能力は──

「本当だったのか。未来予言ブロフエサイができるというのは」ランドールの問いに、

「あなたの考えているのとは、ちょっと違うと思うけどね」ミザリィ・クルスはうなずいた。

　ランドールの口もとが、ゆがむ。

「……そうだろうな。あらためて気づいたよ。おれは本当に、おまえらのことを知らない。《ボックスＰ》はもちろん、《Ⅴフアイブウエスト》も、《レフトアーム＝スピーキング》の能力も──」笑う。「おれの独りよがりだったんだな。バカだよ、おれは。本当に」

「おれはいまでもおまえのことを、友達だと思っているよ」安県がつぶやいた。

　安県とランドール──二人の視線が交こう錯さくする。

　雨が、強くなる。

　霧きり雨さめは小雨に変わり、この降りはやがて大雨になるだろう。身体からだが冷える。冷えて寒い。トウモロコシが旬しゆんになる──

「寒いな」ランドールは言った。

「……けりをつけるか」安県はうなずいた。「無む駄だな抵抗はするな──と言ってもするんだがな。言っておくが、おまえの攻撃はすべて予知してある。今の《タイムタイム》のエネルギー量では、せいぜい時間を止めるのが精せい一いつ杯ぱいだということも知っている。そしてその攻撃では、おれは──おれたちは倒せない。これはもう、事実なんだ。現実なんだ。そして、これも知っていると思うが」

《Ⅴフアイブウエスト》の弾だん倉そうに新たに弾たまをこめつつ、言う。

「おれの《Ⅴウエスト》もまた、こうしてエネルギーを補給できる。そういうふうに作ったからな。……何度も言うぞ、ランドール」

「ああ」

「おまえにはもうチャンスはない」

「みたいだな」

　弾だん丸がんをこめ終えると、安県あがたは《Ⅴウエスト》を構えた。右手に持ち、傘かさは肩に、銃じゆう把はに左手を添そえ、狙ねらい──

「まさかおまえに……これを言うとは思わなかったよ」笑顔が消える。「それじゃあランドール。──くたばれゴー・ウエスト」

　弾丸が、発射された。

[image: ]




　　　３．咆哮




　弾丸が発射されると同時に、ランドールは時を止めた。

　胸の寸すん前ぜんに迫った弾丸を見つめ、安県を見る。クルスを見る。そして。

　走り出す。

　停止した時間のなか、ゴムのようになったトウモロコシを搔かき分けて、地平の向こうへと逃走を開始する──

（逃げ切れるのか？）

　分からない。

　クルスの《ボックスＰ》がどれほどの能力を持つのか分からない。未来予言ブロフエサイとは、完全な予知なのか？　それとも『ランドールの攻撃』だけ、みたいな部分的なものなのか？　あるいは選択的なものかもしれない。クルスが観たのはランドールが攻撃した場合の未来だけで、逃げた場合の未来はまた別物なのかもしれない──助かる確信はなかったが、それでもランドールは逃げ出した。これもすでに予知されていて、結局は逃げられないのかもしれない。そう思いつつ、それでも、逃げる。

　自分のなかの生への思いに驚きつつ。

　なぜおれはこれほどまでに生に固こ執しつするのだろう。

　分からない。

　ただ、いまはひとつだけ、思いがある。

　冷えた胸の奥底に、マグマのような熱がある。雨に負けないよう身体からだが発熱を開始しているのを感じる。それはそのまま、ランドールが新たに感じ始めた感情に直結していく。それは──

　──怒り！

（──そんなものをいまだ持ちえるおれだとは！）

　それは、安県あがたへの怒りだった。そしてクルスへの怒りだった。この二年、いいように利用されていた自分に対する怒りだった。結局すべてを失った、自分自身への怒り──

　ちっぽけな、自分への怒り。

　トウモロコシの海のなか、ひた走る。

　走りつつ、思う。なぜおれはこんなにちっぽけなのだろう。なぜ人は、こんなにちっぽけなのだろう。運命は、まるで波なみ間まに浮かぶ板切れのように、吹けば飛ぶような綿わたぼこりのように人を扱う。もてあそぶ。あのときどれほど願ったにもかかわらず、運命は彼を殺さなかった。家族を、愛する人を全員奪うばっておきながら、彼だけをひとり残した。そしていま、望まなくなってようやく死を与えようとしている。いいように利用して、用をなさねば廃棄ロストして──

　時間のない空間のなかにもかかわらず。

　どこかで、叫び声が聞こえた。

（おれは終わっていると言ったな、アガタ）全速力で疾しつ走そうしつつ、ランドールは心のなかにつぶやいた。（プライドを失い、可能性を失った、すでに終わった存在だと）

　ある日突とつ然ぜん、奪われた両親。

（中ちゆう途と半はん端ばで、見み苦ぐるしい、と）

　生まれる暇ひまさえなかった兄弟。

（敗北者はあきらめて死ねと。もはやチャンスはない、と。いいように利用し、用が終われば使い捨て──）

　ただそこにいたというだけで蹂じゆう躙りんされた、愛する半身──

（──ふざけるな！）

　停止した時間のなか、ゴムのようなトウモロコシと星ほし屑くずのように宙に停まった雨あま粒つぶのなか、ランドールは走った。雨に冷え、ほおを濡ぬらして、ランドールは走り続けた。どこかで絶ぜつ叫きようが聞こえる──自分が発していることに気づかずに、ランドールは、吠ほえていた。自分の雄叫おたけびを遠い世界のように聞きつつ、ランドールは走り続けた。心のなかにつぶやきながら。安県はなんと言ったっけ？　Ｅｖｅｒｙ　ｄｏｇ　ｈａｓ　ｉｔｓ　ｄａｙ──すべての犬に主役になれるときがある、だと？　ああそうだとも、おれは時機をはずした犬コロのように、もはやただ老いていくだけの存在だ。だがその犬も、ことわざをひとつ知っている──Ｅｖｅｎ　ａｗｏｒｍ　ｗｉｌｌ　ｔｕｒｎ──一いつ寸すんの虫むしにも五ご分ぶの魂たましい。見せてやる。虫けらのようなこのおれにいったい何ができるのか。残されたおれの魂で、どれほどのことができるのか。そうとも。

（《Ｉｔ》だ）

（おれは必ず、再び《Ｉｔ》を手にしてみせる！）

《Ｉｔ》は、人の可能性たましいをエネルギーに換えて保存する。《Ｉｔ》さえあれば《タイムタイム》のエネルギーは補給できる。そうなれば、もはやランドールに勝てるものはいない。安県あがたも、クルスも、たとえ悪あく魔まだって、ランドールの《タイムタイム》の能力のまえには敵ではない。──いいやそれだけではない。再び《Ｉｔ》を名づけることで新たな《知恵の実》を生み出せれば──

（見せてやる）

　運命とだって戦える！

（このおれに、──犬コロのようなこのおれに、虫けらのごとくちっぽけなこのおれに何ができるのか、見せてやる）

（もてあそばれた存在の、意い地じってやつを見せてやる！）

　時の止まった空間のなか、咆ほう哮こうを上げ。

　ランドールは走り続けた。




　　　４．プロフェシィ




　ランドールの姿が消え、周囲のどこにも見あたらないのを確認し、安県は言った。

「……さて、ここまでは予知どおりだな」

「当たり前でしょ？」焦点が合ってないような瞳で笑うクルス。「大丈夫、今日はすごく調子がいいの。この先だって予知できる」とろけるような口ぶりで言う。「どんな死に方をさせたい？」

「いや」安県は首を振った。「あいつを殺すつもりはない」

「……バカ言わないで。確かに頭でっかちだけど、《タイムタイム》の能力はあなどれないわ。暗あん殺さつ者としては最強──ここは殺しておくべきよ」

「物ぶつ騒そうだなぁ」ため息をつく。「まぁ聞けよ。あいつにはまだ利用価か値ちがある」

「危険のほうが大きすぎ──」

「聞けって」クルスの瞳を覗のぞきこみ、安県は言った。「考えてもみろ。あいつにかかりきりだったこの五年で、一番大変なのはなんだった？」

「五年？」首をかしげる。「……そうね、五年というならやっぱり、見つけるのが大変だったわね。五年のうちの最初の三年は、ランドールを探し出すのに費やしたようなものだから」

　安県はうなずいた。

「そうだ。いまこの瞬間にも《知恵の実》の所有者同どう士しで決闘が行われているのは間違いない。だがイーチャーズとリンクできないおれたちがそれを見つけるのは難しい。ましてやそのなかからたった一人の『代行者』を見つけ出すのは至し難なんのわざだ。だろ？　……だが」

「だが？」

「あの執しゆう念ねんの人、選ばれしランドールならきっと、いいや必ず見つけ出せると思わないか？」

「それは……」怪け訝げんな表情は、

「……そうね」すぐに得とく心しんの笑えみへと変わる。「……そう、そうね。あたしもそう思う。あたしはランドールが次の『代行者』を見つけ出せると思う。その未来プロフエシイを信じられる」

　ゆっくりと、《ボックスＰ》を目のまえに掲かかげていくクルス。

　安県あがたは注意をうながした。

「いいか？　大事なのは、その場におれたちがいないことだ。ランドールには期待しすぎ、甘えさせすぎた。この教きよう訓くんを活かそう。おれたちはまだ、……少なくともそのころは、そいつに姿を見せてはいない」

「ええ」

「状況は、二人が対たい峙じしている場面。できれば場所も知りたいが──どうだ？　可能か？」

「言ったでしょ？　今日は調子がいいって」取り憑つかれたような笑み。「いまのあたしなら、音声つきでお届けできる。まかせて」

「頼む」

　……雨のなか。

　どこか陶とう酔すいを感じさせる声で、ミザリィ・クルスは語りだした。

「さぁ、教えて──あたしのボックス・プロフィット」あたかも愛をささやくように、匣はこに向かって語りかける。「無限に重なる魂たましいの果て、あたしの望む未来プロフエシイを──」

　クルスの声に合わせるように、手のひらの《ボックスＰ》その蓋がい部ぶ中央──水すい晶しよう部分から対角線に亀き裂れつが走る。

　亀裂から、七なな色いろの光がほとばしり──




《ボックスＰ》のふたが開いた。




　雨夜の月なき闇やみのなか、匣のなかからあふれた光がけむりのようにたゆたって立体のスクリーンを作り出す。予言プロフエサイする。だんだんと、現れてくる二人の人物。

『おまえと戦えて、うれしいよ。堂どう島じまコウ──いや、悪あく魔まのミカタ』ひとりはタキシードを着たランドール。

　もうひとりは……

『のりのりのせりふだな。先せん輩ぱい』ランドールのタキシードに対抗したか、横よこ幅はばの広いマントをつけた少年がスクリーンのなか、とぼけた笑みを浮かべて応こたえる。『……じゃあ、いこうぜ。決闘、と。お互いの運命を賭かけて、な』

　二人の手が、拳けん銃じゆうのつるされた腰に伸び──

「ストップ」安県の声に、

　立体映像が静止する。

　クルスはため息をついた。

「……どうやら、この子が次の『代行者』のようね」じっと見つめ、「……アジアンみたい。いまの何語か、分かる？」

「ああ、日本語だ」こちらもじっと少年を見つめつつ、答える安県あがた。「驚いたな。どこかは分からないが、これは日本──おれの国だよ。銃の所しよ持じが解かい禁きんになったとは聞いていないが……間違いない。おれの国だ」

「……なんて言ってた？」

「決闘をしよう、みたいなことだ。……あと」口の端はしが持ち上がる。「……どうも『代行者』ではなく、『悪あく魔まのミカタ』と名乗っているようだな」

「悪魔のミカタ？」

「ああ。悪魔のミカタ。なかなか夢のあるやつじゃないか？」うなずく。「名前はコウ。コウ・ドウジマ」

　こいつが次の、代行者。

　クルスは乾いた笑えみを浮かべた。

「……日本人。しかも若い──まだ子供じゃない。男の子……よね？　中学生？　まさか小学生ってことはないわよね」

「日本人は若く見えるんだよ」少年の瞳を見つめ、つぶやく。「……存ぞん外がい大人おとなかもしれないぞ」

「日本人で、まだ少年……あなたのときと似ているわ」

「……そうだな」ふっ、と安県は相そう好ごうを崩した。「それはそうと、ランドールを見ろ。らしくないな。あいつはなんで、タキシードなんか着ているんだ？」

「決闘に気合を入れたんじゃない？」どうでもいい、といった感じに答えるクルス。「……でも、顔は……髪かみ型がたも、変わっていない」

「ああ、ほとんど年を取っていない──これは遠い未来じゃない」

「ええ」

「上じよう出で来きだ……上出来だよ、ミシ」安県はクルスに笑いかけた。「こいつはいい。こいつなら、いい『代行者』になりそうだ」

　次なる悪魔の『代行者』。

　安県の、いやヒトと悪魔の、新たな希望。

「ならいいけど」大して興味もなさそうにスクリーンから顔を逸そらすと、クルスは《ボックスＰ》をながめた。「もういい？　だったら続きを……」

「いや」安県は首を振った。「もういい」

「え？」

「もうふたは閉じていい。その先を見る必要はない」

「な、なんでよ？」クルスの声が跳ね上がる。「せっかく見つけても、ランドールに殺されちゃなんにもならないじゃないの！」

「ランドールに殺される程度なら、最初から役に立たない──そうだろう？」

「でもランドールは《タイムタイム》を持っているのよ？　まともに戦ったら」

　安県あがたは再び首を振った。

「あれは《Ｉｔ》をめぐる決闘だ。だったらルールにのっとって正せい々せい堂どう々どうとやるはず」

「そんな保証はどこにもない！」なおも食い下がり、クルスは叫んだ。「ここはちゃんと、あの少年が勝つところまで見ておくべきよ！　そしていまのあたしなら、そこまでだって見ることが──」

「落ち着け、ミシ。……《ボックスＰ》に、魅み入いられるな」

「魅入られて、なんか──！」

　──クルスの顔が、ゆがむ。

　虚きよをつかれ傷ついたように、そして恥じ入るように、クルスは顔をそむけた。口を結び、うつむくと、《ボックスＰ》のふたを閉じる。泣きそうな表情に一瞬《ボックスＰ》を地面に叩たたきつけそうな感情が走ったが、クルスは黙ってそれをしまった。

「それでいい」穏おだやかに、安県は言った。「新たなる代行者には、自分の力で勝ってもらおう。ランドール相手にそれぐらいのことができなければ、結局ランドールの二にの舞まいになる。甘やかしたらどうなるかは、ランドールで身にしみただろ？」

　クルスはうなずいた。「……そうね」

　沈ちん黙もく。

　雨の音が強くなる。

　しばらくして。

「それにな」安県は続けた。「きみの予知では、ランドールは必ず死ぬことになる。だろ？　きみは敵には容よう赦しやしないから」

「……ええ」笑うクルス。「敵にはね。必要ならば味方にだって容赦しないあなたと違って」

「はっはっは。とにかく──きみの予知では、ランドールの負けはイコール死となる。でもその予知を見なければ、たとえ負けてもランドールは死なないかもしれない」

「あの二人は決闘するのよ？　そんなの」

「甘い希望なのは分かっている。それでもおれは希望を持ちたいんだよ。……だからその先は、匣はこの中に残しておいてくれ」今までとは違う微笑を浮かべ。

　安県は、その言葉を口にした。

「おれはいまでもやっぱり、ランドールを友達だと思っているんだよ」

　友達にもいろいろある。

　そして、命──それが自分のものであれ他人のものであれ──より大切なものがある。

　ただそれだけのこと。







　雨は強く、ますます強く土ど砂しやに降り、夜は底そこ冷びえする夜になっていった。たとえどんなにトウモロコシ畑が好きでも、こんな夜には死ぬつもりにはなれないだろう。一人の男が助かったことを喜ぶように、トウモロコシたちは泣き濡ぬれる。安県あがたたちが場を辞じしたあとも、雨はしばらく降り続いた。強く、弱く、そして霧となるなかに、黄金色の穀こく物もつたちがかすみぼやけて揺れている。おそらくは収しゆう穫かくされぬまま、腐っていくであろう実みの数々。しかし、──少なくともこの場には、気にするものはいなかった。当然だろう。収穫されようがされまいが、食べられようがなかろうが、人の思おも惑わくをこえてトウモロコシはトウモロコシだった。

　雨は二日降り続き。

　そしてやんだ。それもまた当然のことだった。
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　　　１．堂島コウ、ＢＯＳＳと出会う




　ドッグデイズ。

　その日は確かに朝から猛もう暑しよ、犬がハアハア舌したを出していそうな日だったが、堂どう島じまコウがその言葉を思い出したのはそんな暑さのせいではなかった。堂島コウがドッグデイズ──空にシリウスドツグスターが輝く盛せい夏かの時期の俗ぞく称しよう──という言葉を思い出したのは、朝から妹をつれて和わ歌か丘おかをうろついていたのだがとくにおもしろいこともなく帰き途とにつこうとした夕方──まだ明るいがほとんど夜の駅前で、クリーム色のフォルクスワーゲン『ザ・ビートル』と一匹の犬を見かけたからだった。

「見ろよアトリ」コウは妹に言った。「犬が車に乗ってるぞ？　カブトムシに……」

　犬とカブトムシビートル──何かおもしろいことが言えないだろうか考えたが、何も出てこない。ここ一月ほど、コウのユーモアのセンスはどこかに出かけてしまっていた。無む断だんで。無断で出かけられた以上、いつ戻るか、なんて想像もつかない。まぁいいけれど。別に芸人になりたいわけじゃないし。

「……ほら、かわいいな」

「いけませんコウにーさん！」アトリは兄のそで──真夏であるにもかかわらず、コウはそでの長いジャケットを着ていた──を引っ張った。

　ちなみにアトリは空の色したワンピース。

「へ？」

「人ならともかく、犬はダメです！　……いえ本当は人だっていけないと思うんですけど、犬はもっといけません！」

「……なんの話だ？」

「けんかしてぼこぼこにするつもりなんでしょ？」

「ななな、何なに言ってんだ？　そんなことしねぇよバカ！」

　でもでも、とそでを引っ張るアトリ。「ここ二、三日、そんなことばっかりしているじゃないですか」

「いや、それは……」コウは大きく息を吸い、吐き、言った。「言っただろ？　おれは昔の悪あく行ぎようのせいでこのへんに敵が多いって。向こうがけんかを売ってくるんだから仕方ないじゃん。正当防ぼう衛えいだよあれは」

「じゃあ、本当はしたくないけど仕方なくてしているんですか？」

「……そうだ」

「……ごめんなさい」アトリは目を伏せた。「あたし、誤ご解かいしてました。コウにーさんってばけんかしたくて、わざとけんかを売らせているもんだとばかり……」つかんだままのジャケットを見る。「この服も、スタンガンとかああいうの持ち歩いているのも、すべては悪あく魔まのミカタの防備のための装備ですものね。それを邪じや推すいなんかしたりして……ああ、あたし、自分が恥ずかしいです」

「……と、とにかく」コウはアトリの手を払い、急いで『ザ・ビートル』に近づいた。「……犬がいるぞ、ほれ」

　旧きゆう式しきのフォルクスワーゲン『ザ・ビートル』はぼろぼろだった。

　ところどころにぶつけたあと。これは最近の傷ではないな、と根こん拠きよもなく思う。もはや模も様ようのごとくなじんでいる古ふる傷きずたちには、車の一部、としての風ふう格かくさえある。おそらく購こう入にゆうするときに、すでに傷はあり、そして買い主は、それもこみで買ったのだろう。もちろん勝手な想像だが。とにかく、こいつはオンボロ・カーだがオンボロであることを恥じてはいない。むしろ個性としてアピールしているような気さえする。

「ほら、アトリ。……あれはダックスフントかな」

　オンボロ・カーに乗った子犬もまた、傷持ちだった。

　遠とお目めでは分からなかったが、垂たれた左の耳が途中から先さき細ぼそりになっている。ちぎれたか、生まれつきか、どちらにせよ本人は気にしていないに違いない。窓まど枠わくに短い前足を乗せた片かた耳みみの短いミニチュアダックスフントは、コウの視線に気づいてたちまち目を輝かせ始めた。コウが近づいてくるのを知り、もう嬉うれしくてたまらない、とでもいうように飛び跳ね始める。

　車の窓に出たり引っこんだりする子犬の顔に、思わず顔がほころぶコウ。

「人なつっこい子犬だな」

「それがその子の悲劇なの」後ろから声。「名前はＢＯＳＳ。名前ばっかり強そうで」

　外に出ていたらしい、車の持ち主らしき女性がやってくる。

　コウより年上、だがパンツルックのおとなしめの服装のわりに愛あい嬌きようのあるかわいらしい感じの顔は、笑うとコウよりずっと年下に見える。子犬以上に人なつっこいその笑顔は──

「……先せん輩ぱい？」思いがけない顔に、コウは声を上げた。「ど、どうも、お久しぶりです！」

「久しぶり。覚えていてくれたんだ」

「そりゃあもう。忘れたらあとが怖いスからね」先輩？　どちらさまです？　と首をかしげるアトリの肩を抱く。「こいつはおれの……妹の、亜鳥です。……アトリ、この方は縹はなだ美み樹き先輩。日ひ炉ろ理り坂ざか高校の諸しよ悪あくの根源だ」

　うわぁ、とアトリは驚きよう嘆たんした。「しょ、諸悪の根源、ですか？」

「えらい言われようね」美樹は笑った。「こんな優等生つかまえて。アトリちゃん、うそだからね。あたしは模も範はん的な生徒だったんだから」

「はっはっは。言う言う」ど、どんなことをしたんですか？　というアトリの問いに、腕を組んで大おお仰ぎように答える。「聞いて驚け。いいか？　この人は、われらが『みすてりぃサークル』の大だい恩おん人じんさまなのだ」

「ええ？」

　そう、

　コウの所属する同好会『みすてりぃサークル』──通つう称しようみークル──は、もともとは『ミステリーサークル』といい、本ほん多だ律りつ法ぼうという郷きよう土どの詩人を生み出したことで知られる日ひ炉ろ理り坂ざか高校でもっとも由ゆい緒しよのある創作クラブだった。文系でありながら校内でもっとも大きな部室と専用設備を持っていたと言えば、どれほどのものか分かっていただけるだろうか。そして、かくある規模を誇った『ミステリーサークル』長年の歴史、それに終しゆう止し符ふを打ったのが、現みークルの部長三み束つか元もと生なりと『ミステリーサークル』最後の部長、縹はなだ美み樹きその人だった。

　ある日、『ミステリーサークル』に入部してまもない三束元生は突とつ然ぜん美樹に言った。ミステリー、の部分をひらがなに変えてもいいか、と。通常では考えられない頼みだが、驚いたことに美樹は「いいよ」と答えた。あとで聞いた話だが、三束元生は事前に部員たちに意見を聞いて回っていたらしい。ちゃんと過半数（女子全員）が了りよう承しようしているのを確認し、美樹はＯＫを出したのである。もっとも、たとえ過半数の賛成があったとしても伝統ある部の部名を変えるのに生なま半なかなことでＯＫは出せない。たとえ生徒の自主性を重んじる日炉理坂高校であっても簡単にはいかない。にもかかわらず彼女はあっさりと許可し、そして本当に、『ミステリーサークル』は『みすてりぃサークル』に変わってしまったのである。これに激げき怒どした部員たち（男性部員のほとんど）は美樹のもとに詰めかけ、三束元生を除じよ名めいしろ、さもなければ自分たちが退部する、そうなればこの歴史ある部はあんたの代で消しよう滅めつしてしまうぞ、と脅きよう迫はくした。ところがこれまた驚いたことに、美樹は今度は首を縦には振らなかった。彼女は言ったという。「自主的に退部するのは仕方ないが、たとえ過半数の意見だろうと部の都つ合ごうで勝手に退部させることはない」彼女ははっきり、『それはない』と言ったのである。その後ご男子部員たちは実際に『自主』退部したが、それでも美樹は意見を変えず、そして女子部員たちも『みすてりぃサークル』に残った。結果正せい規きの部ぶ活かつ『ミステリーサークル』は部活運うん営えい規定により『みすてりぃサークル』と『ミステリ同好会』──正規の部ではない二つの同好会に格下げになり、その歴史に終止符を打ったのだった。

　この件について当時の生徒会長は、周囲にかく語ったという。『そのすべては三束元生の奇き矯きような行動力が原因ではあるが、しかし縹美樹の存在も忘れてはならない。彼女の決断と援えん護ごなくしては、みークルの以降の存そん続ぞくはなかったろう……』

　その後、部長を三束元生に譲ゆずりコウの入学と入れ違いに卒業した美樹だったが、しばらくはちょくちょく顔を出していた。去年、恋人を失った事件のときも、いろいろ世話を焼いてもらった。最近は見てなかったが──

「……本当に、久しぶりですね」

「そうだね。でもいろいろ聞いているよ？　妹さんが戻ったことも……」美樹の目が細まる。「そう言えば最近、女の子賭かけてボクシングしたんだって？」

「誓ちかって言いますが、それはおれの流りゆう儀ぎじゃありません」

「……ひどい怪け我がをしたそうだけど」

「ええ。最近ようやく、ギプスが取れまして」正確に言えば『治ち癒ゆ』したわけではなかったが（どちらかといえば『復元』）、何もここでそれを言って美み樹きを悩ます必要はない。「でもくわしいじゃないですか。有名人はつらいなぁ」

　くすっ、と笑う美樹。「ほんとにきみは有名人だからね。……もててるみたいだし」

「はっはっは」

「咲さ杳くらちゃんとか」

「ええ」

「依い花はなさん」

「……そうそう」そちらは内うち輪わしか知らないはずだが。

「あと……真ま嶋じま、綾あや……さん、だっけ？」

「その人はつい最近です」コウは思わず目を丸くした。「でも本当に……くわしいなぁ」

「でもでも」アトリが割って入る。「ひとり、大事な人を忘れてますよ！」

「そうなの？」

「……あ、ええ。そうそう。もうひとりいるんですよ。これまたかわいい子がね」

「へぇ？」と美樹。

「でしょでしょ？」とアトリ。

　コウはうなずいた。

「ええ。そりゃあもう、純粋で、素そ朴ぼくで、素直で、自分の気持ちに一直線で……正直な話、かわいらしさでは一番スね」

「……へぇ」

「そうなんですか？　えへへ、です」照れるアトリにかまわず、

「そうなんだよなぁ、まったく」コウはため息をついた。「ジィ・ニーにも困ったもんだ。もうちょっとおさえてくれれば……あた？　いた、こらバカ、叩たたくな、嚙かみつくな！」

「……はは。さすがはコウくんだ」微笑ほほえんで、

　……しかしじっと、コウを見て。

　美樹は、言った。

「……大丈夫？」

　コウはすかさず答えた。「大丈夫ですよ。もちろん」

　じっと見つめてくる視線に、しかし思わず目をそらす。

　コウは、他人に心しん情じようを明かしたがらない人間だった。

　それは他人に限らず死んだ恋人冬ふゆ月つき日ひ奈なに対してもそうで、そのことでよく日奈に責められけんかになった。だが恋というのは不ふ思し議ぎなもので、突然その心情を相手かまわず吐と露ろしたくなるときがある。砂浜に『好き』と書いては波で消すような、ドラマもかくやのばかげたことを本当にやってしまいたくなるときがある。例に外れずコウにもそういうときがあり、そしてそういうとき、コウにとっての砂浜は縹はなだ美み樹きだった。何度も相談に乗ってもらい、日ひ奈なへの気持ちを聞いてもらった。だから美樹は、コウの日奈への気持ちをおそらくだれよりもよく知っている──そんな先せん入にゆう観かんのせいだろうか、美樹の視線は、たまらなく痛い。受け止められない。まるでまだ忘れていないことを見抜かれているようで、そして心の奥底までも見み透すかされているようで──

「とにかく、おれは大丈夫です」コウは笑顔をつくった。「……それよりも、本当にくわしいんですね。ひょっとしておれが知らないだけで、けっこうみークルに来てるんですか？」

「さぁ、どうでしょう」

「……そう言えば、いまはどうしているんです？　結局大学は……」

「……うん、中退した。いまは家で家事手伝い……花はな嫁よめ修業ってやつ？」

「……ははぁ」

　うなずきつつ、チラッと美樹の左手を見る。

　白い指に指輪がはめられていないことに安心し、

「……そういえば」コウはあらためて、『ザ・ビートル』と子犬を見た。「これ……」

　コウの視線にたちまち、窓の向こうで再び飛び跳ね始める子犬・だけど・ＢＯＳＳ。

「あんまり見ないであげてね」美樹は言った。「かわいそうだから」

「……かわいそう？」

　黙って車のドアを引く美樹。

　ドアがごとっと外れて地面に落ちる。

「わぁ？」

「見てのとおりのオンボロよ。なんか前の乗り主ぬしがツードアを無理やりフォードアにしようとしたらしくて、結果四枚ともこれなのよね。もう」外れたドアを脇にのけつつ、小さくつぶやく。「これが便利なときもあるんだけどね。慣れたらかわいいし」

「……でもこれ、街道走っていいんですか？　これじゃ車しや検けんは通らないでしょう」

「さぁ」

「……さぁ、って……」

「おいで、ＢＯＳＳ」

　ＢＯＳＳ・だけど・子犬はしばらく躊ちゆう躇ちよしていたが、意を決し、シートから地面に飛び降りた。着地後よろっとよろけたのは、胴どう体たいが長く足が短いダックスフントという種類のせいではなかった。すぐに気づく。この子犬は左耳だけでなく、左後ろ足も不自由なのだ。しかも、一見飛び跳ねるような独特な方法で何の苦もなく走り回るその姿は、三本足に慣れている、つまりそうなってからがかなり長いことを示している。

「生まれつきですか？」コウはたずねた。

「ううん」美み樹きは答えた。「……お医者さんに見せたけど、いまさら治療は無理だって。……放置しすぎ」

「……ほうち？」

　きゃあ！　とアトリ。「かわいいです！　美樹さん、なでていいですか？」

「……うん。だけど、あのね……ゆっくり……」

「ゆっくり、ですか？」

　アトリは地面にしゃがみ、「ＢＯＳＳさん！」と呼びかけた。

　うれしそうに、アトリに駆け寄っていくＢＯＳＳ。

　だが、途中で『びくっ』ととまる。

「……？」

　アトリのもとにいきたそうにしているのだが、身体からだが動かない、とでも言うようにとまる。一瞬動き、またとまる。アトリがＢＯＳＳさん？　と手を伸ばすと、びくっと痙けい攣れん、後ずさりして、そのまま小さく震え始める。

　明らかにおびえている犬の姿にショックを受け、アトリは固まった。

「あ、あの……あたし……そんな……怖がらせるつもりは」

「ううん。きみが悪いんじゃないから」美樹は頭を振った。「……まだ慣れていないだけ」

　尾を股またにはさみ震える子犬の姿。

　ショックの抜けぬまま立ち上がり、へろへろになっているアトリを抱き寄せ頭をなでてやりながら、コウは美樹に尋たずねた。

「これは……」

「この子はね、前の飼い主に虐ぎやく待たいされていたの」美樹は淡たん々たんと、言った。「どんな虐待かは知らない。とにかくこの子は虐待されて、だから人間が怖くて仕方がないの。手が伸びてくれば殴なぐられると思う。影が覆おおえば蹴けられると思う」

「……ひどいです」アトリがつぶやく。「なんでその人間は、そんな……」

　美樹はアトリを見た。

「うん。そうだよね。ひどいよね。かわいそうだよね。でもね、本当に哀かなしいと思うのは……」視線をコウに移し、言う。「この子はそれでも、人間が大好きなのよ。虐待されていたくせに、それでも人間が大好きで、一緒にいたいと心のそこから思っている」

「……」コウは子犬を見つめた。

　コウの視線に気づき、子犬ははしゃいでコウのもとに走り寄──ろうとした。が、途中でとまる。コウを見上げ。駆け寄ってこようとし、後ずさりして、飛び跳ね──ついにはその場でぐるぐる回りだす。自分は遠えん心しん分ぶん離り機きの生まれ変わりだとでも言わんばかりの勢いで回りだす犬に、コウはあわてて目をそらした。あんまり見ないであげてね、という美樹の言葉を理解して。

　美み樹きは言った。

「人間に近寄りたい、なでてほしい、かまってほしい、でも怖い──ジレンマが昂こうじると、その子はぐるぐる回りだす。だから、あんまり見つめないで。なでるときは後ろから、ゆっくりとなでてあげて」

「……なんかあたしには、なでられそうにありません」ボソッとつぶやくアトリに。

　美樹はだまってうなずいた。

　子犬に悟さとられないよう横よこ目めで見つつ──もっともたちまち見つかって、飛び跳ねさせる、と言う結果を招いたが──コウは美樹にたずねた。「こいつの、その、前の主人は？」

「さぁ、知らない」

「……いまは、先せん輩ぱいが？」

「ううん」美樹は首を振った。「……情なさけない話だけどね、あたし、こういうのダメなの。本当に……ダメなのよ。なんかもう、哀あわれすぎて」コウを見つめる。「──こんなこと言うのはアレだけど……あたし、この子を虐ぎやく待たいしたやつなんか死んでしまえばいい、と思う。本気で思う。むしろ殺してやりたい」

「……」

「どうしてこんな、ひどいことができるの？　もちろん、これがこの世で最低の出来事ってわけじゃないけど──」

　美樹の言葉が消えていく。

　コウは横目に子犬を見た。

　コウや美樹、アトリの周りを走り回っているＢＯＳＳ──子犬。コウに会えたことが、人間がたくさんいることが楽しくて仕方がない、とでも言うように、本当にうれしそうに走り回っている。そうだ、とコウは思った。少なくともいまは、こいつは幸せなはずだ。なんたっていまは──

「……あれ？　でも」怪け訝げんな表情を浮かべ訊きく。「先輩が飼ってるんじゃないんだったら、こいつはだれの犬なんです？」

「……このオンボロの持ち主よ」

　そう答えた美樹の、はにかむような、照れた、うれし恥ずかしな表情にとてつもなく悪い予感を覚え、コウはあらためて美樹の左手を見た。薬指はもちろんどの指にも指輪はない。──いやもちろんそれは何を証明するものでもないが──

　──まさか？

　平静を装い、単たん刀とう直ちよく入にゆうにたずねる。

「まさか、先輩の恋人？」

「あれ？　分かる？」

　その言葉と顔に浮かんだ表情に、コウは絶望の底へと突き落とされるのを感じた。

　別に、縹はなだ美み樹きに恋れん慕ぼしていたわけではない。付き合って、なんて言われたら逆に戸と惑まどいどう断るか悩むだろう。にもかかわらず、なぜかとてつもなくくやしい。理り不ふ尽じんなのは分かっているが、それでもくやしくてくやしくて仕方がない。畜ちく生しよう、いったいだれだ？　美樹先せん輩ぱいにこんな顔をさせるのは──と心に問うた次の瞬間。

「おお？　堂どう島じまコウに堂島アトリ？」

　後ろから来た答えに、コウは絶望の底にはさらにどん底というものがあるのを知った。ああ、まさか、うそだ、よりにもよってあの男？　いや、あの『ザ・ビートル』にこの子犬──あの男ならつじつまも合うが──

「もっちゃん！」美樹の声に、

「美樹さん。待たせたか？」男は答えた。

　そしてコウはびっくりたまげた。もはやその真実からは逃れようがないことを悟さとった。この男は、常に他人には自分のことを『部長』と呼ばせ、他人に対しては名だけではなくフルネームで呼びかける。はず。それが──もっちゃん？　美樹さん？　うわぁ？

「……奇き遇ぐうだなぁ堂島コウ。おまえとこんなところで会うとは」

[image: ]

　両手にコンビニ袋をぶら下げたまま、もっちゃんこと『部長』こと三み束つか元もと生なりはコウに向かって笑いかけた。ああ、とかすれて答えたコウに首を振り、どうもです、とぺっこり頭を下げるアトリにうむ、とうなずくと、美樹に向き直り、言う。

「美み樹きさん。コンビニはダメだった。パンツはあったがゴムはない──」

　さすがは和わ歌か丘おかのコンビニね、なんていう美樹の声を聞きながら。

　コウは今度こそ、どん底から底なき奈な落らくへ落ちていったのだった。




　　　２．堂島コウ、カブトムシビートルに乗る




「……にしても」窓の向こうに前から後ろへと流れていく景け色しきを見ながら、コウは頭を振った。「二人がまさかそんな関係だったとはねぇ」

「もうすぐ二年になるかな」と美樹。

「……全ぜんッ然ぜん気がつかなかった」

「ちょっと事情があってね。必死で隠かくしてたのよ。でももうもっちゃんも十八歳さいだし、隠すのはやめようと思って」

「だからって、こんな目立つ車でデートしなくても……」

『ザ・ビートル』が主人と主人の恋人とペットを乗せて走り出したとき、コウとアトリも後部座席に乗っていた。

「ちょうどいい。乗れ」と三み束つか元もと生なりに言われて何がちょうどいいのかも分からず言われたままに乗ったのだが（正直、二人の関係やらなれそめやらに興味があって離れがたかったのも事実だが）、乗ってすぐに後悔する。なにしろ乗り降りのたびにドアが外れるような車である。エンジンはパタパタパタと扇せん風ぶう機きに紙をはさんだような音を立てているし、たまにがくんと車体がありえない方向に揺れるし、妙みように振動がダイレクトな感じだし、実際その車はありていに言えば『おれはいつ止まったり、あるいは爆発したりしてもおかしくないんだぞ！』ということを全身で主張してやまない車だった。しかも、乗ってはじめて気がついたのだが前に座っているのは人ひと目めをはばからないバカップルだった。運転しているのは美樹だったが、コウの見たところ美樹は明らかにハンドル以上に三束元生のひざを触り、前方以上に三束元生の横顔に注意している。どうも、三束元生以い上じように美樹のほうが部長に夢む中ちゆうらしい。これが何より気に食わない。なんでこんな車に乗ってしまったんだろう、と後悔しつつ。

「この車、部長の？」コウはたずねた。

「うむ」部長は答えた。

「免許、持ってるんですか？」だったら男おまえが運転しろよ、というニュアンスに気づいたかどうか。

「いいや」部長はあっさり首を振った。

「なのに車を？」

「おかしいか？」

「……いえ」おかしくはない、と判断し、質問を変える。「……その犬も、部長の？」

「……うむ。ま、いまはな」うなずくと、三み束つか元もと生なりはひざのうえに乗っているＢＯＳＳの背中をやさしくなでた。さきとは打って変わって、子犬はぜんぜん怯おびえていない──その事実を、コウは不ふ思し議ぎに思わない。他のだれかならともかくも、三束元生なら当然だろう。彼がだれかに危き害がいを加える事態、なんて、歩いて月に行く計画の立りつ案あん以上に現実味みに乏しい。犬にもそれが分かるのだ。

「……さすがに、よく慣れていますね」

「それが実はそうでもないんだ」部長は首を振った。「ちなみに名前はＢＯＳＳ。Ｂ─Ｏ─Ｓ─Ｓ、ＢＯＳＳ。強そうだろう？　ぼくがつけてやった。前の主人は『犬』とか『それ』としか呼んでいなかったからな」

「……いい名スね」

「だれがナスの話をしている」

「だれかナスの話をした？」美み樹きが振り返ったのでコウはあわてて言った。「してませんよいいから運転に集中してくださいうわぁまえっ！」

　クラクションもどこ吹く風。

「ナス好きなんだけどなッ♪」言いつつ、美樹は運転に戻った。

「秋ナスはア、嫁よめに食わすなメシが減る♪」美樹の鼻はな歌うたのなか。

「まぁナスの話でもあるか」ＢＯＳＳをなでつつ、部長は言った。「実は最近、ボーナスが出てな。だから車と犬を買ったのだ」

「ボー、ナス？」

「ああ。株かぶが当たってな。友人に薦すすめられるままに買っていたビール会社の株が、なんかテンジョーになって、売れというから売ったらなんと三百万も戻ってきた」

「……本当に、あんたの運と人脈は底が知れないなぁ」

「なに、日ごろの行いだ。とにかく金が入ってな、これはどうしようかと思っていたときに、こいつら──カブトムシとＢＯＳＳに会ったのだ。……他方は中ちゆう古こ屋、他方は保健所と場所こそ違うが両方ともボロボロ、廃はい棄き寸すん前ぜん。ぼくはすぐに気づいたよ。この金は、この二匹ひきを買ってくれというテンジョーからのメッセージだと」

「……」

「そうしてぼくとＢＯＳＳは出会った。そしていま、ＢＯＳＳは……堂どう島じまコウ、おまえと出会い、おまえはいまカブトムシに乗っている。堂島コウと堂島アトリ──男と女がひとりずつそろって。これぞまさしくテンの犯罪」

「それを言うなら配はい剤ざいだ」まぁ、似たようなもんかもしれないけれど。

「どちらでもいい」部長はあくびした。

　そのまま何も言おうとしないので、仕方なくコウはたずねた。「それで……天の配剤って、おれたちに何の用なんです？　この車、いったいどこに向かって……」

「とりあえず薬屋ね」美み樹きが答える。「ないなぁ……ねぇコウくん、このへんに薬屋知しらない？」

「いや、おれは日ひ炉ろ理り坂ざかっスから、和わ歌か丘おかのことは、ちょっと」言いつつ、見つからなければいいのに、いや、見つかったほうがいいのか？　と頭を悩ませる。て言うか、ああ、美樹先せん輩ぱいのイメージが……

「美樹さん、心配しなくても大丈夫だ」部長は再びあくびした。「必要なら、向こうからやってくるよ。この二人みたいに。だからもっと気楽に行こう。ｔａｋｅ　ｉｔ　ｅａｓｙというやつだ」

　ｔａｋｅ　ｉｔ　ｅａｓｙ──気楽にいこう。そのせりふのあまりの部長らしさにコウは思わず口の端はしを持ち上げた。まったく、部長の性格をよくあらわしている。世界は──すべては自分のために回っている。それが部長の口くち癖ぐせであり、信しん念ねんであり、部長そのものだった。何しろ生まれて七日後には歩き出し、天地を指差し「天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そん」とのたまった、という男である（……あれ？　これは別の人間の話だっけか？）。その『地球の中心はぼくだ』精神はまさに筋すじ金がね入りだった。いまや日炉理坂高校に知らぬ者なき部長だが、その名をとどろかせたのは『ミステリーサークル』を『みすてりいサークル』に変えた事件ではなかった。当たり前だ。どれほど歴史があろうとも『ミステリーサークル』は一いち部ぶ活かつ（少なくとも当時は）、全校生徒が興味を持つような事こと柄がらではない。部長こと三み束つか元もと生なりの名を日炉理坂高校に知らしめたのは彼の信しん念ねんそのものだった。コウたちの入学式、その午後の新入生歓かん迎げい式しきでの三束元生の演説こそ、彼を有名たらしめるきっかけとなったのである。

　新しん歓かん式しき、クラブ・同好会紹しよう介かいの席でトップバッターとなった三束元生は、マイクを持つやこう言った。

「諸君。地球はぼくを中心に回っている」

　場内は整然としていた。

　だれもがギャグか比ひ喩ゆか分かりかねて沈ちん黙もくを守るなか、三束元生部長の言葉は続いた。

「諸君。ぼくがこんなことを言えば、きみたちは『ああ、あいつはバカか』と思うだろう。そして言うだろう。地球は太陽を中心に回っているのだ。そんなことも知らないのか？　と。

　ああ、もちろんそれは知っている。

　それでもなお、ぼくは繰り返そう。地球はぼくを中心に回っていると。そして、それを笑う者に問おう。なるほど、地球は太陽の周りを回っているかもしれない、だがきみは、本当にそう思えるのか？　それをその目でしかと見、その身で体験しているのか？　この地球に生きる者ならだれしも、日が昇のぼり沈むのを目にしたことがあるだろう。（ここでおれはないぞ！　と野や次じが上がったが部長は気にしなかった。）だがそれを目にしたとき、きみは確かに思えたか？　地球が太陽の周りを回っていると。そう感じることができたのか？

　──こう聞くと、

　あるいはこう答える者がいるかもしれない。物事は相対的なものだと。だから地球上にいる限り地球が太陽の周りを回っているのを感じることはできないのだ、と。そうともそれは正しい。物事はすべて相対的なものであり、人は地球にいる限り地球を中心に感じるしかない。

　だからこそ、ぼくはたずねよう。

　きみたちは将来太陽に住むつもりなのかと。

（ここで再びだれかの野や次じが入った。コウには聞き取れなかったが、三み束つか元もと生なりは微笑ほほえんだ。）

　なるほど確かに、それが真理かもしれない。相対的にはどうあろうとも、太陽のほうが質しつ量りようがあり、だから地球は太陽の周りを回る。その逆はありえない。

　だがきみは、何をもって真理というか知っているか？

　真理とは、それが正しいから真理と言うのではない。世に真理とされているものは、それがもっとも単純かつ普ふ遍へんだからこそ真理とされるのだ。宇宙を研究するには太陽を中心に考えたほうがシンプルに説明がつく、だからこそそれが真理とされる。そしてきみは知っているか？　たとえば巨きよ視し的な、あるいは微び視し的な世界においては、だれもが知る一＋一＝二という定てい理りすら真理ではなくなる。いいか、諸君、あるレベルにおいては一＋一は二ではない、という真理がまったく当たり前に存在するのだ。にもかかわらず一＋一＝二が不ふ変へんの真理として通用しているのは、われわれの生活レベルにおいてそれがもっともシンプルかつ普遍なものだからだ。量りよう子しレベルでの真理などわれわれには関係なく、そのレベルでの真理など必要ない。だから諸君は、あるところでは間違っている一＋一＝二という定理をまったくの真実として教えられてきているのだ。

　シンプルで便利だからこそ。

　それが、真理というものなのだ。

　そして、そう考えたとき、きみたちの普遍とは、シンプルさとは、なんだ？

　そう、天文学者や物理学者、宇宙飛行士たちにとって、太陽が中心という真理は生活に密接している。そういう人たちは、あるいはそうした真理を体感できるかもしれない。彼らにとって太陽が中心というのは至し極ごくシンプルであり、普遍な真実だろう。

　だがそうでないきみたちにとって、それは本当にそうか？　真理なのか？　真実なのか？

　ぼくは違う。

　ぼくはいまだかつて、自分が太陽の周りを回るところなど想像できたことがない。ぼくは日が昇のぼり、沈むのを感じることができるが、ぼく自身が地球とともに昇ったり沈んだりしているのを感じることはできない。無理にそれを感じようとすれば、複雑で、難しく、頭が痛くなってしまう。だからぼくにとって、それは単なる知識に過ぎない。ぼくにとっての真理とは、知識ではなく、ぼくがこの身で感じたことであり、それはつまり太陽がぼくの周囲を回っている、ということなのだ。それがぼくの真実であり、ぼくが見つけた真理なのだ。だからぼくは何度でも言おう。太陽はぼくを中心に回っていると。そして遅ればせながら、諸君を歓迎しよう。

　ようこそ新入生諸君。

　一＋一がときには二にはならない世界へ。

　義務教育というのは、言わば一＋一が必ず二になることを信じてよかった世界だ。だがここからは違う。もしもその気があれば、きみたちは実にいろいろなことを学ぶことができるだろう。それは必ずしも一＋一が二にならない世界であり、善ぜんが必ずそうとは限らない世界であり、悪あくをただ悪と思うことが許されない世界だ。神は必ずしも愛ではなく、真実には様々な見方があり、そしてそれらはすべて、きみに選択を迫る。そして諸君、義務教育は終わった。これからは、きみたちは自らの手で知識を、情報を探り、取しゆ捨しや選択をすることになる。もちろんそのまま受け止めてもいい。そう、ここにも常識はあり、真理があり、当たり前がある。だがそれを選ぶのは他のだれでもない、きみたちだ。善、悪、正せい、邪じや、すべては取捨選択のもと、自分で決めていくのだ。そうやって、自分の世界をつくっていくのだ。さまざまな知識が、情報が、きみの周囲に現れるだろう。あせらなくていい。ゆっくりと、ひとつずつ、じっくりと吟ぎん味みしていくがいい。そしてきみが気に入ったものを、知識から真理に変えるがいい。そうしてひとつずつパーツを集め、自分の世界を作っていくのだ。

　そしてそれができたとき、

　きみはあらためて気づくだろう。

　世界のすべては、きみに選ばれるためにあるのだ、ということを。選択如何いかんにかかわらず、世界のすべてはきみのために存在するのだということを。だからぼくは言おう。地球はぼくを中心に回っている、と。そしてできればきみたちも、自分のためにこの地球を回すがいい。……ああ権ごん次つぐ先生（ちなみに理科の先生）、心配しなくていい。何も地ち動どう説を否定しろ、と言っているわけではない。他者の否定はいけない。……思うに天てん動どう説の最大の間違いは、地動説を否定したことにある……いやいや閑かん話わ休きゆう題だい。ぼくが言いたいのは、要するに、あくまでそれは知識である、ということだ。それを単なる知識とするか絶対の真理とするかは、あくまで自身の意志で決めろということだ。それは常識に逆さからえ、ということではない。地動説を唱えたガリレオ・ガリレイだって、法廷では……（ここでまたも野や次じが入った）……やかましい、弟子の創作だろうがどっちでもいいわい。……とにかく、ぼくだって理科の試験では、ちゃんと地球は太陽の周りを回る、と答えるだろう。だがそれでも、ぼくは心のなかでつぶやくのだ。

　それでも地球は回る、と。

　ぼくを中心に回っている、と。

　そして諸君もできれば、自分を中心にこの地球を回してほしい。

　他の何にも惑まどわされず、自分の世界を作ってほしい。

　そのための助けが必要なら、ぼくはいつでも力になろう。ぼくは三み束つか元もと生なり、部長である。

　以上だ」

　四十五秒、という持ち時間をはるかに超えた三束元生の熱ねつ演説は、三束元生本人の「拍手！」という号ごう令れいによって万ばん雷らいの拍手で幕を閉じた。午前中に新入生代表として小鳥遊たかなし恕じよ宇うが行った『日ひ炉ろ理り坂ざかハーレム宣言』（のちに『小鳥遊インパクト』と呼ばれ日炉理坂高校の風ふう紀きにおそるべき影えい響きようを与えた）の効果も残っていたのだろう、拍手はなかなか鳴りやまなかった。正直コウも思いっきり拍手してしまった。とにかく三束元生の演説は大だい反はん響きようを呼び、おかげでさきに変人・三束元生を出して恥はじをかかせ、そのあとに出て自分たちを印象づけよう、と考え次に控ひかえていたミステリ同好会の同好会紹しよう介かいは実に無む残ざんな結果に終わったのが皮ひ肉にくというか自じ業ごう自じ得とくというか。

　とにかく、この同好会紹介にもかかわらず勧かん誘ゆうはおろか同好会名すら紹介しなかった迷めい演説によって、三束元生は一いち躍やく有名人になったのである。

　よく考えれば実に傲ごう岸がん不ふ遜そんなことを言っているような気もするのだが（すべては自分のために、って……）、唯ゆい我が独どく尊そんを唱えている割に三束元生は人助けをライフワークとしているようなところがあって、だからだろう、こんな予定も聞かずに無理やり人を車に押しこむような自分勝手なやつであるにもかかわらず、彼を慕したうものは後を絶たない（認めたくはないがコウも確かにそのひとりである）。だから三束元生は多た大だいな人じん脈みやくを持ち、三束元生自身は何をできるわけでもないが人脈によって人を助けてさらに人脈を伸ばし、そうして生まれたネットワークはいまや組織としてあなどれないものになっている。みークルが同好会でありながらいまだ豪ごう華かな部室を持ち生徒会さえ手が出せないのはそのせいで、なお、生徒会はみークルなんて三束元生さえ卒業すればなんとでもなる、なんて甘い憶おく測そくを抱いて自由にさせているらしいのだがその希望はのちに三束元生以い上じようの後こう継けい者の登場、というもっともおそろしい形で打ち砕くだかれることになるのだがそれはまた別のお話。

　とにかく三束元生は、わがままで……だから強い。

　強いから……余よ裕ゆうがあり、だからこそ、やさしい。

　そうだな、とコウは心につぶやいた。

　確かに、美み樹き先せん輩ぱいとこいつがくっついているのは気に食わないが、それを言うならだれとくっついていてもおれは気に食わないのだろう。そう思えば、三束元生というのは最善の相手だ。とんでもない性格こそしているが、いいやつなのは人じん後ごに落ちない。きっと美樹先輩を幸せにしてくれるだろう。それもほかでもない、自分自身の幸せのために。それ以上に信じるに足る理由がこの世に存在するだろうか？

「……いいなぁ」ぼそっと、アトリがつぶやいた。

「え？」意い表ひようをつかれ、コウはアトリを見た。

　さっき子犬をおびえさせたショックがいまだ残っているらしく、アトリは多た少しよう青ざめ元気がなかった。部長と美み樹きのことを言っているのかとアトリの頭をなでかけようやく、コウはアトリの視線の先に気づいた。

　ＢＯＳＳを見ている。

　視線に気づき、ＢＯＳＳは顔を上げ、うれしそうにハンドブレーキの脇からこちらに寄ってきた。

　シートの間から顔を出し、コウとアトリの顔を見上げる。

　アトリはおずおずと、手を伸ばした。

　たちまちＢＯＳＳが、おびえだす。

　震えつつ、でも近づく手に耐えている。殴なぐられるのが怖いのだろう。かつて味わった痛みが、恐怖が全身によみがえっているのだろう。それでもそれを凌りよう駕がするほどに人になでてほしいのだろう。だから──

　結局アトリは手を引っこめた。

　視線を移し、窓の外を見るアトリ。こちらから見えるその横顔ははっとするほどおとなびていて、コウは思わず視線をそらした。ダックスフントはアトリを見、やがてコウを見上げた。そしてしばらく待っていた。コウはそのすべてを窓ガラスの反射で見ていたが、しかし視線を向けようとはしなかった。

　結局、部長のひざに戻るＢＯＳＳ。

　そうだな、と心のなかで子犬にうなずく。おまえはそこがいい。三み束つか元もと生なりなら、きっとおまえを幸せにしてくれるだろう。心の底からそう思う。そう思ったのは確かなのだがそれでもコウは、美樹が、「あ、あった！」とうれしそうに言ったときには美樹がそこで何を買おうがそれを部長となんに使おうが知ったことではないのだがそれでも何か緑色した感情を感じた。コウの胸きよう中ちゆうに関係なく車は止まり、コウは心しん中ちゆうのた打ち回りつつ、ドアを外して車を降りた。ドアを付け直しつつ、同じようなことをしている美樹を見る。平静を装いながらも自分のなかの感情に驚きつつ。美樹は別にコウの元・恋人ってわけでも、好きだった、というわけでもない。なのに、この感情はなんだろう。なんでだろう。おれが好きなのは確かに（いまだに）日ひ奈ななのに。

　足に、何かが当たるのを感じた。

　いつの間にか車から降りてきていたＢＯＳＳが、おずおずとその身を寄せている。注意を引くために、怖いのを、我慢して。突とつ然ぜん胸にいとおしさがあふれるのを感じ、コウはすばやくＢＯＳＳを抱き上げた。こいつには、荒あら療りよう治じがいいかもしれない。なんて思いつつ。一回こうして抱きしめて、怖いことなど何もないのだということを分からせてやれば、以降平へい気きになるかもしれない。そう思い、小さな子犬を抱きしめる。

　ぎゅっと。

　胸のうちに、温かい何かを感じ──

「きゃあ！　コウにーさん？」

　恐怖が絶ぜつ頂ちように達したのだろう、漏れてあふれた子犬の小しよう便べんにその胸を濡ぬらしつつ、コウは自じ嘲ちように口もとをゆがめた。濡れた感かん触しよくとくっさい臭いにおれは何やってんだと笑いつつ、ゆっくりと子犬を地面に降ろしてやる。自分が何をしでかしたのか分かっているのだろう、見るからにしょげ返っていままでの比ではないほど震えているＢＯＳＳの姿に自分が情なさけなくなり、思わず「気にするな」と人じん語ごで語りかけようとして──

「こら、悪い子だ」三み束つか元もと生なりが子犬をぶった姿に。

「な、何やってんだよバカ！」コウは驚き叫んだ。「おい！　やめろ！」

　部長は目を丸くした。

「あのな、堂どう島じまコウ。これはいじめているわけではないのだ」嚙かんで含めるように、言う。「これはしつけだ。子犬のしつけはその場でやらなければ意味がない。そしてここは人間の世界なのだから」

「で、でもその犬は！」

　何をわけの分からんことを、とでも言うように首を振ると、三束元生はＢＯＳＳを抱き上げた。ＢＯＳＳの口を握り、おしっこに濡れたコウの胸にその鼻を無理やり押し付け、言う。

「悪い子だぞ？　分かるか？　これは悪いことだ。いいか……」

　プルプル震える子犬に、

（いや、違う。そいつは悪くない！　悪いのはおれだ！）コウは叫んだ。（おれが無理やり抱き上げて、だからそいつは怖さのあまりチビってしまったんだ！　そいつはぜんぜん悪くない──）

　が、声は出なかった。

　どこか心の奥底で、三束元生の行こう為いが正しいことを理解していた。

　さすが、と思う。

（おれにはとても、できそうにない）

（おまえはやっぱり、三束元生といるのが正解だよ。こいつに見つかって、本当によかった。こいつなら、きっとおまえを立ち直らせられる。おまえを幸せにしてくれる──）

　おれには、きっと──

　コウは自分の胸を見た。濡れたＴシャツからまともに立ち上ってくるまさに獣けものの臭いに思わず笑う。笑わずにはいられない。ふっふという、鼻での笑いが止まらない──

「……これで決まりね」まだ薬屋に入っていなかった美み樹きが、どこかうれしそうに言った。「コウくんがこれじゃ、野の宿じゆくは無理。今夜は宿を取らなきゃ」

「そうだな」部長もうなずく。「着替えと風ふ呂ろがいるだろう。まぁいいか。金はあるし」しばらくして、付け足す。「見つかったら、ちょっとやばいが……」

　野の宿じゆく？　宿？　やばい？

　おまえらいったい何をしているんだ？　どこにいこうとしているんだ？　泊まりなのか？　おれたちも？　やばいって、何が？　いちどきに無数の疑問がわいたが、しかしたずねることはできなかった。笑いの発ほつ作さが止まらなかった。何しろ子犬にしょんべんをかけられたのだ、口を開けばもう笑いが止まらない。止められない。ジャケットとシャツを脱ぎ、あらためて車に乗りこみつつ、コウはしばらく笑い続けた。だから疑問を口にすることはできなかった。もっとも、やばい、というのがどういう意味かはすぐに知ることができたのだが。

　数分後。

『ザ・ビートル』はあっという間に今夜の宿に着いた。




　ラブホテル、だった。




　　　３．堂島コウとラブホテル




　部屋に入るなり、

「コウにーさん、見ましたか？」アトリは叫んだ。「美み樹きさんとぶちょさん、とてもなれていましたよ？　どうします？　ああもうほんとにどうしましょう！　あたくし、ショックです。恥ずかしいです。顔が発熱しちゃいます！　発はつ汗かんも感じられるのです！　動どう悸きが──」やけにハイテンションになっているアトリに対し。

「そうだな」心ここにあらず、といった風ふ情ぜいでうなずくコウ。「……ああ」

　コウもショックを受けていたが、しかしこちらがショックを受けていたのは二人が手なれているのを目もく撃げきしたせいではなかった（いや、確かにそれにも、そして未み成せい年ねんであるにもかかわらずあっさり入れたことにも驚いたが。これでいいのか日本）。二人と別れるとき、コウはあたかもその瞬間だけ奇き跡せきが起きたかのような突とつ如じよとした明めい晰せきさで悟さとった。自分のなかに生まれた緑色グリーンの怪アイドモ物ンスターの正体は、三み束つか元もと生なりに美樹をとられたことへの嫉しつ妬とではなかった（いや、それだってないわけではないだろうが）。手に鍵かぎを持ち、部屋に引っこんでいく二人はまさに大人おとなの恋愛をしていた。そして、コウはそれに嫉妬していたのだ。それは、三束元生がコウではないことに対する嫉妬だった。縹はなだ美樹が冬ふゆ月つき日ひ奈なではないことに対する嫉妬だった。コウと日奈から奪われた可能性を二人が満まん喫きつしていることに対する嫉妬だった。たとえコウと日奈が恋人同士だとしても、ああやって手に鍵を持ち二人で部屋に入っていくことはもはやない。──少なくとも、冬月日奈が生き返らない限りは。

（──いいや、おそらく生き返ったって……）

（生き返らせたこと自体、日奈は許してくれないだろう）

（それでも、おれは……）

「コウにーさんコウにーさん！」アトリが叫ぶ。「大変ですよこのベッド、ぜんぜん回転しませんよ！　回転こそしませんが、ロデオのように飛び跳ねますよ！」

「ああ、そう」なんで回転すると思うんだ、とのろのろと振り向き、ポルターガイストでも起きているかのごとく飛び跳ねるベッドのうえでぽんぽん跳ねているアトリの姿に脱だつ力りよくする。

（いいなぁもう子供は気楽で！）

　のろのろと風ふ呂ろ場へ向かい、

　ジャケットとＴシャツを洗面台に置く。

　コウはまずジャケットを広げると、常に所持している『悪あく魔まのミカタ・七つ道具』入りポーチと脇の部分にくくりつけられているスタンガンを取り外した。一見おもちゃの鉄てつ砲ぽうのようなそれは、引き金を引くとゴムの弾丸ペレツトが発射され相手を気絶スタンさせられる。殺さつ傷しよう力こそ低いが外見にそぐわない破は壊かい力を持つ、舞まい原ばる家の特製品。ちなみにジャケットもやはり舞原謹きん製せいで、そのスペックは至し近きん距離から九ミリ弾だん丸がんを受けてもびくともしないとか（もっとも、着用者自じ体たいはその限りではないだろうけど）。耐たい圧あつ耐たい熱ねつ耐たい寒かんはもちろん、特殊環かん境きよう下かでの長時間着用に耐えるために通気性もよく脱だつ臭しゆう作用も備えているだけあって、水洗いしただけで小しよう便べんの臭いはあっさり消えた。もはや鼻を近づけて嗅かいでも分からない。痕こん跡せきさえない。さすがは特殊戦せん闘とう服ふく──先せん刻こくアトリに言われた言葉を思い出し、コウは笑った。

　そうとも、こいつは決して町のチンピラ対策に身につけているわけじゃない。

　Ｔシャツは、ジャケットのようにはいかなかった。

　一応これも舞原家に作ってもらったものなのだが、その仕し様ようは単なるＴシャツとなんら変わりはない。違うのはロゴがオリジナルなだけ──『Ｔｈｅ　Ｓｔａｎｄ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｄａｒｋ』と書かれた犬のしょんべんにまみれたＴシャツに、コウははぁ、とため息をついた。こちらは水洗い程度じゃ落ちそうにない。犬の小便とはこれほどくさいものだったのか、と驚く。ある種の動物は、くさい臭いを発することで敵からのがれる。そしてその臭いは、危険な状況下であればあるほどきつくなるという。だから、あるいはその小便の臭いは、あの子犬がどれほど恐怖を感じたか、を示すものかもしれなかった。

　コウがおびえさせたのだ。そこまで。

　はぁ、とため息をつきつつ、液体石せつ鹼けんとおぼしき容器を取り中身を手に出す。泡あわ立だてようとしてその透明の液体が石鹼でないことに気づき、なんかもう果てしなく厭えん世せい的な思いにつつまれ、コウは手を洗いつつアトリを呼ぼうと部屋を見た。ちなみに部屋と風呂場の仕切りはガラスで向こうが丸まる見みえだった。

「アト……」

　ベッドのうえにひざ立ちになり壁──三み束つか元もと生なりたちがいる方──に耳を当てようとしているアトリの姿につんのめる。
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　こんこん、とガラスを叩たたくと、すぐに気づいてアトリは風ふ呂ろ場にやってきた。顔を耳まで真っ赤にして。

「はいはい、なんでしょう」

「……何やってんだおまいは」

「……えへへ」

「えへへ、じゃない！　……なんか聞こえた？」

「いえ、何も。きっと防音なんですね」

「どうして『何もしないで明日に備えてもう寝ている』とは思わないんだ」

　アトリは驚いた。「コウにーさんはそう思いますですか？」

「おれは……もちろん……」

　言っててなんかむなしくなり、コウははぁ、とため息をついた。……ああ、畜ちく生しよう、おれは妹いもうと相手に、こんなところで何なに言ってんだ？

　……本当の妹じゃないけど。

　部長と美み樹きは、いったい何を考え何をしようとしているのだろう。

（……まさか、泊まりがけとは、なぁ）

（まさか……駆け落ちとか？　いやでも部長は舞まい原ばる家に居候いそうろうしているし……いやそれはぜんぜん関係ないか）

「……どうかしました？」

「いや……それより、アトリちゃん」猫なで声を出し、洗面台を示す。「お洗せん濯たく、頼んでいーい？」

「はーい♪」Ｔシャツを手に持ち、「うわ、くちゃい」

「んじゃ、よろしく」コウはタオルを手に取り、水に濡ぬらし、風ふ呂ろ場を出た。

「あ、ついでにお風呂借かりてもいいですか？」後ろから声が届く。

「あー」

　タオルで胸を簡単に拭ふくと、コンビニで買ったＴシャツを着る。いまは大たい抵ていのものはコンビニで買える。部長によればゴム以外は。外の土地では売っているのだろうが、ここらの土地は風ふう紀きが厳きびしい。ふと思いつき、コウは風呂場に目をやりアトリが洗濯に熱中しているのを確認したのち、ベッドの周囲を確かめた。すぐに備え付けの避ひ妊にん具ぐを発見し、あわててズボンのポケットに押しこむ。使用しようと思ったのではない。アトリの目に触れさせないためだ。世の、他の中学生はどうあろうとも、自分の妹にはまだしばらくはそういうものから無む縁えんでいてほしかった。たとえ本当の妹ではないにせよ。

　ふう、とひとまず落ち着き。

　のどに渇かわきを覚え、部屋の隅すみに置いてある小さな冷蔵庫を開ける。だがそれは冷蔵庫ではなくある種のおもちゃの販売機で、コウはがっくり肩を落とした。人間の快かい楽らく追求の努力にはまさに驚くべきものがあり、そして、ここにはそのひとつの答えがある。急いで扉とびらを閉め、これをどうにかできないものかと思し案あんする。好こう奇き心しんあふれるアトリのことだ、あとで絶対開あけてみるだろう。あぁどうしよう。視線をめぐらし、ようやくテレビがあることに気づく。もちろんこういう場所のテレビであるから何が放映されているかは想像がつく。なんていたせりつくせりの場所なんだ。ここはまさにそのための場所なんだなぁ、ともはや感かん嘆たんの域いきまで達し、コウは大きくため息をついた。いいや、もう。いかに妹が大事とはいえ、この世のあらゆる悪から完全に遠ざけておく、なんてこと、土ど台だい無理な話なのだ。

　だいたいあいつは悪あく魔まだし。

　ちょっと考え。

「アトリ」コウは風呂場に声をかけた。「飲み物買かってくる。何がいい？」

「炭たん酸さんをお願いします。シュワシュワって」

　ああ、と返事し、カードキーを取る。ところでこういうところって、出たり入ったりは大丈夫なのだろうか。というか、いまごろ警察とか学校とかに通報いったりしてないだろうな？　フロントは無む人じんだったが、人がいないということはないだろうし──とにかく、やはり、外には出ないほうがいいだろう。だれに見つかるか分からないし、廊下に自販機があったかもしれないし──

「コウにーさん？」

「……いや。いいか？　ここにいるんだぞ？」

　コウは廊下に出た。

　ちょうど出てきた部長と会う。

「部長？」うわ、バスローブ？　見たくねぇ。

「おお、まさにちょうどよかった堂どう島じまコウ」部長はうなずき、抱いていたＢＯＳＳを床に置いた。「ＢＯＳＳを頼む」

　何か答えるまえに、あっという間に引っこむ部長。

　ドアが閉まる。

　コウは開けていた口を閉じ、床を見た。

　うれしそうにこちらにひょっこら走ってくるＢＯＳＳに、はあ、とまたもため息をつく。ため息ばっかり、ここに入ってもう何度目だ？　まぁいいか。おまえにも部長にも借りがあるし。

「来いよ、ＢＯＳＳ。おごってやる」

　自動販売機を探して歩きつつ、まさか部長、このためにおれたちを連れてきたんじゃないだろうな、とうなる。だとしても別に驚かないが。三み束つか元もと生なりの行動なんて予想がついたためしがない。

　廊下のくぼみに、自動販売機はあった。

　どうやらかつては給きゆう湯とう室として使われていたらしい感じの場所に、三台。ペットボトルとタバコと避ひ妊にん具の販売機。まえには流しとコンロがある。が、棚には何もない。もう使われていないらしい。ためしに蛇じや口ぐちをひねってみたが、水は出てこなかった。部屋の雰ふん囲い気きとそぐわないその庶しよ民みん的な様よう子すから察するに、どうもここはかつては前ぜん時代的なオフィスビルだったようだ。おしゃれな部屋とのギャップがあまりに激しい廊下のその雰囲気に時代の流れを感じつつ、コウは自販機のまえに立った。

　ＢＯＳＳに訊きく。

「何がいい？　コーヒー？　だめだ。子供がそんなん飲んだら夜眠れなくなるぞ」

　コウの周りを飛び跳ねるＢＯＳＳ。

　ひょこひょことした独特の動きはサーカスのピエロを思わせる。

　コウはミルクティを選んだ。

　自販機は稼か動どうしており、ちゃんと買うことはできた。が。

　どうやって飲ませようかと思った。

　しばらく考え、言う。

「ごめんな、ＢＯＳＳ。部屋まで待ってくれ。……いや、考えたらいい考えが浮かぶとは思うんだけど、最近はさ、考えるのが億おつ劫くうなんだよ。……分かるかな？　考えるのが億劫だと、簡単なことしかできなくなるんだ、とくにこういう場所だと、考えるのが倍ばい疲れる。……だいたい、ここはラブホテルだぞ？　考えるための場所じゃないんだ」

　子犬はコウを見上げて跳ねた。こいつはいつでも飛び跳ねている。子犬という生き物は、止まっていることが苦痛であるらしい。コウはゆっくりと、本当にゆっくりと動き、震える子犬を抱き上げた。抱きしめるようなことはせず、ゆっくりとシンクのうえに乗せる。ペットボトルの栓せんを開け、キャップに注そそいで置いてみたが、近づいた手におびえただけで、子犬はキャップに見向きもしなかった。

　きらきらした目でコウを見ている。

　コウは言った。

「そんな目で見るなって。また、さっきみたいなことになるぞ……さっきは悪かったな、ほんと。おれのせいでしかられて」犬が回り始めないよう視線をそらす。「ま、おれのことは怖がっているのが正解だよ。何しろおれは、悪あく魔まのミカタなんだから。分かるか？　悪魔のミカタ。犬には分からないだろうが、この世には悪魔がいるんだぞ？　実は、おれの妹がそうなんだ」

　コウは自分用にウーロン茶を買った。

　ふと思いつき、ウーロン茶をキャップに注いで置いてみる。

　ＢＯＳＳはそれを一口なめたがそれだけだった。

「いいか」コウは言った。「この世には《知恵の実》と呼ばれる魔法のアイテムがあって、魂たましいと引き換えに所有者の願いをかなえてくれるんだ。そういう契約になっているんだ。だが、世のなかってのはなかなか契約どおりにはいかない。なかには、願いをかなえておきながら魂をよこさない連中もいる。そういう連中から悪魔の代わりに魂を取り上げるのが、悪魔のミカタの仕事なんだ。……ああ、言いたいことは分かる。どうして人間なのに悪魔の味方をするのかって言うんだろ？　人間の最良の友としては当然の疑問だ。……実はな」ゆっくりと顔を近づけ、ＢＯＳＳのまえでペットボトルに口をつける。「そうすることで、おれの恋人を生き返らせてもらえるんだよ……分かるだろ？」

　ＢＯＳＳはもう一口、キャップをなめた。

　コウはうなずいた。

「そうさ。だれだって大事なのは自分だ。そして恋人だ。恋人の命にくらべれば、知らないやつがどこで何人死しのうが知ったことかって話だ。おれは善人じゃないが偽ぎ善ぜん者でもない。日ひ奈なを生き返らせられるなら、なんだって──」できる、

　そう思っていた。

　信じていた。

　だがそれは幻げん想そうで、現にコウは、前回日ひ奈なを生き返らせられるチャンスがありながらそれをのがしてしまった。真ま嶋じま綾あやという少女、彼女を犠ぎ牲せいにすることさえできれば、いまごろ日奈は生き返っていたはずだった。だがコウにはそれができなかった。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスをのがした。別にあわてていたわけではない（だったらよかった。だが、現にそのときのコウは、たとえば共にいたイハナがその先に起こることを見ないですむようにしてやるぐらいの冷静さを持っていた）。ただ、動けなかった。日ひ奈なを生き返らせる、あるいは真ま嶋じま綾あやを助ける、その両方ともできずにただ受身に固まっていただけだった。選択することさえできず──中ちゆう途と半はん端ぱに、固まって。

「……まったく、部長はすごいよ」ＢＯＳＳを見る。「あのときも、部長に助けられたんだぜ？」

（部長ならきっと、日奈だって助けられたんだろうな。おれじゃなくて、部長なら）

　だが問題は、いつも部長がいるとは限らない、ということだ。次は部長がいないかもしれない。次はイハナかもしれない。サクラかも、ジィ・ニーかもしれないし、再び真嶋先せん輩ぱいかもしれない。その全員かもしれない。だが、彼女たちが何をした？　ただ、コウにかかわったというだけだ。コウにいいように利用され、しかもそれだけで狙ねらわれるのだ。そして今度は部長は間に合わないかもしれなくて──

（前回の事件で分かった）

（おれにはそれを無視できない。無視しようとしてもできない）

「おれに近づくなって話だ」独り言のように言う。「いいか、ＢＯＳＳ。おれは災害なんだよ。触れたものを片かたっ端ばしから巻き上げ壊すハリケーンなんだ。分かるか？　高たか虎とらなんか、ただおれにかかわったというだけで人間じゃなくなってしまった。ボクシングを、魂たましいを賭かけるほどの夢をあきらめざるをえなくなってしまった。分かるか？　つまりはそれがおれなんだ。おれという名の災さい厄やくなんだ」

　もしもこのまま続ければ。

　多分、次に狙ねらわれるのは洋よう平へいだろうな、と思う。

　コウの一番長い友人、言わば（と言っても絶対言わないけれど）親友である葉は切ぎり洋平は、前回事件《グレイテストオリオン》でそのコンプレックスに気づいてしまい、最近情じよう緒ちよ不安定になっている（多分、真嶋綾がコウに告白したことも影えい響きようしているのだろう。本人は認めないだろうが）。もしもコウが敵なら、やっぱり洋平を狙うだろう。戦いにおいて相手の弱点をつくのは、卑ひ怯きようでもなんでもない。まったく当たり前のこと。

　その結果を受け入れる覚かく悟ごがあるのなら、だが。

「……そうだ」コウはうなずいた。「おれには敵がいるんだ。『夕日を連れた男』なんていう、わけの分からない敵が。……畜ちく生しよう。正直、敵の存在ってのは予想外だった」笑う。「そりゃ、おれが甘かったのかもしれないけどさ。でも、普通は考えないだろ？　だって《知恵の実》には、『願いをかなえた所有者は悪あく魔まが現れるまで契約のことを忘れている』ってルールがあるんだ。つまりおれの敵は、本来ならおれが現れるまでおれの存在を知らないはずなんだ。だからこそ、超ちよう常じようの《知恵の実》相手に人間の力で戦えるんだよ。本来ならこの戦いは、向こうが武器を選ぶかわりにこちらが時間と場所を指定する、という、いわば決闘のようなもののはずなんだ。そうやって、フェアに『知恵比べ』をするはずなんだ。なのにこいつはそのルールを破って……うわ、畜ちく生しよう」吹き出す。「うわ、信じらんね。ラブホテルでしょんべんまみれのＴシャツ洗って犬にくだまいてるよおれ。しかも飲み物はウーロン茶。何やってんだおれは。これじゃまんま、落らく伍ご者じゃん。人生の。独り言ってのはその兆ちよう候こうだ」

　ＢＯＳＳを見る。

　独り言じゃあないですよちゃんと聞いていますよと、そのつぶらな瞳が言っていたのでちょっとだけ安心する。

　犬が回りだすまえに急いで視線を移し。

　コウは目のまえの自販機を見た。

　その胴どうに映る自分の顔は、まったくひどいもんだった。この顔のどこに惹ひかれて、みなさんはおれが好きだと言ってくれるのだろう。笑う。おれは日ひ奈なが好きだと、だからおまえらを利用するぞとちゃんとはっきり言っているのに。はじめてそれを言ったのは《インヴィジブルエア》という事件で、そのときコウは犯人に言われた。自分はそれができると思いこみ、たくさんの人に迷めい惑わくをかけた。だからおまえはそうはなるな。覚かく悟ごがないなら、早めに見切りをつけろ、と。同じことを小鳥遊たかなしにも言われた。中ちゆう途と半はん端ぱはよせ、やるべきことをやれ、無理ならやめろ、と。そして何より──

（何より日奈が、本当は、それを望んでいないんだ）

（すべてはおれの、わがままなんだ──）

「いまのおれは中途半端だ」コウはつぶやいた。「多分、昔のおれなら、こんなことで悩んだりはしなかったんだろう。あのころのおれは、世界のすべてが敵だったらしいから。……いつの間に、こんな風ふうになったんだろうな」

　やれると思っていた。

　だがやれなかった。

　ならば、やるべきことはひとつだけ。単純な話。簡単な話。分かりきった話──

「……ああ、忘れる必要はない。ただあきらめればいいだけで……それとも、それも中途半端なのかな」

　コウが見ていた自販機は、タバコの自販機だった。

　ふと、興味を覚え、コインを入れる。二百五十円──一番安いやつ。カタン、という音を聞きつつ、コウはおぼろげに思った。なんでもタバコというやつは、その料金のほとんどが税金らしい。身体からだに悪く税金でむちゃくちゃ割わり高だか。なのに人は狂ったようにそれを求める。それを吸うことでもっとも被害を受けるのは自分ではなく自分の周囲の人間なのに。出てきたタバコを取り出し、もたもたした手つきで包ほう装そう紙しをはずして開ける。一本取り出し、初タバコがラブホテルとはなんともらしいじゃないかと思いつつ、くわえ、そこでようやくライターがないのに気づく。

　コウはＢＯＳＳにたずねた。

「ライター持ってない？」

　ＢＯＳＳは首をかしげた。

「ああ、いいんだ」ＢＯＳＳのよこ、シンクの隣の電気式のコンロを見る。昔むかし映画か何かでそんな場面を見たことがあった。それを真ま似ねして、コウは口ごとコンロにタバコを近づけた。スイッチを入れ、しばらくしてやっと電気コンロはすぐには熱くならない、ということを思い出す。さらによく考えれば、水が出ないのに電気コンロがつくものか。

　タバコをくわえ、コンロに顔を近づけたまま。

　コウは笑った。

　自分の姿を想像し、吹き出す。

「なんなんだろうな、今日のおれは。やることなすことこれだ。何なに言いたいんだテンジョーは。おれは今日、ＢＯＳＳに会った。ビートルに乗った。そしてしょんべんかけられた。これは天の配はい剤ざいか？」

　あらためてタバコを見る。部屋に戻ればライターがあるかもしれない。少なくとも灰皿はあった。だがそこまでして吸いたいわけでもない。どうせけほけほ咳せきこむようなベタな反応をするだけだろうし。

「よし決めた」コウはうん、とうなずいた。「おい、ＢＯＳＳ公こう。おれはタバコをやめるぞ。ああ、禁きん煙えんだ。……なんだその目は。おれみたいな中ちゆう途と半はん端ばなやつにタバコをやめられるものかってか？　いいや、やめる。やめてみせる。見てろよ、こんなタバコなんか……こうだ！」

　チリ箱に、勢いつけて投げ入れる。

「どうだ！」

　ＢＯＳＳは目を輝かせ、めったやたらに尻尾しつぽをふった。

　なぜかチリ箱に飛びこみそうなそぶりを見せる。

　ああ、とコウはうなずいた。

「そうか、犬は『とってこい』が好きだもんな。今度いい枝拾ひろっとくからタバコはやめろ。禁煙中の人間のまえじゃタバコは遠えん慮りよするもんだ」

　ＢＯＳＳは首をかしげた。

「分かってくれたか。じゃあ、そろそろ行くか。──降りられるか？　無理か」

　ゆっくり、そろそろとＢＯＳＳをかかえあげ、流しのうえから床に降ろす。うれしそうにコウの周囲を飛び回る子犬を見つつ、思う。ダックスフントというのはただでさえ足が短く胴どうが長い犬種だ。それが三本足というのは、将来的に大丈夫なのだろうか。いやもちろん大丈夫だろう。三み束つか元もと生なりのそばにいれば。

「……まったくおまえは幸せもんだよ」

　コウは炭たん酸さん飲料とウーロン茶をもう一本買い、ＢＯＳＳと一緒に部屋に戻った。結けつ構こう長い時間話していたと思ったが、アトリはまだ風ふ呂ろ場だった。湯気に曇くもったガラスの向こうでシャワーを使いつつ、鼻はな歌うたを歌っているのが見える。よかった。アトリの興味がこの部屋に発はつ揮きされるまえに寝てしまおう。電気を暗くし、コウは舞台のように明るい風呂場に向かって叫んだ。

「アトリ、おれはもう寝るからな！」

　シャワーが止まり、アトリの声。「ええ？　まだ八時まえですよ？　それにコウにーさん、お風呂は？」

「朝でいい」

「そんな、そのままじゃきちゃないじゃないですか」

「ああそうだな」うなずく。「だから、今日はくっついてくるなよ」

「ああそういうことですか！」ぶつぶつつぶやく声。「まったくコウにーさんったら、なんてイケズなんでしょう。まったく。せっかくのお泊まりなのに」ぶつぶつぶつ。「ラブホテルをなんだと思っているのでしょう」ぶつぶつぶつ。「まさにニーサンバケシチというやつです」ぶつぶつぶつぶつ……

　再び聞こえ出すシャワー音。

　なんだそりゃ。どこでそんな言葉を覚えるんだろうまったく。頭を振りつつ、コウはダブルベッドに横たわった。寝ね転ころんで風呂場を見、曇ったガラスにため息をつく。たとえガラスが曇っていてもアトリがいるのはよく分かる。天井を見上げ、そこが鏡かがみ張ばりになっているのを確認し、あらためて自分がいまラブホテルにいることを実感する。頭のうえ、この壁の向こうでは、今ごろ部長たちがよろしくやっているのだろう。コウは寝ね返がえりを打ち、風呂場のほうに背中を向けた。丸まるようになり、ベッドのしたの子犬に気づく。いつのまに？　こちらもぐるりと丸まって、すでに眠っているようだ。

「疲れたか？」小声でささやき、コウは口の端はしを持ち上げた。「だいたいおまえ、はしゃぎすぎなんだ。疲れるわそりゃ」

　さらに反転、うつぶせになり、枕まくらに鼻をうずめる。確かに、八時前に就しゆう寝しんするのはきついかも。もっとも部長は、そして美み樹きさんも、そんなの気にしていないのだろうが。シャワーの音がとまった。アトリがもうすぐ出てくるだろう。枕に強く顔を押しつけ、コウはふと、ジィ・ニーのことを思い出した。ちなみに彼女はコウが知るなかで一番胸むねが大きかった（日ひ奈なを除けば、だが。日奈はどうだったんだろう）。最近会っていないけど、何しているんだろう。そういえばあの事件からこっち、イハナとも電話でしか話していないなぁ。前までは、週一で呼び出されていたものだが。まぁ、理由は想像つくけれど。いまごろ何しているのかな。真ま嶋じま先せん輩ぱいは……

　よこになっているうちに、コウは予想外に眠ねむ気けが襲おそってくるのを感じた。

　よかった。どうも、思っていた以上に疲れていたらしい。無理もない。今日は（精神的にも）いろんなことがあったし、最近はあまり眠れてなかったし。急速に眠りに落ちつつ、コウはイハナのことを思った。真ま嶋じま綾あやについて思った。サクラは、ジィ・ニーは、いまごろ何しているんだろう、そんなこと、思いつつ──




　ラブホテルの夜は更ふけて、いった。







その日の夜







　　　１．舞原家にて




　舞まい原ばる邸のとある一室。

　いいにおいのするとってもきれいなプロの手に顔をぷにぷにされつつ、真嶋綾ははぁ、とため息をついた。

　気持ちいいなぁこれ！　とだれにともなく怒ったようにつぶやくと、かたわらのベッドにうつぶせになってよこたわっている舞原イハナの様よう子すをうかがう。

　はだけられた白い背中が眼めにまぶしい。

「……なんです？」イハナがたずねた。

「……いや」見とれていた自分に気づき、綾はあわてて視線をそらした。

　たずねる。「……ねぇ、イハナって、いっつもこんなことやってもらっているわけ？」

「いつも、というわけではありません。月に四回ぐらいでしょうか」

　それはいつも、と言ってもさしつかえない頻ひん度どではないだろうか、という綾あやの顔色を読んだかのように首を振る。

「勘かん違ちがいしないでください。私にとってエステというのは、美び容ようではなく精神を休めるための手段なのです」

「ううん……それは分かるなぁ」綾はため息をついた。「確かに、ん、ストレスもほぐれていくような……」

　もっとも、まったく無表情に、まるでお灸きゆうでもしているような雰ふん囲い気きでボディマッサージを受けているイハナを見ると（実際、たまに歯を食いしばっているような気さえする。そこまでしても感情を出したくないのか。それとも綾がいるから恥ずかしいのか）、本当に休養になっているのかどうか疑わしくなる。このイハナという少女は、まるで生きていることを忘れているのではないか、と思わせるぐらいにいつも表情を変えない。そのために、常に周囲にまるで感情がないかのような冷たい印象を与える。あるいは、日ひ炉ろ理り坂ざかを統すべる舞まい原ばる家の当とう主しゆとしては感情を隠かくし冷血に振る舞うことが必要なのかもしれない。だがそれは、やはりストレスに（それもすさまじいストレスに）なるのだろう。そして、その解かい消しよう方法をイハナはエステしか知らないのだろう（いかにもイハナには趣味がなさそうだし）。

　とはいえ……

「やっぱり、これは」眼めをつむってやさしい手の感かん触しよくを楽しみつつ、綾は思わずつぶやいた。

「王おう侯こう貴族の楽しみだぁな」

「ですから、私のは楽しみではなく」

「そんなことありませんよぉ」やけに間ま延のびした口く調ちようで、褐かつ色しよくの肌はだを持つエステティシャンのヤスミンさんが口をはさんだ。「大ゆ城め跡あとにお店ありますから、普通に来てくださいな。お嬢じようさまのお友だちなら大だい歓迎です」はい、身体からだのほうに移りましょうかぁ、と手をすりあわせる。

「のどは渇かわきませんかぁ？」

「そう言えば、少し……」

　水差しから水を汲くみつつ、ヤスミンは綾に言った。

「本当に、いつでも来てください。綾さんの肌、いい肌です。とても元気、そういうのを指に覚えさせる、これ大事。インターンにもぜひ触らせたい」

「元気、かぁ」視線が自然とイハナに向かう。

　綾のイハナへの視線に気づき、ヤスミンはえっへん、と胸を張った。「お嬢さまとくらべちゃだめですね。お嬢さまは特別。何しろこのヤスミンが、長年かけてトリートメントしてきたですからぁ」

　だろうな、と『かすかに花のにおいつき心なしか味のある水』に唇くちびるを潤うるおしつつ、綾は思った。美び容ようだろうが休養だろうが、長年かけてりゃそりゃあきれいにもなるさ。イハナの肌は、同性の綾から見てもドキッとするほどみずみずしくも美しい。透き通るような白しら魚うおの肌、とはこういうのを言うのだろうな、とか羨せん望ぼうとともに、思う。

「ね、イハナ……ちょっと触っていい？」

「だめです」にべもない。「……あ、だめとは否定の謂いいです。実力行こう使しとは。おのれ」

「……ああ」すりすり。「……とても、同じモノとは思えない……」

「そうですよぉ。同じものじゃないですよぉ」ヤスミンは微笑ほほえんだ。「お二人の肌はだ、質、違う。綾あやさんには綾さんの肌のよさがあります」

　その言葉にうそはない。

　スポーツで鍛きたえていただけあって、綾の肌は元気がいい。新しん陳ちん代たい謝しやが活発で、荒あら療りよう治じも可能でしかも劇的に変化をうかがえるすばらしい肌だ。だが、ヤスミンは正直ある点で失望も感じていた。真ま嶋じま綾の身に去年の冬におきた事件について、ヤスミンも聞いていた。だから今日はその肌に触れられることを楽しみにしていた。だがいざ触れてみると、この綾という少女の肌は、元気はいいが調和を知らない、しとやかさや繊せん細さいさよりも反発の強いいまだ『子供』の肌だった。もちろん、そうした肌が悪いとは言わない。が、正直、そうした肌はヤスミンには物足りない。手ごたえも、手の加え甲が裴いもない。

　とにかく。

（……この子、何か思い違いをしているんじゃないのかな）

（スポーツばっかりで、正しい知識がなかったとかで）

　トリートメントの用意をしつつ、ヤスミンは一瞬たずねてみようか迷った。不幸な勘かん違ちがいをしているのなら、早めに正したほうがこの少女のためだろうと思ったのだ。が、話が話だけに気軽に聞くのもためらわれる。だいたい、もしかしたらヤスミンの勘違いかもしれないし、いまだ日本語に自信がないから誤ご解かいなく訊きけるか分からないし、それに──

（気のせいかもしれないけれど、）

（この肌は、どこかが違う。今までたくさんの人間、白、黒、黄色……さまざまな肌に触れてきたが、そのだれともどこかが違う……）

　……プロのエステティシャンなら口ではなく手で語るべきだろう。

「とにかく」綾をベッドにうつぶせによこたわらせ、ヤスミンは言った。「本当に、いつでも来てくださいねぇ。歓迎しますからぁ」

「えー、そんなこと言われると、本当にいっちゃいますよ？　これでも女だし」

「どうぞどうぞぉ」

「……だって」綾はイハナを見た。「かまわない？」

「私は別にかまいません」

「……気にならないの？　あたしが美人になっても」冗じよう談だんぽく、でも結けつ構こう本気で言う。「一いち応おうあたし、あなたの……えと、その、恋こい敵がたき？　のつもりなんだけど。……それともぜんぜん眼中ないかな？」

「……なぜです？」

「……だって、『真ま嶋じまの森』のこととか、……このエステとかも、なんかいろいろしてもらっちゃって……」

「……『真嶋の森』について言えば」イハナは無表情に言った。「はっきり言えば、あなたは『ポリッシュアップルズ』の最大の弱点です」

「うわお」

「ですから、その補強は当然であり、そして『真嶋の森』というあなたの……特とく技ぎは、今後の私たちにとって使える武器となる。それだけです。エステについて言えば、私があなたと話せる時間は今日はここしかなかった、というだけのこと」

「……」

「……ただ、恋こい敵がたき、ということに関して言えば」いったん口を閉ざし、うつぶせのまま綾あやを見る。「……先日、あなたはコウに告白しました」

「うん」

「それは、ふられるためではなかったのですか？」

「うわ」綾は頭をかいた。「はっきり言うなぁ」

「違うのですか？」

「……正直、そのつもりもあったんだけどさ」綾はぼそぼそと言った。「でも、やっぱりそれって違う気もするから。コウが好きな人が死人である限り、あたしはあきらめない。あたしなりに、やれるところまでいく。相手があなたでも」はっきりと、その言葉を口にする。「もう、逃げない」

　イハナはうなずいた。

　しばしの沈ちん黙もくののち、言う。「……先せん日じつ渡した資料には、眼めを通しましたか？」

「……うん」仮か説せつ『キングダム』の資料。

「それでも気持ちは変わりませんか？」

「うん」即そく答とう。

「……ならば、何も問題はありません」イハナはこともなげに言った。「エステにでもどこにでも行って、きれいにでもなんにでもなってください。私はとくにかまいません」

「……うわ、すごい自信だ」

「……かまわない、というだけです」

「……言葉の意味は分からないけど、とにかくすごい自信だ。まさに王おう侯こう貴族だ」

　沈黙。

　しばらくして。

　イハナは身体からだを起こした。

　タオルで胸を隠かくしつつ、かたわらの水差しから水を取り、のどを潤うるおす。そして言う。

「……綾あや」

「え？」

「私と、冬ふゆ月つき日ひ奈なは友だちでした。コウが冬月を知るまえから、私は冬月を知っていた」

「うん。聞いた」

「そして冬月がコウを知るまえから、私はコウを知っていました。……冬月がコウを好きになるずっと以前から、私はコウが好きだったのです」顔をそむける。その口もとが、かすかにゆがむ。「昔は……本当に、私とコウは仲がよかったのです」

「……」

「……その、とても。本当に」

「そう」

「……その、つまり、……普通の子供のように、ままごとやなんかも……そのほかのことも、しましたし」イハナは急いで言った。「……初めての、キスも、しました。まねしか知らないころの、幼いまねごとでしたが」

「……」

　イハナの口もとが、ゆがむ。「……情なさけない話です。コウは何も覚えていない──一いつ方ぼう通行の思い出を、いまだに後ご生しよう大事に抱かかえている。それをよすがにしている──われながら、みっともない」

「……そんなことは」

「ですが」口を開いた綾を制し、言葉を続けるイハナ。「……コウの妹の身におきた事件が、私たちの間に溝みぞをつくりました」

「……」

「当時、よそ者であるコウの父親と日ひ炉ろ理り坂ざかの間には、ある種の緊きん張ちようがあったのです。子供の私たちには関係ないことでしたが。だからコウの妹が失しつ踪そうしたとき、まず舞まい原ばる家が疑われた」

「……ええ？」

「だれもが──私ですら、舞原家がコウの父親への見せしめのために行ったのだと思ったのです」イハナはうなずいた。「そのために、警察の初しよ動どう捜そう査さは大幅に遅れました。状況の不ふ可か解かいさが、ますます舞原家がやった、という印象を強めました。そのほうが、宇宙人がやってきた、などという話よりはるかに自然でしたから」

「……」

「いまの私ははっきり言えます。あの事件に舞原家はかかわっていないと。ですが当時の、舞原家のことなどぜんぜん把は握あくしていなかった私は……」淡たん々たんと、言葉をつむぐ。「私は、もうコウに会えなかった。怖かった。もう会えないと思った。……少なくとも、舞原家の仕し業わざではないことが判明するまでは。

　だから私はコウから離れ、舞原家の掌しよう握あくに全力を注そそぎました。

　そして、それを手伝ってくれたのが当時のスタッフのトップの娘、冬ふゆ月つきだったのです」

「……」

「ある意味、私が冬月とコウを引き合わせたのでしょうね」イハナの目が遠くを見つめる。「私はコウの妹の行方ゆくえ不明事件、その解決に躍やつ起きになった──そのために、冬月もその事件に興味を持ってしまった。彼女は当時から、探たん偵ていのまねが好きでしたから」

「冬月さんは、……その、イハナの気持ちは？」綾あやの問いに、

　ゆっくりと、口の端はしが持ち上がる。

「私は……当時から、自分の気持ちを隠かくすのがうまかったのですよ」

「……」

「……事件後しばらく、コウは荒れていて、だから冬月も、近づいてまで事件を調べようとはしませんでした。学校も違いましたし、舞まい原ばる家のことでも忙いそがしかったですし。しばらくは事件も、コウのことも忘れていたようです。

　しかし中学に上がり、……二人は出会い、冬月は再び堂どう島じまコウに興味を持ち始めました。私には、それをとめることはできませんでした。もしかしたら、とも思ったのです。冬月なら、事件の真相を解いてくれるのではないか、と。しかし、……ある事件が、コウと冬月を直接出会わせ、気がついてみると、

　冬月は、コウを好きになっていました。

　私は告白されたのです。冬ふゆ月つきに。堂どう島じまコウのことが好きだと」
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「……それは……」つらかったでしょう、という言葉を寸すん前ぜんで飲み込む。そんなことを言うやつも、言われることもいやだったから。

　イハナは続けた。

「……それでも、私はしばらく希望を持っていました。冬月が好きになったからといって、コウがそれに応こたえるとは限らないと。……ですが、それも間違いでした。私はすべてに出遅れました。気がつくと、コウのほうが冬月を。そして──」口をつぐみ、顔をそむける。

　綾あやはだまって待っていた。

　ひとしきりの沈ちん黙もくののち、イハナは顔を上げた。

　その顔に無表情を浮かべ、言う。

「私はね、綾。友だちでありながら、冬月が怖かったのです。同じく権力者の娘でも、彼女はそれを必要としていなかった。私から権力を取ればもはや何も残りません。しかし冬月は違った。本当の意味で、冬月は強い人だった。私はどうしても、冬月には勝てなかった。勝てる気がしなかった。だから、冬月に、コウから告白されたことを聞かされたとき──

　逃げたのです」

「……逃げた？」

「ええ」イハナはうなずいた。「私は戦うことをせず、逃げました。冬月から。自分の気持ちから。負けてすべてを失うよりも、戦わないことで冬月と一緒にいたかった。冬月の友だちとしてでいいから、コウのそばにいたかった。だから私は逃げたのです。自分の気持ちを押し隠かくし、殺して──分かりますか？」その口もとが斜めをつくる。「舞まい原ばる家の次期継けい承しよう者しやが、逃げたのです。戦うこともしないまま」

「……イハナ」

「……そのときは、それが最善の選択だと思いました」イハナは無表情に、言った。「……ですが、……私のプライドは、思った以上に高かったようです。舞原家の総そう帥すいでありながら、戦うことをせず、逃げた──この屈くつ辱じよくは、いまだ胸から離れない。記き憶おくから消えない──いいえ、おそらく死ぬまで、私は逃げた自分が許せないでしょう」

　綾を見る。見つめてくる、無表情な瞳──

　イハナは言った。

「……だから私は、冬月日ひ奈なを生き返らせたい」

「……」

「生き返らせて、今度は逃げずに対決したい。フェアな勝負にならなくても、あるいはぜんぜん勝ち目がないとしても、私は逃げずに冬月日奈と戦いたい。そうしてはじめて、私は自分を許せる。だから冬月日奈の復活は、決してコウのためではない……私自身の、願い」

　自分自身の、戦い──

　口を閉じたイハナを、ほとんど十年近くもこの冷たい表情の奥でコウのことを想っていた少女を、綾あやは見つめた。見つめつつ、思う。届かぬ想い、かなわぬ努力。悪あく魔まはいる。存在する。だが神は？　どこにいる？

　水差しから水を取り、再びのどをうるおしたのち。

「だから、綾」イハナはゆっくりと、言った。

「私は……本当に、あなたがコウに告白したことを、喜ばしく思っているのです。

　あなたが戦う気になったことを」

　綾が答えようとした瞬間。

　舞まい原ばる家中じゆうに警報が、鳴り響ひびいた。




　　　２．そして事件は始まる




「どういうことですか？」

　モニタリングルームで監かん視しカメラに録画された映像を見つつ、イハナはたずねた。といってもたいした映像が映っていたわけではない。複数のカメラが同時につぶされたのを確認できただけ。

「……見てのとおりです」ホミン──今夜の舞原邸の警けい備び責任者──はうなだれた。「何者かが侵入し、姿を見せることなく同時にカメラをつぶした。レンズにふきかけられていたのは単なる染せん料りようでしたが──」イハナの姿に顔を真っ赤に眼めをそらす。ちなみにイハナは素す肌はだにバスローブだけという格かつ好こう。

「現在判はん明めいしていることは？」

「何者かが侵入し、《グレイテストオリオン》を収しゆう納のうしてある保管室に押し入り、《グレイテストオリオン》を取り出して──盗まずに逃亡した、ようです」ますますうなだれるホミン。「目的はもちろん、侵入経けい路ろ、退たい出しゆつ経路ともに、分かりません。現在ホナミがわずかな気配を頼りに捜そう索さくしてますが──」

「入るよ」ドアが開き。

「終わったよ」こちらもイハナと同じ格好をした綾が部屋に入ってくる。「《グレイテストオリオン》、言われたところに移してきた」

「何か異常は？」イハナは訊きいた。

「……分からない」綾は首を振った。「あたしにとって、あれはもうただの腕うで輪わだから」

「そうですね。でも」イハナは再び画面を見た。「他の人間にはそうではない」

《グレイテストオリオン》。

　シリアルナンバー〇〇九の一ひと桁けたナンバー、所有者の肉体を望むがままに自在に変化、変質させる《知恵の実》──だがおそるべきはその能力ではない。

　イハナは唇くちびるを嚙かみ締めた。

　悪あく魔まの協力者アトリによれば、《知恵の実》は桁けたが少なくなるほどすさまじいパワーを持つという。イハナはそれを、単純に能力的なものだと思っていた。だが違った。先日それを思い知った。《知恵の実》の、能力自じ体たいに軽けい重じゆうはないのだ。ただ、さまざまな願いに応じさまざまな種類があるというだけで、能力自体はくらべようもない。

《知恵の実》の力は単純に、どれだけの願いをかなえられるかで決まるのだ。

　たとえばイハナは《パーフェクトワールド》という世界を閉じる能力を持つ《知恵の実》を保管しているが、ものを透明にしたい、と思う人間にとってはどれほどすごい能力だろうと《パーフェクトワールド》は役に立たない。だが《グレイテストオリオン》なら、（そのイメージが可能なら）ものを透明にする能力を持つ肉体を作り出すことでその願いをかなえられる。

《知恵の実》のパワーとは、つまりはそういうことなのだ。

　そして一ひと桁けたナンバーの《知恵の実》は、何らかの形でほとんどすべての願いをかなえることができるのだろう。

　だからこその一桁ナンバー。

　そしてそれは。

　大たい抵ていの人間と契約できる、ということを意味する。

　つい先日、ＭＳ72──『聆れい』という名の使ラ用イ人ンが《グレイテストオリオン》にとりつかれ、舞まい原ばる家内に事件を起こした。『自分よりも偉大なものの血けつ肉にくになりたい』という屈くつ折せつした願いを持っていた彼女は、《グレイテストオリオン》を使ってイハナの姉にして舞原家のもうひとりの当とう主しゆ、舞原咲さ杳くらを怪物に変えようとたくらんだ（ちなみに聆は春にも咲杳に耳を食いちぎられる、という事件を起こしていたが、それも咲杳自じ身しんの意志ではなかった。聆が咲杳の不ふ機き嫌げんさと純じゆん真しんさを利用して、そうなるよう誘ゆう導どうしたのである。自分の願いのために）。その事件自体は運良く居合わせた朝あさ比ひ奈な菜な々な那なという少女のおかげで事なきを得たが──

《知恵の実》は、それがかなえられる願いを人の心から呼び覚ます。

　それが一桁ナンバーともなれば、ほとんどの人間がその契約者となりうる。今の段階で安心してさわれるのは前回事件で《グレイテストオリオン》の誘ゆう惑わくを打ち破った真ま嶋じま綾あやだけだったが、彼女はそれをさわることはできても他人から守るだけの戦せん闘とう能力がない。だからこそ《グレイテストオリオン》は、こうして他の《知恵の実》とは別にされ一室で厳げん重じゆうに保管されていたのだが──

「……また、内部の犯行なの？」綾がたずねた。

「……分かりません」イハナは答えた。「《グレイテストオリオン》の保管場所を知っているのは内部の、限られた人間だけです。ですからその可能性は高いですが……今回は、外部の敵の可能性もあります」

「……え？」

「実はこの部屋は、聆が《グレイテストオリオン》を使用した部屋なのです」

「……ええ？」

「アトリはマニュアルを使うことで《知恵の実》の使用状況を確認し、使用された場所をある程度特とく定ていすることができます。そして、アトリができるなら、敵──『夕日を連れた男』もそれが可能かもしれません。《グレイテストオリオン》はすさまじい能力を持つ知恵の実です。敵が回収しにくる可能性は高い──だから私は、あえてここに《グレイテストオリオン》を設置し、罠わなを仕掛けました」

「……なるほど」

「罠は致ち命めいにいたるものです。それを知っている内部の者が、それでも押しこんでくるとは思えませんが……しかし」ホミンを見る。

　ホミンは首を振った。「罠はどれも作動していません。……ですが、壊こわれているわけでもありません。……お嬢じようさま、正直、カメラがつぶされてなければ、私はケースが自然に壊れたのだと思ったでしょう」

「……」

「だいたい、不可能なんです。罠を作動させずにこの部屋を出入りする、なんてのはもちろん、姿を見せずに複ふく数すうのカメラを同時につぶす、なんて。物理的に不可能です！　それをさせないために複数配置してあるんですから」

「……ですが現に、起きている」

「ですから」ホミンはおずおずと、言った。「これには……『超ちよう物理的』な力が、働いているのではないか、と……」

　そうだ、とイハナは思った。

『夕日を連れた男』は、複数の《知恵の実》を持っている。それは間違いない。『夕日を連れた男』なら、何らかの《知恵の実》の力でここに侵入してくることも可能だろう。だが、ならなぜ《グレイテストオリオン》を置いていく？　盗とる気がなかったのなら、なぜ侵入した？　目的は？　これが他の人間なら、寸すん前ぜんで《グレイテストオリオン》が怖くなった、ということもあるかもしれないが、『夕日を連れた男』に限ってそれはない。もともと《グレイテストオリオン》は、『夕日を連れた男』が保管していたものなのだから。

　これは──

「失礼しやす」ドアの向こうから声が聞こえた。

「ええ」イハナの声を聞くや否いなや、扉とびらが開き、大きな人ひと影かげが入ってくる。

「……高たか虎とらくん？」綾あやが声を上げた。

「……先せん輩ぱい？　わっいやっそのっ」

　聞き知った声に高虎穂ほ波なみ──通つう称しようホナミン──は見るからに狼ろう狽ばいし、その大きな図ずう体たいを縮ちぢこまらせた。スタッフでもっとも新しん米まいの高虎の大きな図体は、人の服こそ着ていたが人の姿をしていなかった。獣けものの顔、そして露ろ出しゆつ箇所すべてが剛ごう毛もうにおおわれたその姿はまさに狼おおかみ男おとこ。着ぐるみではない、本物の血けつ肉にくをそなえている、という点で、それはある意い味み高たか虎とらの正体だった（もっともその能力はある種の『たが』にはめられているため、本ほん来らい持っていた力の十分の一近くまで落ちているが）。もちろん、人間の姿をとるのも可能。綾あやの視線に高虎は一瞬形態変化メタモルフオゼスをしかけたが、狼おおかみ姿すがたを見られた以上元もとに戻るほうが恥ずかしい、と踏んだのだろう、結局そのままイハナのまえに進んだ。高虎の後ろからさらに入室してきたのはスタッフ最年少だが新しん米まいではなくなったラルナルガル・スタン。驚きよう異い的な情報処しよ理り能力を持つ彼女は、九歳さいという若さにして未来の舞まい原ぼる家の広報室長候こう補ほ（ちなみに現在はメイド頭がしらのみんが兼けん任にんしている）であり、さらに高虎の直ちよく属ぞくの上じよう司しでもある。その配置には、高虎の保護欲よくに訴え闘とう争そう本能を刺し激げきしないようにするため──何しろ来て早々スタッフのトップにけんかを売った男である──そして未来の広報室長にいまから右腕うでを育てさせるため、というねらいがあったが、その判断は見事に当たり、イハナの見る限り二人はなかなかいいコンビになっているようだ。

「どうだ？　なにか──」ホミンがたずねた。

「だめだ」ホナミン（もっともそう呼ばれると本人は激しく怒る。が、たいていの場合そう呼ぶのは女の子なので怒るに怒れずストレスがたまる）はくやしそうに答えた。「畜ちく生しよう、影も形もありゃしねぇ」横よこ目めに綾を見、すぐ目をそらす。バスローブ姿が気になるらしい。ちらちら見ている。露ろ出しゆつ度は決して高くないのだが。

　イハナは高虎を見つめ、言った。

「なにか、手がかりのようなものはありませんか？　あなたの超ちよう感覚で──」

「ないっつってんだろ。あたっ！」後ろからラルナルガルに蹴けられ、言い直す。「……ありません。たっ！」またも蹴られ、恨うらめしそうにラルナルガルを見る。チラッと一瞬綾あやを見たあと、高虎はしぶしぶと、言った。

「……ただ」

「……ただ？」

「においはあるんだ」再び綾を見、視線を戻し（どうでもいいがイハナのバスローブ姿にはなんの感かん慨がいもないらしい）、言う。「……この姿のおれは、嗅きゆう覚かくだって犬なみだ。だから、においが追える。あの部屋にも、廊下にも、まるで長くいたみたいに濃のう密みつなにおいが残っていた。だから追いかけたんだ。なのに……」

「なのに？」

「その姿を見られなかった」高虎は息を吐いた。「なんていうか、その角の先にいるのが分かるのに、そこにいくともういないんだ。部屋を横切って逃げたらしいにおいの痕こん跡せきはあるのに、敵の姿がちらりとも見えないんだよ」

「おまえより、はるか先に逃げているってこったろ？」ホミンの言葉に、

「そうじゃないんだ」もどかしそうに狼おおかみ頭あたまで首を振る。「気配はあるんだ。なのに、次の瞬間にはいつのまにか目のまえを横切っていて、なのにその姿がおれにはぜんぜん見えないんだ！」

「眼めにも止まらない速さで動いているってこと？」綾あやの質問に、

「そんなはずはありません！」高たか虎とらは勢いこんで訴えた。「この姿のおれは猛もうスピードで動けるし、ハチドリの羽ばたきだってコマ送りで見ることができるんです！　どんなにすばやく動いたって、おれの目に残ざん像ぞうさえ残さない、なんてこと──」

「瞬しゆん間かん移動──あるいは、透明になって移動していたような感じですか？」イハナがたずねた。

　高虎はため息をついた。

「……分かんねぇ。……においは連続してて、それも空気にこそぎ落とされたんじゃないかってぐらい濃いんだが、気配はあっという間に消えるんだ」

「……」

「でも、まぁ、においが残っていたから、どこから入りどこから逃げたかは分かった」

　イハナはうなずいた。「お手て柄がらです。ご苦労さまでした」

「……いえ。……なに？」ラルナルガルにつつかれ、高虎は視線をしたに移した。

　ラルナルガルの仕し草ぐさに気づき、あああ、と首を振る。「……いや、いいよ。いいスよ。いいってば」

　しかしラルナルガルは首を振り、ん、と手を伸ばした。高虎は綾の視線を気にしていたが、ん、ん、と手を伸ばし続けているラルナルガルの姿についに観かん念ねんし、お辞じ儀ぎするように頭を下げた。ラルナルガルはよしよしとその毛皮をなでてやると、そのまま押さえ、ポケットから飴あめ玉だま（商品名・お梅うめさん）を取り出すと包ほう装そう紙しを剝むき、高虎の狼おおかみの口に押しこんだ。ついで自分もひとつ口に入れ、すっぱそうな顔をしている──その姿に、イハナは胸きよう中ちゆうため息をついた。確かに、ラルナルガルにはアメとムチをうまく使え、と指示をした。だがそれは、そんな直接的な意味ではなかった。

「……ではホミン。あとはよろしくお願いします」

「はい」

「じゃ、またね」高虎に微笑ほほえみかける綾。「……よかった。元気でやってるみたいで」

「それがおれのとりえですから」

「……でも、あんまり……」

「分かってます。変身するのは控ひかえます」飴玉をヴァリヴァリ嚙かみ砕くだきつつ、うなずく。「何しろ先せん輩ぱいのおかげで人間に戻れたんだ。大事にします」

「……じゃあ」

　イハナと綾は部屋を出た。

　後ろから高虎の、「きれいだったなぁ……」というため息のような声が聞こえたのでイハナは再び胸のうちにため息をついた。高虎が言っているのがだれのことかは言うまでもない。高虎に、洋よう平へいに、……そしておそらく認めないだろうが小鳥遊たかなしも、綾に好意を抱いている。そして何より真ま嶋じま綾あやは、コウの恋人冬ふゆ月つき日ひ奈なにそっくり──いわばコウの好みにぴったり。もちろん、それが同時にネックでもあることは分かってはいるのだが……

（……私に、せめて綾の半分でも色気があれば）

「ね」綾がいきなりふりむいたが、イハナは驚いて飛び上がったりしなかった。落ち着き払い、ゆっくり視線をそらしてこう言っただけだった。「……なんですか？」

「……コウを、呼ぶ？」

　しばらく考えたのち、イハナは首を振った。「……いえ。いまはまだ……メールで注意を喚かん起きするにとどめておきましょう」

「……でも……」

「コウはいま、悩んでいます。悪あく魔まのミカタを続けるか否いなか……気づいているでしょう？」

「……うん」

「ならばしばらくは、静かに考えさせましょう」綾を見る。「アクセラ──部下から連絡がありました。コウは現在、部長と一緒にいます」

「三み束つか元もと生なりと？」

「彼と一緒なら、きっと迷いから抜け出せるでしょう。……それまでは、そっとしておきましょう」

　うん、と綾は素直にうなずいた。そんな綾に、イハナは少しくうらやましさを覚えた。綾はきっと、コウが悪魔のミカタを続けようが続けまいがどちらでもいいのだろう。いや、むしろやめてほしいと思っているかもしれない。

　だがイハナは──

（……そうだ。私は怖い。怖いのだ。コウに会うのが）

　もう、戻れない。

（もしコウが、悪魔のミカタをやめてしまったら）

　コウとのキスを知ってしまった。コウの腕の温かさを、そのまなざしの優しさを知ってしまった。私はもう、戻れない。いまさらやめると言われたら──

（私は、きっと──）

　──じっ、と値ね踏ぶみするかのようにこちらを見つめている綾の視線に気づき。

「ちなみに、……綾」イハナは言った。「エステの効果がベストになるのは、……個人差もありますが、二日後以い降こうです」

「ええ？」眼めを丸くする。ほおをさわり、「こんなにすべすべなのに？　て言うか明日じゃないの？」

　まるで天気予報でもしているかのように、イハナは言った。

「明日はべとべとするでしょう」

「そ、そうなの？」

「詳しいことはヤスミンに聞いてください。とにかく、今日刺し激げきを受けたことにより明日は代たい謝しやが活発化してべとべとになるのだそうです」

「へぇ……」

「ですから」無表情に──冗じよう句くなのだから冗じよう談だんぽく言えればいいのだが、イハナにはそれができない──言う。「……コウを呼ぶのはベストのころにしましょうか。せっかくですし」

「……そうだね」綾あやは笑った。

　イハナもわずかに、口の端はしを持ち上げた。かすかに、綾への羨せん望ぼうを感じつつ。冬ふゆ月つき日ひ奈なへの敗北感は、時に、真ま嶋じま綾への敗北感へと移行する。十六年の人生で、イハナは知った。何かに敗北するということは、ただそれに負けるということだけではない。次に勝つまで負け続けるということだ。コウは分かっているのだろうか。もしここでやめてしまったら、一いつ生しよう後こう悔かいし続ける、ということを。日奈に対するイハナのように、一生敗北を感じ続けることになるということを。もっとも、それが分かっていようがいまいがコウには関係ないだろう。それが最善だと思えるならばそれができる。そのためにどんな苦しみを背負うことになっても──それがイハナの知る、そして大好きな、コウという名の少年だから。

　二人は部屋に戻った。ヤスミンを待たせていた。プロのエステティシャンは、仕事を途中で放り出すのが大だい嫌きらいだった。







[image: ドッグデイズの二日目]







　　　１．堂島コウ、出陣する




　ラジオではゆきおりえという新人歌手──日ひ炉ろ理り坂ざか出身といううわさがまことしやかに流れており、おかげで日炉理坂で大ブレイク中──が、夏にクーラーをがんがん効かせて布ふ団とんをかぶり裸はだかで眠ることの気持ちよさを歌っていた。正しくは、裸で眠ることにたとえて一日のうち数時間でも世のしがらみから抜け出し自分を再さい確認することの大切さを謳っていた。確認しよう、自分が守るべきものを。自分が守るべきものの持つすばらしさを。自分の核かくを、ときにそれを確認し、抱きしめよう。でなければ人は歌えない──このゆきおりえ（ゆき・おりえでもゆきお・りえでもない）というシンガーソングライターは、コウと同年代でありながら愛だの恋だの女の子の気持ちだのは歌わない。少なくともいまのところは。旧式のおんぼろビートルのあまり効かないクーラーのなか、四人プラス一いつ匹ぴきは汗ばむ程度の暑さと揺れと歌声のあるけだるい午後を楽しんでいた。だれも口を開かないのは、すやすや眠っているＢＯＳＳとアトリの寝ね息いきを数えていたかったからかもしれない。もっともコウは、時おりひざのうえにあるアトリの頭をなでつつも今け朝さ見たイハナのメールを気にしていた。そして後方を気にしていた。コウはいまや確信していた。三台後ろのあのリムジンは、このビートルに惚ほれている。でなければラブホテルからこっち、ずっとついてくるはずがない。さらに言えば黒くろ塗ぬりのリムジンは、一台ではなく三台だった。そしてコウは、その後ろに控ひかえる大きなトレーラーも同じ一いち味みだろうと思っていた。計四台。このビートルを取り囲むにはじゅうぶんな台数。しかもあのトレーラーは、こんなビートルなんか三台積つんでもびくともしないぐらいでかい。いかな『ザ・ビートル』とはいえ囲まれたらもう拉ら致ちられるっきゃないだろう。白昼堂どう堂どうそこまでするかどうかはひとえにこのおんぼろ『ザ・ビートル』の魅み力りよくにかかっている。あるいはそれが乗せているものに。

（契約完了魔ま力りよくは感かん知ちされていないようだが……高たか虎とらの例もある）コウは思った。（あれが次の敵なら──悪あく魔まの力を欲しがるやつなら、他人の眼めなんか気にしないだろうな）

（……当然、無関係の人間を巻きこむことも）

　車三台とトレーラーから察するに、今度の敵はいくらか組織的な力を持っているらしい。当然巻きこまれる規模も大きくなる──コウは携帯を取り、メモリボタンを押しかけた。

　が、思いとどまった。

「どうした？　電話か？」ＢＯＳＳをなでつつ部長が訊きいた。

「……いや。それより、これからどこへ？」

「山を越える」

　質問の答えとしては不適当だがコウのニーズには答えているからこの部長という男は計り知れない。頭を振り、コウは思し考こうにふけった。人ひと目めの少ない山道。か弱きカブトムシを襲おそうには絶ぜつ好こうの場所。そこに入るまえにどうにかしなければ。ラジオに耳をかたむける。歌声は語る。シーツの感かん触しよく。干した布ふ団とんの日光のにおい。寝ね坊ぼうできる朝の喜び／布団に沈む夜の喜び。自分に合った枕まくらを探し、大だい好すきな色のカーテンで部屋を彩いろどろう。どれほどちっぽけだとしても、自分で作り、育てる世界。声と歌を楽しみつつ、コウは待った。

　信号が変わったばかりが理想的。

　何度目かの交差点で、

　ようやく赤信号に出会う。

　黄色から赤へと変わったばかりなので、すぐには青にはならないだろう。

　コウは美み樹きと部長に言った。

「すいません。ここで降ります」

「え？」と美樹。

「そうか」と部長。

「ちょっと『私用』で。あとで連絡しますから」

　起こさぬよう注意してアトリの頭をひざから下ろし、コウはそっと、ドアを開けた。うわ、やはり外は暑い。だがどこか気持ちいい。がくっとドアが外れたのをあわてて支え、静かに閉める。というかはめこむ。

「じゃ、アトリをよろしく」

「堂どう島じまコウ」

「……あとで合流します」

　その言葉にうそはない──少なくとも合流するつもりはある。問題は向こうがそうさせてくれるかどうか。コウは、窓の外からアトリを見つめた。安らかな寝ね顔がおを見つめて思う。アトリがやってきたから、コウは悪あく魔まのミカタになった。悪魔のミカタに協力するため、いまアトリはここにいる。ならばコウが悪魔のミカタをやめたら、アトリはどうするのだろうか。故こ郷きように──あるとすればだが──帰ってしまうのか？　もしかして、もう二度と──

「じゃあ」無理やり視線を部長に戻し、うなずく。

　部長は黙ってうなずいた。

　部長から眼めを離す直前、コウは一瞬ＢＯＳＳを見た。

　いつの間に起きたのか、ＢＯＳＳは寝ぼけまなこに片かた眼めを開け、コウを見ていた。

　ちぎれて短くなった片かた耳みみがピクリと動く。

　ＢＯＳＳが完全に目覚めるまえに、コウは急いで窓から離れた。

　道路の真ん中を走ってリムジンのよこへ行き、こんこんとなかの見えない窓をたたく。

「もしもし。もしもーし？」

「なんじゃわれぇ」

　リムジンの窓が開き、いかついた顔のおっさんが凄すごみを効かせた。が、それは予想の範はん囲い内ない。こんなリムジンに他にだれが乗るって言うんだ？　コウが笑顔で話しかけようとしたとき。

「──堂どう島じまコウ？」

　うえから降ってきた聞き覚えのある声に、コウはぎょっとして顔を上げた。

　コウの背せ丈たけの倍ばい以上あるトレーラーの運転席からのぞいている見覚えのある顔に、再度驚おどろく。

「……海かい藤どうさん？」

「久しぶりだな。元気だったか？」笑う。「また会ったな。まったく世界は狭いもんだ」

「……ええ」

　内心驚きよう嘆たんしつつ、しかし平静を装って、笑いかけてくる中年男おとこの顔をながめる。

　海藤重しげ彦ひこ。

　かつては運送会社の社長。過去二回《知恵の実》の事件に巻きこまれている不幸な男。

　まさか、この人が次の敵なのか？

　コウはリムジンからのぞいているこわもての男に会え釈しやくすると、トレーラーに向かった。

　トレーラーの右側、海藤の席のそばに立つ。

　窓が開き、海藤の顔がのぞく。「ところでおまえ、こんなところで何しているんだ？」

「海藤さんこそ……」コウの言葉をさえぎるように、

「あの車から出てきたわね」女性の声。

　正面から見たときは気づかなかったが、どうも海藤の向こうにもうひとりいるようだ。トレーラーの運転席が高すぎて見ることはできないが……

「はい」コウは肯定した。

「……あの車とどういう関係？　なぜ降りてきたの？」姿も見せずに質問が続く。

「……あれは、おれの……友人だ」

「……友人？」

「ああ。一泊世せ話わしてもらっただけだ。悪あく魔まのミカタとは関係ない」

　車が動き出すのを感じ、コウは進行方向を見た。信号が青になり、ビートルが走っていくのが見える。リムジンもまた動き出したのを見て、コウは急いで言った。

「おれはこうして出てきたんだ。だから『ザ・ビートル』には手を出すな」

「……ざ・びーとる？」

「フォルクスワーゲンだよ。この状況で他に何がある？」

「おい坊ぼう主ず。もう少ししゃべり方に気をつけろ」海藤が口をはさんだ。

　笑うコウ。「……顔も見せてくれないやつに？」

　海藤は後ろを振り返った。

　だれかと、眼めで意い思しの疎そ通つうをしている。その様よう子すで確信する。このきれいな声の持ち主こそが今回の敵だ。コウは待った。トレーラーは走り出さない。後ろで待っている車の列もなんのその。声しか聞いていないが、この敵はきっと美人なんだろうな、と思う。美人というのは他人を待たせなれているものだ。

　しばらくして。

「手を出すな、と言ったわね」やはり声だけが届く。「どういう意味？」

「分からないか？」コウは笑った。「おれだ。おれが堂どう島じまコウ──悪あく魔まのミカタだよ」

　コウの言葉をどう聞いたにしろ、その反応は見えなかった。

　きょとん、と海かい藤どう。「……何の話だ？」

「そっちの人は分かっているさ」どうやら海藤は何も聞かされていないらしい。もはやその女性が敵であることを疑わず、コウは言った。「とにかく、わざわざ来てやったんだから、余よ計けいな人間は巻きこむな」

　沈ちん黙もく。

　ぶっぶー、と待たされている車からクラクションが上がる。

　女が言った。

「……要するに、彼らときみとは何の関係もないと言いたいの？」

「ああ」

「だから手を出すな、と？」

「ああ」

「分かったわ。……まったく」女の声に冷れい笑しようが混じる。「……そんなことをわざわざ言いにくるなんて、──いい友達ね」
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「……いやぁ？」女の声に含まれるものに思わずたじろぐ。……なんだ？「……と、とにかく、手を出さないでくれるんなら、……その、取り引きの余よ地ちもあるんだぞ？」

「取り引き？」声に軽けい蔑べつの感が増す。「……そう。それはどんな取り引きかしら」

「……それは、つまり、だから……おれは、や……や……」

「や？」

「……やぁ、なんなら、あなたの魂たましいを見逃してもいいかな、と……」

「──魂？」きょとん、とした声が、たちまち笑い声に変わる。「……そ、そう。つ……まり」吹き出しつつ、言う。「……おえらい悪あく魔まの味方さまが、あたしの魂を許してくれるというわけだ。きみの言う悪魔というのは、閻えん魔まさまのようなものなのかしら」

「……い、いや……あれ？」

　ぶぶっぴぴー、と後ろから再び抗こう議ぎの声が上がった。複数。そのままヴィィーと上がり続ける。ちょっと待ってね、と女が言った。しばらくして後ろから、ばばばばばばばばばばばば、と連続した音が上がった。金属の小こ太だい鼓こをたたいているようなその音は、まるで銃じゆう声せいのようだった。それも弾たまを一発二発ではなく十発百発単たん位いでばら撒まくような音。気のせいか火か薬やくのようなにおいも……ここが日本でなければコウはそれが銃声だと信じて疑わなかったろう。そうとも、銃声のはずがない。いくらなんでも……

　コウは海かい藤どうをまじまじと見た。

　海藤はどこか失望したような顔でコウを見ていたが、コウの視線に首を振り、小さな声でささやいた。「おい、坊ぼう主ず。関係ないなら……かかわるな。かかわってこなけりゃ嬢じようちゃんだって手は出さんよ」

「……いや、あの……」

　太鼓のような音が絶え、後方が静かになる。

「どこまで話したかしら」女の声が聞こえた。

「……いえ、あの」しどろもどろにコウは答えた。「……その、つまり……腹を割って話しません？　おれは……なんなら、その、悪魔のミカタを、……や……めても、いい、と思っているぐらいで」

「そう」やさしい声。「それはいい心がけね」

「……いや、だから、あなたが、その、『夕日を連れた男』のことを教えてくれるなら……」もはや取り引きも駆け引きもない。心のどこかではもはや理解していたが、それでも認めたくなくて、コウは懇こん願がんするように言った。「……あの、《知恵の実》を……持っていますよね？」

「あいにく、聖せい書しよにも哲てつ学がくにも興味はないの。……悪いわね、悪魔の味方さん。もういいかしら」声が険けんを帯びる。美人を思わせるきつい険。「巻きこまれたくなかったら、離れてなさい。対岸の火事としゃれこみなさい。近づいてこなければ、火ひの粉こをかぶることもない。こちらもそれほど暇ひまじゃない。分かる？」

「……あ、や」

「……悪あく魔まの味方をやめるというのは、いい考えだと思うわ。がんばって社会復ふつ帰きを果たしなさい」声が事務的な口く調ちようになる。あたかもコウのことなど忘れたかのように。「もういいわ。海かい藤どう、出しなさい」

「またな、坊ぼう主ず」動き出すトレーラー。

　走り出すトレーラーを、コウは呆ぼう然ぜんとしてながめた。でかいトレーラーが通り過ぎていくさまは、巨大な蛇へびの胴どう体たいを思わせる。まさに怪かい獣じゆう。目のまえから動く鉄の塊かたまりが消えてようやく、コウはのろのろと首を動かしトレーラーを目で追った。

　コンテナの後部に大きく『縹はなだ』の一文字が見える。

（……縹？）

　風が吹き、ガソリンのにおいが鼻に入る。

　コウはゆっくり振り返った。

　弾だん痕こんに埋まり穴だらけ、もはや走れぬ車たちの死し屍し累るい々るいとした有あり様さまに、わけも分からずぽんと手を打つ。周囲のざわざわいう音が突とつ然ぜん耳に入りだす。ガソリンのにおいが強まるなか、ああ、と思う。そうか。つまりこれはおれの早はや合が点てんなんだ。なぜか笑いがこみ上げる。発ほつ作さ的な笑いに身をよじりつつ、コウは思った。そうとも、日本だって機き関かん銃じゆうが乱射されることはあるし街まち往ゆくすべての人間がおれの敵とは限らないしでも明らかに尾つ行けられていて狙ねらわれていてトレーラーには、縹？

　狙われていたのはコウではなく──

　昨日から、おかしかったのは──

　コウは叫んだ。

「何やってんだあんたらぁ！」

　コウの叫びに呼こ応おうしたかのように、爆発音が上がった。

　顔かお半分に熱を感じ、次の瞬間爆ばく風ふうに吹き飛ばされてごろごろと転がるコウ。最初の轟ごう音おんを皮かわ切きりに、不当な扱いを抗こう議ぎしているかのように次々と上がる爆発の音。ぼん、ぼん、ぼぼん。車が上げる奇き妙みように音楽的な音。周囲に満ちるガソリンのにおいに、ものの焦こげるにおいが混じる。ごろごろごろと転がりながら、コウはそのきな臭くさいにおいをかいだ。前まえ髪がみがちりちりしているのにも気づいた。だが意に介かいしている暇ひまはない。状況でもない。たっぷり十メートルほど転がったあと、コウは何事もなかったかのように立ち上がり、いまのは転んだのではなく助走していたのだと言わんばかりに走り出した。

　が、すぐによろけて転ぶ。

　背後で起こる、ひときわ巨大なエクスプロージョン。

　歓声とともに、

　火ひ柱ばしらが、上がる。いや火柱どころではない、車が一台、飛んでいる。落ちていく。すさまじい爆音のなか、聞こえてくるサイレンの音。朱あかい炎ほのおに照らされて、コウは再び立ち上がった。そして駆け出した。携帯を取り出し、部長の携帯を呼び出しつつ──ああ畜ちく生しよう。次はアトリ──くそ、連絡すると言ったのに、二人とも電源を入れてない。美み樹きさんのは知らないし。

「何やってんだよあんたらはぁ！」

　背後に再び巨大な爆発。

　後ろはえらいことになっているようだが、コウは振り返ったりはしなかった。後ろを振り返るのは性しようにあっていなかった。走るコウを追うように、熱い風が首くび筋すじに届く。夏とは明らかに異質な熱さに一気に吹き出た汗を散らして、コウは走った。全速力でトレーラーを追いつつ（もちろん追いつけるとは思っちゃいないが）周囲を見渡す。道路はしばらく通行止めになるだろう。畜生、途中でタクシーをつかまえられるか？　だめだ。期待はするな。大きく息を吐き、走りつつ、周囲を探す。できれば小さな車がいい。ドアか、窓が開いていて、運転手が乗っているやつ。ジャケットからおもちゃの鉄てつ砲ぽうのようなスタンガンを取り出しつつ、コウは思った。運転手は男がいいなぁ。女性を脅おどかすのは、コウの趣味ではない。いや本当に。

「！」近くにタクシーが止まった。

　あまりの運のよさに思わず嘆たん息そくしつつ、コウは運が悪いとしか言いようのないタクシーの運転手に向かって手を振った。




　　　２．本当のところ




　車を走らせつつ慣れた手つきで片手で上じよう手ずにタバコに火を点つけくわえると、「いや本当のところ」とタクシーの運転手──ネームプレートには涌わく井いと名がある五十歳さい──は言った。「勘かん弁べんしてもらえねぇかなぁ。おれには二歳の孫がいるんだ。初はつ孫まごだ。これがまたかわいくてな」

「本当のところ」とコウは答えた。「おれには二歳の孫はいないが、それをうらやむほど年を取っちゃいない」

　運転手がまじまじとコウを見たので、コウはあらたまって向き直った。ちなみに後部座席ではなく助手席に、冗じよう談だんのような鉄砲をかまえて座っている。

「知らないのか？　いまどきの鉄砲持った高校生はみんなこんなしゃべり方をするんだ。知らないなら、それはジェネレーションギャップというやつだ。ジェネレーションギャップってやつはもうどうしようもないから黙ってろ。おれがいぇー、と言ったときだけいぇーと答えろ。いぇー？」

「いぇー」運転手はあわてて言った。

「それでいい」自分が果てしなくブタになっていくような気分に襲おそわれ（いやこれはブタさんに失礼だろう。ブタは少なくとも鉄砲で人を脅おどかしたりはしない）、コウはシートに沈みこんだ。右手のなかの鉄てつ砲ぽうを見る。火事場から逃げ出すようにいきなり現れ法ほう定てい速度をブッチして走れ！　なんていう若者を乗せ渋しぶったこのタクシーに乗るために、コウはスタンガンを撃うって見せなければならなかった。打ち出されるのはゴムのペレットなので殺さつ傷しよう能力などないが、どこぞのお店のショーウィンドウを粉こな々ごなにした甲か裴いあって（すいません非常事じ態たいですあとで弁べん償しようしますからああでも向こうの爆発はおれのせいじゃないよなぁ？）タクシーの運転手は態度を豹ひよう変へん、乗車拒きよ否ひしたことを詫わび喜んで車を出してくれた。そのときはよし！　と思ったのだが、いまはひたすら胸が悪くて仕方がない。運転手はそわそわと、ひっきりなしに、横よこ目めでコウの手のなかにあるおもちゃのような鉄砲を見ている。そりゃ気になるだろう、こんなこと初めてだろうから。沈ちん黙もくだって怖いだろう。ちらちら見ている。だめだ、こんな気分には耐えられない。果てしなくブタにはなりたくない。観かん念ねんし、コウはスタンガンをジャケットのうちにしまって言った。

「……よし、和わ気きあいあいと行きましょう」

「は？」

「いいスか。運転手さん。あんたの隣にいるのは、自分で言うのもあれだがかなりアブナイヒトだ。だから銃が消えたからって、妙みような気を起こさないように。いぇー？」

「分かった。分かってる。もちろん。いぇー」

「よし……じゃあ」考える。「そう……このあたりで、平然と鉄砲をぶっ放しそうで有名な人たちいますか？　おれみたいなやつ」

　しばらくの沈ちん黙もくののち、

「あんたこのあたりの人間かい？」運転手がたずねた。

「……おれの正体を知ってどうする」

「いやいやいや、違うよ」運転手は急いで言った。「おれが言いたいのは、本当のところ、和わ歌か丘おかは普通の土地じゃないってことさ。本当のところ、ここら一帯は日本であって日本じゃないんだ」声を潜ひそめる。「……やっぱりあの爆発は、だれかがぶっ放して？」

「……」

「白昼堂どう堂どうそんなことやって、でも明あ日す新聞に載らなかったら、間違いない、やったのは舞まい原ばるさま関係だろうな」本当のところ、と付け加える。どうやら口くち癖ぐせらしい。それがえらく乱発されているのは心の緊きん張ちようの表れか。

　コウはたずねた。「じゃあ、その……舞原関係で、縹はなだ、って名前に心当たりは？　本当のところ、そんな文字の入った車を追いかけてもらっているんスけど」

「縹？」運転手は目を剝むいた。「おいおいおい、そいつはやばいよ。本当のところ、縹組ぐみはやばい。かかわりあいたくないんだがなぁ」

「……縹組？　やっぱりヤクザ？」

　車が山道に入った。周囲に緑の色が増える。が、縹のトレーラーはまだ見えない。

　運転手はコウを見た。「いやいや違う。いいか。さっきも言ったが、この辺は日本であって日本でない、舞まい原ばるさまの支配する土地なんだ。ヤクザなんてのはここには存在しない」

「舞原さまてな、ヤクザみたいなものじゃないんスか？」

「ぜんぜん違う」運転手はきっぱり言った。「ヤクザってのは、言わば街の寄き生せい虫ちゆうだ。市民に寄生し利益を奪うばう卑ひ劣れつな連れん中ちゆうだ。いいや、みかじめだけじゃあ飽あき足らず銃やら麻ま薬やくやら持ちこんで街に害をなすとんでもない連中だ。本当のところ、やつらは寄生虫だよ」コウを見る。「もっとも、寄生虫ってのは自然界で一番やさしい生き物だって聞いたことがあるなぁ。本当かな？」

「例外もあるでしょうが、大おお方かたは本当です」コウは請うけ負った。

「……だとしても、あまり付き合いたくはないなぁ」運転手は首を振った。「……とにかく、舞原さまはそんなやつらとは違う。逆にそんなやつらからわれわれを守ってくださるんだ」

「……へぇ」

「知ってるか？」それがまるで自分の手て柄がらであるかのごとく胸を張る。「いま日本は長い不況だが、ここ和わ歌か丘おかは好こう景けい気きだ。和歌丘、大ゆ城め跡あと、そして日ひ炉ろ理り坂ざか──この辺が不景気になったことなど一度もない。失しつ業ぎよう率りつだって一パーセントにも満たないし、本当のところ、この土地には貧びん乏ぼう人にん、というものが存在しない。それもこれもこの土地を把は握あくしている舞原さまが利益を上じよう手ずに配分してくれているからなんだ。治ち安あんもよく、犯はん罪ざい発生率もきわめて低い」

「たまに銃が乱射され、車が爆発したりするけれど」

「……とにかく、本当のところ、ここは舞原さまがうまくやってくれている土地なんだ」運転手はため息をついた。「……だから、たまにそういうことが起きても仕方ないのさ」

「……」

「おれは一度東京に出たことがあったが、……ぞっとしたよ。本当のところ。何を見たかは言わないけどな」でも聞きたいなら喜んで話すぞ、といった風ふ情ぜいにコウをうかがう。が、コウが何も言わなかったのでそのまま続ける。「ああ、ぞっとした。おれには二歳さいの孫がいるが、これがもう本当のところ、とにかくかわいくてな。だから絶対、あんなところで育てたくない。怖くてとても考えられない。その点この土地なら何も心配はない。ここで生まれたってぇだけで将来はまず保証されたようなもんだ。そう思えば、多た少しよう変な事件が起きたり、たまにえこひいきがあっても仕方がないと思えるよ。……少なくとも、舞原さまが土地の人間を大事にしてくれているのは間違いないんだから」

　その逆に（あるいはだからこそ）、よそ者にはとんでもなく冷たいが。

「……それで？」コウはたずねた。

　ん？　ああ、と運転手は続けた。「……とにかく、そんな舞原さまだから、おれたちから金を取ったりはしないが、やっぱりどこかで儲もうけなくちゃいけねぇ。舞原さまの事業は主おもに日本と外国相手のもので、くわしくは知らないんだが『情報』ってやつを売っているらしい。だがそれ以外にも副ふく業ぎようがたくさんあって、そのなかのひとつに兵へい器き関係の開発と輸出、なんてのがあったんだ」

「……兵器」

「ああ。本当のところ、舞まい原ばるさまはこの土地の独立を守るためにその手の開発にかなり力を注そそいでいるらしい。が、それだけじゃもったいないってんで外国に輸出もしていたんだな。あまりほめられた話じゃないが。そして、その兵器の管理その他をまかされていたのが、大ゆ城め跡あとに居きよを構えている『縹はなだ組ぐみ』なんだ」

「うわ」コウは声を上げた。先の光景を思い出す。「兵器の管理……確かにやばいなぁ」

「いいや話はまだ続く」運転手は首を振った。「二、三年まえまではそうだった。だが、最近は事情が変わった」

「事情？」

「何があったかは本当のところ、知らないんだが、舞原家の当とう主しゆが──まだ正式ではないが、実質的に──代替わりしてから、武器の輸出をすっぱりやめてしまったんだ。開発研究はまだ行っているらしいが、輸出はきっぱりやめてしまった」

「……」

「だが、そうなると困るのは『縹組』だ」大おお仰ぎように首を振る。「いまだ兵器の保存をまかされてはいるが、その規模は縮小の傾向にある。兵器がなくなると、縹組は仕事はおろか、存在の意義さえなくなっちまう。どうすれば存そん続ぞくしていけるのか──だから縹組はいま、文字どおりかっらからに乾いて火がつけられるのを待っている火か薬やくほどにもぴりぴりしているんだよ」

「……」

「しかも、おりしも──というよりも本当のところ、舞原家の方向転てん換かんによる心しん労ろうのせいらしいが──縹組は組長が身み罷まかられ、代替わりしちまった。そんな状況で組を支えなけりゃならないなんざ、新しい組長はかわいそうなもんさ」

「……新しい、組長」

「ああ」運転手はうなずいた。「跡を継いだのは、本当のところ、まだ若い娘さんだ。ここらは基本的に、娘が家を継ぐ……とにかく新しい組長さんは、若いみそらで自分の代で組をつぶすまいと、そりゃもう躍やつ起きになっていて、まるで火のついたダイナマイトをたきぎのように背中に背負っているんじゃないかってぐらいぴりぴりしているのさ。まさに一いつ触しよく即そく発はつ状態──分かるか？　いまの縹組と面めん倒どうを起こすのはやばいんだよ。本当のところ」

「……くわしいんですね」

「まぁな。もともと縹組ってのはこの辺の人間が『外』に出るときの護ご衛えいを受け持っていたんだ。百年も昔から」ようやく吸い終わったタバコを灰皿に捨てると、運転手は再び新たな一本を取った。「……それこそ最近はその必要もないんだが……とにかくそんなわけで、おれらや運送会社なんかは縹組に縁えんが深くてな……あ」

　コウは視線を前方に移し、山やま肌はだの緑のなか、遠くに見える斜めの道路に小さな影を見た。

　親おや指ゆびほどの大きさだが、リムジンはともかくトレーラーはこの距離でも見逃しようがない。

　つぶやくコウ。「……追いついた」

　山肌の曲がりに消えていくトレーラーを見ながら、たずねる。

「……それで、その組長さんの名前は？」

「え？　ああ。撫なでし子こだ。縹はなだ撫子」

「……なでしこ、ね」うなずく。「二人姉妹きようだい？」

　運転手は驚いたようにコウを見た。「……ああ。美み樹きという名の妹がいる。なんだ、知っているのか？」

「……二人は仲が悪いんですか？」

　沈ちん黙もく。

　緩ゆるやかな上り調子の山道は、カーブが多いからだろうか、町のなかよりはるかに速度を体感できる。右に左に身体からだを振られつつ、コウは運転手の返事を待った。しばしの躊ちゆう躇ちよのあと、ようやく、

「多分な。よくは知らないが」運転手はうなずいた。「……本当のところ、いいとは言えないんじゃないかな。あんた、知ってるか？　家か系けいを絶やさないためにもっとも大事なことは何か」

「……子供を産むこと？」

「……いや、もちろんそれが大だい前ぜん提ていだが」運転手は首を振った。「本当のところ、これは聞きかじりなんだが、家か系けいを絶やさないために一番大だい事じなことは必ず長男長女に家を継がせることだそうだ。どんな理由があろうと、この原則を破った瞬間からその家は滅ほろび始める……いや、なんでかなんて聞かないでくれよ。聞きかじりなんだから」

「……つまり」

「そう。縹組は結けつ局きよく撫子嬢じようがあとを継いだが、本当はだれもが彼女の妹の美樹嬢が継ぐことを願っていた。……もしかしたら姉さえも」

「……」

「おれは二人とも会ったことはないが、たまに乗せるそっち関係の客がよくこぼしていくんだよ。美樹嬢があとを継いでくれていたら、きっと縹組は安あん泰たいだっただろうに、なんてな。どうもこの美樹嬢さんには、生まれながらにして人をひきつける、なんて言うか、カリスマ？　みたいのがあるらしい」

　カーブに身体をとられつつ、コウはうなずいた。

　運転手は続けた。「対して撫子嬢のほうは、なんて言うか、まじめで融ゆう通づうが利かないんだな。実際、大学まで進んだ妹とは逆に、中学を卒業するとすぐ家の仕事に入ったぐらいで──結局、舞まい原ばる家の方向転てん換かんのせいでそれも無む駄だになっちまったが──とにかく無理するたちらしい。常に緊きん張ちようしているような、そういう人間には、人はとっつきにくいもんだ。だろ？　だから撫子嬢にはあまり人じん望ぼうがなく、それでも長女として家を継ぎ、人望のある妹とくらべられながらしかし倒れかけた家を支えなけりゃならないんだ。うん」本当のところ、と首を振る。「二人は決して、仲がいいとは言えないんじゃないかな」

「そろそろ追いつきますかね？」

「え？　ああ」スピードメーターを見る。「ああ。そうだな。次の角くらいには、もう……」

　速度が上がる。

　コウはシートに身体からだを沈めた。

　ジャケット内側につけたポーチから『七つ道具』を取り出して確認しつつ、訊きく。

「……なんか、跡あと目め争いとか派は閥ばつ争いみたいなの、あるんですか？」

「いやそれは……ないだろう。……そりゃ、美み樹き嬢じように跡目をついで欲しい、と思っている人間はたくさんいるだろうが、そもそも肝かん心じんの美樹嬢は縹はなだ組ぐみのことになんの関心もないらしいからな」

「ぜんぜん？」

「ぜんぜん」うなずく。「滅ほろびるならそれも時代の流れだ、なんてことを言っているらしくて、それがまた組を必死に立て直そうとしている姉の癇かんに障さわるんだろうなぁ。……ところで、それは？」

「接せつ着ちやく剤ざいです」親おや指ゆびほどのピルケースに入った小さなカプセルを数えつつ、答える。「んで、こっちは繊せん維いが……十キロ分？」親指よりも小さな糸巻きを目のまえに掲かかげる。「髪の毛よりも細いのに象ぞうだって吊つり上げるという、どちらも宇宙空間で生み出された最新科学の結晶……だとか」

「ははぁ」運転手はうなずいた。「あんた、アメリカとかのスパイか何かかい？」

「だったらよかったんスけど」

「急カーブだ」運転手の顔が引き締まる。「つかまれ」言葉と同時に車体後こう方ほうが横よこ滑すべりを開始する。がけ崩れ防止のネットの張られた山さん壁べきがまともに目のまえに現れたのでコウは一いつ瞬しゆん運転手がハンドル操作を誤ったのだと思った。死ぬのか？　事故死で？　いや違う、これはドリフト走行というやつだ。全身で車体の横よこ移動を感じつつ、思う。どういう意味があるかは知らないが、これはドリフトというやつだ。重力が横になる、これがドリフトというやつだ。ゲームでは知ってはいたが実際に体験するのは初めてで、思わずドア上の手すりとシートを握りしめる。前方が横に流れていくさまは新鮮で、下へ手たな絶ぜつ叫きようマシンよりはるかに迫力があった。後ろは激しく、前方は小さく、横に滑っていく車体──

「！」トンネル開けの日光のように、前方に道路が現れる。

　その直線の五十メートルほど向こうには、縹の字を持つトレーラー。その巨体に阻はばまれて見ることはできないが、リムジン三台と『ザ・ビートル』もその向こうにいるのだろう。

「眼め鼻はなの先だ」運転手は言った。

「……よし」必死に動どう悸きを鎮しずめつつ（それが先のドリフトのせいなのかこれからやろうとしていることのせいなのかは判別できなかったが）、コウは運転手に言った。「少しずつ、近づいて、クラクションを鳴らしてください」

「……なぁ、あんた」おずおずと口を開く運転手。「余よ計けいなお世話かもしれないが……」

「なんです？」

「縹はなだ組ぐみの後ろには舞まい原ばるさまがいる」

「……」

「舞原さまに逆さからったら、あんたがどこのスパイだろうともうおしまいだぞ？　本当のところ。それは間違いない」

「本当のところ、おれだってやりたかないんスけど」あらためて道具を確認しつつ、コウは答えた。「あの向こうには、友だちがいるんです」

「……」運転手はコウを見た。

　なぜか恥ずかしくなって、コウはあわてて付け足した。「それに妹も」

「そうかぁ」運転手は頭を振った。「そいつは……まぁ、仕方ないなぁ」

「……」

「おれにも二歳さいの孫がいるしな」クラクションを鳴らしつつ、肩をすくめる。「これがまた、かわいいんだよ。本当のところ。初はつ孫まごだし」

　コウは笑った。

　そして言った。「……そんだけ言われると、本当のところ、ちょっとうらやましくなりますね」

　運転手も笑った。その笑顔を見てコウは思った。この人はきっと、自分の大事なものが分かっているのだろう。だが、おれはどうだ？　いま面めん倒どうに飛びこもうとしているおれは、自分の大事なものが本当に分かっているのか？　ひょっとしたら、このまま何もしないで携帯を使ってイハナに──

「来たぞ」運転手が言った。

　トレーラーの脇からリムジンが一台、速度を落とし、こちらに向かってくる。

　コウは全身を確認し、ジャケットの襟えりを裏返して現れたファスナーで前を合わせた。じっ、とファスナーを首までしめる。ファスナーのかみ合う音が心地いい。ついで、ポケットから指の開いた薄めのライダーグローブを取り出し装着、襟えり首くび裏うらからフードを取り出してかぶる。

「な、何が始まるんだ？」明らかに不ふ審しんなコウの格かつ好こうに仰ぎよう天てんした運転手に、

「右みぎ車線によって、あのリムジンの脇につけてください」コウは平然と聞こえるよう言った。「速度を合わせてくれれば、おれはこの車から向こうのリムジンに飛び移ります」

「はぁ？」

　走行中に？　無む茶ちやだ！　とその眼めが言っている。その口もすぐにもそれを言うだろう。コウは、この涌わく井いという人のいい運転手と話をしたことを後悔した。本当のところ、自分は悪人で押し通すべきだった。毎まい朝あさ新聞を読んでいるととかく忘れがちになるが、この世には陰いん惨さんな事件以上に善ぜん人にんが多い。お人好しの善人が。この運転手をこれ以上巻きこんではいけない──

（だったら、最初から巻きこむなっつう話だよ、偽ぎ善ぜん者め）

（……だめだ、おれは。なんかむちゃくちゃ弱くなっている──）

　口を開きかける運転手を制し、続ける。「とにかく、それであなたの役目は終わりです。助かったことを喜んでスキップ踏みつつかわいい孫のもとへ帰ってください」

「……そ、そんな」

「それ以外のことは何もやらなくていい。余よ計けいな心配も無用」近づいてくるリムジンを見る。その窓は開いている。こちらの顔も、あるいはこのタクシーのナンバーも控ひかえられているかもしれない。「……いいか、運転手さん。自分の三分の一も生きていないような若わか造ぞうに銃を突きつけられて言いなりになっている時点で、あんたの不幸は極まっているんだ。だからおれが向こうに飛び移ったら、もう何もしなくていい、これ以い上じよう不幸になるこたない。一いち目もく散さんに和わ歌か丘おかに戻れ。いぇー？」

「だが……」

「いぇー？」コウは再び言った。

「……いぇー」運転手は繰り返した。

　コウはうなずき、窓を開けた。風そのものは入ってこないが轟ごう音おんとそして熱気がむわっとすさまじい。あらためて夏を感じつつ、足をシートのうえに乗せ、ひざ立ちになって機を待つ。窓から近づいてくるリムジンをうかがいながら、振り返らずに言う。

「……もしも……このせいで何かあったら、舞まい原ばる家をたずねてください」

「へ？」

「……おれの名は堂どう島じまコウ。この名前を出せば、それなりの便べん宜ぎは図ってくれると思いますから」

「あんた」

「おれが合図したら、急ブレーキを踏んでください。おれが向こうに移ったら、あとはもうＵターンです。いいですね？」

　右みぎ車線に移ったタクシーのよこに、黒くろ塗ぬりの長いリムジンが並ぶ。手を伸ばせば届くほどの距離。窓からのぞいたのは、コウが最初に会ったあのいかつい顔だった。あと、コウが持っているのと違うつや消しの黒い拳けん銃じゆうも見える。

「なんじゃわれぇ」男が言った。

「どうも、堂どう島じまコウでぇす」自己紹介しつつ、すばやく車内をのぞいていく。運転席に助手席に後部座席に計六人──前部と後部の敷しき居いはあがっていなかった。タクシーとくらべようもない広い車内には、とくに大きな武器は見当たらない。先ほど道路を炎えん上じようさせたのは──おそらく機き関かん銃じゆう──トレーラーだけの装そう備びらしい。コウは口もとをゆがめた。ＯＫ、やってやろうじゃないか。そうとも、舞まい原ばる家でいろいろ訓練を受けてきたのは決して遊びのためじゃない。楽しむためでも自分を鍛きたえるためでもない。単なる必然。すべてはあらゆる状況で、生き残るため。くじけないため──

　コウは手を振り、合図した。

　運転手がブレーキを踏み、

　速度差でリムジンは前に飛び出しタクシーは後方に退さがる。目のまえからいかつい顔が消え、代わりにリムジンの後部ボンネットが現れる。コウは落ち着き、右手を伸ばし、力いっぱいボンネットに右手のひらを叩たたきつけた。装着していた接せつ着ちやく剤ざい入りカプセルが割れ、瞬しゆん時じに手て袋ぶくろとボンネットを結びつける。前ぜん世せの恋人同どう士しのごとく、しっかりと。タクシーが完全に離れたときには、コウの身体からだは窓から抜け出、リムジンにくっついていた。あわてず騒がず冷静に、リアバンパーに足をかけ、ボンネットをよじのぼる。窓の向こうでいかつい顔が、あっけに取られているのが見える。正直間ま抜ぬけなその表情に微笑ほほえみかけつつ足場をしっかりと確認し、コウは手袋をはずした。特殊な溶液を使わぬ限り、この手袋がそこからはがれることはない。それに足をかけ、さらに屋根ルーフにあがろうとした瞬間──

　リムジンが急きゆう加速して。

「あっ」コウはバランスを崩し、走行中の車から後ろに転げ落ちていった。




　　　３．ジャック！




　どんなに差し迫った状況でも冷静になれる、というのが堂どう島じまコウの特とく技ぎだったが（と言っても履り歴れき書に書いたことはないが）、どうもさすがに車から転げるときは別らしい。頭のなかを真っ白にして、コウはボンネットのうえで半はん回転、うまくしたもので、頭から道路に落ちた。正確には、落ちるところだった。間かん一いつ髪ぱつ、タクシーがリムジン後部に追つい突とつしてくれていなければそのまま落ちていただろう。あるいはタクシーとリムジンに頭をはさまれ脳みそを失っていたかもしれないし（信じるか信じないかは勝手だが、コウはかつて某ぼう遊園地で脳みそをまるまる失ったことがある）、あるいは道路に落ちて転がり後ろから来たタクシーに冬とう眠みんから覚めたカエルよろしくぺちゃんこにされていたかもしれない。もちろんきれいにもう一いつ回転し足から着地して再び猛もう然ぜんとリムジンのボンネットに飛び移っていた可能性もある。だがそのどれにもならず、コウは後ろからぶつかってきた──業ぎよう界かい用語で言うところの『おカマを掘った』タクシーのおかげで地面に転がらずにすんだ。正気と思し考こう能力を取り戻し、急いで顔を上げる。タクシーとリムジンにはさまれた髪が十本単たん位いでぶちぶち言ったが気にならない。痛みもない。ヤクザのカマを掘るなんて、畜ちく生しよう、いったい何を考えているんだとタクシーの運転手をにらみつつ、コウは新たな手て袋ぶくろを取り出し接せつ着ちやく剤ざいカプセルとともに装着した。すさまじい風のなか、リムジンがさらに速度を上げるのを感じたが、タクシーはまったく離れることなくくっついている。たいした腕だがそれに頼るわけにもいかない。コウはタクシーのボンネットを蹴けり、リムジンの屋根へと一気に飛んだ。屋根に右手を叩たたきつけ、次の角度を考えながら左手をルーフにくっつける。最後に、右手を手て袋ぶくろから抜き左手のほうはそのままにして屋根へとのぼる。左手はつけたままなのは、いま学んだばかりの教きよう訓くん。リムジンが蛇だ行こうを始めたが、今度はもう大丈夫、接着された左手のおかげで振り落とされることはない。右手をポケットに入れ片手で器き用ように三枚目の手袋をつけつつ、コウはあごで、タクシーに帰れ、戻れ！　とうながした。銃で脅おどかしてきたような人間を助けてどうする？　頭の悪いことはよせ！

　運転手の目が、見開かれた。

　その顔が、恐怖に染まる。

　大きく見開かれた眼めの、その瞳に映ったものが見えたわけでは決してない。が、コウは視線を移した。タクシーの運転手の、視線の先をゆっくりと見る。コウの右手側からこちらに向かって黒い拳けん銃じゆうが突き出されているのが見える。引き金には指がかかり、今にも引かれんとしているところ──当たりをつけているのだろう。当たりがついたら──銃じゆう口こうが止まるのを、コウは静かに見ていた。何かを考えていたわけではない。頭のなかは先と同じく真っ白だった。引き金が引かれる寸前、真っ白な思し考こうのなかで、コウの右手は勝手に動いた。自分の右手が動くのを、他た人にん事ごとのようにながめる。音の消えた世界のなかで、コウの右手はまるで別の生き物であるかのように自動的にゆっくりと、銃の上部スライドへと伸びた。舞まい原ばる家でさまざまなサバイバル訓練を受けたとき、拳銃の熟じゆく練れん者であるスタッフのトップ、いんから教えてもらった。オートマチックの拳銃は、弾だん丸がん発射の反動を利用して薬やつ莢きようの排出と次じ弾だんの装そう塡てんを行う。だが最初の一発は、自分でスライドを引き装塡しなければならない。そしてオートマチックは、スライドを引けなくなるともう弾たまが撃うてなくなる──それを思い出したのはすべてが終わったあとだったが、コウの身体からだはいま、動いた。空白の思し考こうのなか、ゆっくりと、しかし確実に、伸びた右手が拳銃の上部を押さえる。次の瞬間、銃に力がこもるのを感じた。向こうが引き金を引こうとしたのだろう。だが、向こうの人差し指よりもスライドを押さえるコウの右手が強かった。引き金が引けず弾丸が発射されないのを確認し、コウはこれまた自動的に右手をひねり、相手から銃を取り上げた。相手の関かん節せつと銃のトリガーガードをてこに使ったこのやり方も、いん隊長から教わったもの。相手から銃を取り上げようやく、世界に音が戻ってくる。耳のなかに風が渦うず巻まく。全身に、どっと冷たい汗が噴ふき出す──

「窓を閉めるな」穏おだやかに、コウは言った。「撃つぞ」

　閉まりかけた窓が、止まる。

「窓を閉めるな」もう一度、繰り返す。低い声で。「あと、蛇だ行こうしたりスピード上げたりブレーキ踏んだり──要するに余よ計けいなことをするな。無む駄だだし、おれを怒らせちゃうだけだぞ。おれを怒らせちゃうと、核のボタンだって押しちゃうぞ？　こんな銃の引き金ぐらい……畜ちく生しよう、この心しん音おんを聞かせてやりたい」

　リムジンは窓も閉まらず、急カーブしたりもしなかったのでコウは安心、ようやく後方、タクシーを見た。青ざめた顔をした運転手に、銃を持つ手で敬けい礼れいを送る。そして銃じゆう口こうを向ける。コウの意を汲くんだのだろう、タクシーはスピードを落とし、リムジンから離れた。なおも銃口を向け続けると、やがてＵターンしていった。タクシーが見えなくなるまで見送り、再さい度ど軽く礼をする。涌わく井いさんか。覚えておこう。頼んだわけではないが命の恩おん人じんだ。あとでイハナに頼んで何かお礼をしないとなぁ。善ぜん人にんが報われてこその世のなかだ。

「さてと」あらためてルーフのうえから車内に向かって話しかける。「聞こえているか？　聞こえているよな。……いいかよく聞け」考える。あの涌井さんみたいな人を脅おどかすのは本当に虫むし酸ずが走るが、こういう手合いなら話は別だ。「おれはいま、非常に強いストレスにさらされている。そしてストレスを溜ためこんでおくのは身体からだによくない。だからおれはこれから、この拳けん銃じゆうをぶっ放すことでストレスを解消しようと思う」

「ば、バカはよせ」窓から声が聞こえた。

　見えないのは分かっていたが、コウは首を振ってみせた。「勘かん違ちがいするなよ。いつものおれは、映画を見るとか打ちっぱなし──もちろん、野球とか最近はゴルフとかで拳銃じゃないぞ？　──に行くとか、平和的な方法で解消しているんだ。だがいまは車のうえだし、拳銃しか手もとにないし、ほかに方法を思いつかない。考えるのも億おつ劫くうだし。だからおれはこれから、この十七発か十八発だかつまっているこいつを全ぜん弾だん撃うちまくってすっきりしたいと思っている……聞いてる？」

「よ、よせ」どすの効いた、しかしあわてているかのような正直な声。「てめぇ、ガキが、あとでどうなるか……」

「ああその言葉で余よ計けいにストレスがかかった」スライドを引き薬やく室しつに弾だん丸がんが装そう塡てんされているのを確かめて、淡たん々たんと、言う。「だから、とにかくおれは、これからあんたらの車内に窓から弾丸を撃ちこもうと思う。だが勘違いするな。目的はあんたらを殺すことじゃなく、あくまでおれのストレス解消なんだ。だから撃ちこんだあとはそっちの勝手だ。弾たまに当たるなりよけるなり、好きにしてくれ」

「……なんだと？」

「ああでも、一応忠ちゆう告こくはしておこうかな。跳ちよう弾だんには気をつけるように。都市犯はん罪ざいでは跳弾による被害のほうが直接的な被害より多いそうだぞ……どうせこれ」コンコンと屋根を叩たたく。

「防ぼう弾だんなんだろ？　跳ねるぞぉ」

「……てめぇ」いまやおびえを隠かくさない声。「……正気か？」

「どうかな。ついさっき死にかけたばかりだし」感情をまじえずに、笑う。「ああでも、おれに銃口を向けた人。おれは気にしてないから心配するない。……七秒待つ」

「ま、待て」

「ちなみにこの七秒ってのはいくらでも早まる可能性がある。あんたらが余計なまねをしたらな。じゃあ始めるぞ。七から始めてゼロまでだ。いくぞ。そら。なーな」

「待て！」

「ろーく」

「待てって！」
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　コウは待たずに数を数えた。わざとらしく、ルーフに銃じゆう把はを打ち付け拍子を取りつつ。したで男たちが何かを叫んでいたが、聞く耳を持たない。考え事が忙いそがしかった。さて、おれはいま数えている。んで、最後まで数えちまったらどうするかなぁ。撃うてるのか？　おれは。だが、心配は杞き憂ゆうに終わった。コウがゼロ、と言いかけた瞬間、四つのドアが同時に開き、まず四人が走行車から飛び降りた。ついで二人があとに続く。これで全員。何、擦すり傷や骨折程てい度どはあるかもしれないが死ぬようなことはないだろう。コウは彼らの行く末について気にしないことにした。どこでマナーを学んだのか、全員ドアを開けっぱなしで行ってしまったがそちらもぜんぜん気にしなかった。いや、むしろ都つ合ごうがいい。用心深く右手と左手を接着してははがしつつ（蜘く蛛も男と呼んでくれ、と心のなかでつぶやき笑う）、運転席のほうへと向かう。走行中の車の屋根から運転席に降りるのは、走行中の車に乗るより迫はく力りよくがある。が、さきに死にかけたいまさら怖いものでもない。カーブが目前に迫っていても。このままだと谷に突っこむだろう。冷静に内部を確認しだれもいないのを確認すると、コウはなんとか運転席に乗りこんですぐにハンドルを大きく切った。思いのほか重かった。ブレーキも踏んだ。こちらもかなり重かったが、必死で押しこみハンドルを切る。コウもドアを閉め忘れていたが、閉める必要はなかった。レールにぶつかり景気のいい音を立て、ドアは勝手に閉まってくれた。片側だけだが。ガリガリガリと金属音を立てつつも、車はなんとかカーブを越えた。ガードレールがなければ緑の谷底に真まッ逆さかさまだったろうからコウは市の行ぎよう政せいにも感謝しなければなるまい。それもやっぱり舞まい原ばる家？　リムジンの片側にできた大きな三み筋すじの引っかき傷をながめ、ため息をつく。これは弁べん償しようの必要はない、よなぁ？

　二十メートルほどさきに、トレーラーの姿。

　大きく息を吐くと、コウはシートベルトを締めた。

　法が定めているからではない。自分の命を守るため。

（……ああ、確かに部長の言うとおりだ）

（免めん許きよはなくても運転は、できらぁな。縦じゆう列れつとかは別だけど、走らせることは──）

　シートベルトを着用し、あらためてハンドルに手を置くと、片側のドアは開いたままに──

　コウはアクセルを踏みこんだ。




　　　４．じゃんけんの法則




　リムジンは大きな割に軽快で、揺れもなく、まるで水面下のエイのごとくにすうーっと動いた。タクシーやましてや『ザ・ビートル』とは段だん違ちがい。さらにトレーラーが片側を大きく開けていてくれたため、運転がうまいとは言えないコウでもすんなりと、前に出ることができた。

　前方の、

　十五メートルほどさきに『ザ・ビートル』が、右に左に大きく動き二台のリムジンを前に出させまいとしているのが見える。窓を開けると、すさまじい風と熱気に混じって「とまれ！」なんて叫ぶ声が聞こえる。たまにパンパンという銃じゆう声せいも。撃うってやがる。ならば何も遠えん慮りよする必要はない。コウはよし、と気合を入れた。コウのリムジンジャックがまだ気づかれていないなら、一台はどうにかできるかもしれない。『ザ・ビートル』の蛇だ行こうにつられて片側によったリムジンの横につけると、コウは開いた窓からビートルに発はつ砲ぽうしている男の顔にスタンガンの狙ねらいをつけた。男がそれに気づいた瞬しゆん間かん引き金を引く。正確に二発のゴムの弾だん丸がんで、後部座席と助手席、二人の男の姿が消えた。ハンドルを切り、リムジンをさらによせていく。ぶつけていったのでリムジンのドアはますます傷だらけになったろうが意に介かいさずに窓からなかをのぞきこむ。あっけに取られた男が二人に気き絶ぜつしているのが一人──畜ちく生しよう、運転席と後部座席の間の敷しき居いがあがっているため前方の様よう子すは分からない。リムジンにリムジンをぶつけこすりつつコウはまえに出、気き絶ぜつした男がだらんとしている助手席の窓からゴムの弾だん丸がんを続けて撃うちこみまくった。撃ちこみまくった何発目が当たったのかは分からないが、ようやく運転手がハンドルのうえに突つっ伏ぶしたので最後に一回、景気よくリムジンを横よこつ腹ばらにぶつけたあと、窓を閉めつつすぐに離れる。気き絶ぜつした運転手は、その胸でクラクションを鳴らし続けていた。危険を知らせるかのように。クラクションがやかましいなか、閉まりつつあるコウのリムジンの窓に、がんがんと、何発か銃じゆう弾だんが当たった。運転手不ふ在ざいのリムジンの、後部座席から銃じゆう口こうが突き出されているのが見える。そりゃこの距離なら外すまい、このガラスが防ぼう弾だんじゃなかったらおれは死んでるぞそしたらどうするつもりだったんだこちらはゴムの弾丸使つかっているのに、と気分の悪いものを覚えつつ、冷静に、自身のスタンガンに新たにペレットを補ほ充じゆうする。もっとも、こちらも実じつ弾だんを使わないのは単にもったいないからで（何しろ十七発しかない）、向こうの心配をしているわけではないが。

　運転手が倒れたままのリムジンは、何事かとよってきたもう一台のリムジンの後部に追つい突とつ、そのままガードレールに当たって跳ね返った。そこでようやくクラクションが止まったが、危険は去ってはいなかった。完全に横腹を見せた車体に、今度はトレーラーがぶち当たる。トレーラーはびくともしないがリムジンは横ではなく縦たてに回転、壮そう絶ぜつに撥はね飛ばされて山さん壁べきへとぶつかっていく。

「うわぁ」

　腹を見せ、山壁に縦によりかかり、再び鳴らし始めるクラクション。

　一部始し終じゆうをバックミラーでながめつつ、うわ、うわぁ、とコウは思った。ありゃ下へ手たすれば死んでるぞ？　だが、トレーラーももう一台のリムジンも速度を変えず、ぜんぜん気にした様よう子すも見せず、こちらを追っている。

　──と。

　携帯が、胸のうちに震え始めた。

　前方のビートルに、後部ガラスに顔を擦すり付けるようにして携帯を持ったアトリの泣き出しそうな表情が見える。

　コウはジッパーをおろし、内ポケットから携帯を出した。

「もしもし。アトリ？」

「コウにぃさぁん」その表情にふさわしい、今にも泣き出しそうな声。「なぜ、なんで、どうしてそんなところにいるんですかぁ？」

「リムジンのほうが快適だからだ」

「……うっ、ひどいです。あまりにひどいです」うわぁ、声に涙が混ざり始める。「なんであたしをひとりにするんですか？」

「……いや、だからこうして戻ってきたろ？　危険をも顧かえりみず」不ふ敵てきに笑う。「ふふふ」

「……それは……そうですけど……」

　向こうから、コウくん？　代わって！　という声が聞こえた。

　やです！　という声も。

　コウは頭を抱かかえた。「アトリ、先せん輩ぱいに代わってくれ。頼むから」

「うわぁ、コウにーさんまでそんなこと言う……絶対やです！」

　コウはため息、携帯を切った。

　胸にしまい、ジッパーを上げ、アクセルを踏んでビートルのよこへとリムジンを走らせる。

　窓から身を乗り出して手を振ってくるアトリと美み樹きには特に大事はないようだ。運転は三み束つか元もと生なりが代わっている。ＢＯＳＳの姿はよく見えないが……

「無事ですか？」コウはたずねた。

「無事です！」とアトリ。「コウにーさんは？」

「なんとかな」

「こちらも、なんとかね」うなずく美樹。「でも、びっくりしちゃった。いきなり車を降りたかと思ったら、リムジンに乗って戻ってくるんだもん」笑う。「……かっこいいなぁ。もてるわけだよ」

「誓ちかって言いますが、これはおれの流りゆう儀ぎじゃありません……やめてくださいよ。それより」美樹をじろっとねめつける。「……なんで追われているんです？」

「説明はあと。多分そんな暇ひまないな」美樹は後ろを見た。

　コウもつられて後方を見る。

　最後に残ったリムジンが、トレーラーの後ろに退さがっていっている。

「……？」コウは美樹を見た。「……とにかく、どうでしょう、ビートルからこちらの車に移れませんか？　こっちのほうが快適ですよ？　防ぼう弾だんだし」

「いきます！」アトリが叫んだ。

「だめだ」運転席から部長が言った。

「……なんでだよ」

「ビートルは、ぼくの車」答えかけた部長を制し、視線はなおも後方を見つめたままで口を開く美樹。「……コウくん、よく聞いて」

「はい」

「なんでリムジンが退がったと思う？」

「……なぜでしょう」

「じゃんけんなのよ」美樹は言った。

「へ？」

「このビートルは、オンボロだけど小こ回まわりは利く。だからトレーラーでは追いきれない。でもこのオンボロ・ビートルじゃ、リムジンからは逃げられない。でもリムジンじゃ、トレーラーには太た刀ち打うちできない。分かる？　グーはパーには勝てず、パーはチョキには勝てない」

「……はい」先にトレーラーにあっさりと跳ね飛ばされたリムジンの姿を思い出す。トレーラーはぜんぜんびくともしていなかった。「ははぁ……なるほど」

「だから向こうは、まずトレーラーでリムジン──あなたを撃げき破はしようとしている。でもそれは……逆に言えば、向こうのリムジンさえどうにかできればビートルはトレーラーから逃げ切れるってことなのよね」

「でしょうなぁ」

「……んで、リムジンに対抗するのは、オンボロでぺらぺらな車よりも防ぼう弾だんで重じゆう厚こうでエアバッグのついた車のほうがいい……分かるよね？」

「はっはっは」コウは笑った。「いっそ死ねと言ってください」

　沈ちん黙もく。

　ため息をつき、コウは言った。

「えと、バックするときはどうすればいいんですかね、これ」

「待ってください！」アトリが叫ぶ。「コウにーさん、後ろの窓を開けてください！　あたしそっちに移りますから！」

　コウは首を振った。「ダメだ」

「なぜですか？」

「なぜも是ぜ非ひもあるか。ちゃんと戻ってくるから待ってろ」

「そんな、やです、一緒にいます！」

「堂どう島じまコウ」部長が口をはさんだ。

「……なんだよ。アトリを連れてけってんならダメだ。絶対ダメだ」

「いや、違う」首を振る。「もうすぐ道が広くなる。チャンスを作ろう」

「……」前を見る。緩ゆるやかな坂の直線は、二車線が一時的に三車線になっている。意図を理解し、コウはうなずいた。トレーラーが、簡単にコウを後ろにいかせてくれるはずがない。道が広くなるいま以外にチャンスはない。相変わらずの部長の幸運に舌を巻きつつ、コウはあらためてハンドルを握った。「頼むぞ、部長」

「いいとも。美み樹きさん、運転を頼む」部長はシートベルトを外すと、大きく息を吸いこんだ。







「緊きん急きゆう避ひ難なん道路──あのリムジンが後ろに抜けようとするなら、きっとここを狙ねらうわね」縹はなだ組ぐみの女おんな組長、縹撫なでし子この言葉に、ああ、と海かい藤どうはうなずいた。

「大丈夫。抜かせたりはしない。なにしろこいつはでかいし長い。たとえ横に入られても、コンテナでつぶしてやれる」

「……あのリムジンに乗っているのは、あなたの知り合いかもしれないけど」

「いまのおれは」海かい藤どうは表情を変えず、言った。「雇われのプロだ。プロのトラック運転手だ。仕事に手は抜かねえって。嬢じようちゃん」

「嬢ちゃんはやめて」渋しぶい顔をする。「あたしはもう子供じゃない」

「いつだって、あんたはおれの嬢ちゃんさ」海藤は微笑ほほえんだ。「あんたのおしめ姿だって昨日のように思い出せるよ。あのころはかわいかったなぁ」

「……悪かったわね」

「いや、いまは美人だよ……ああ？」前方をねめつける。「……何やっているんだ？　ありゃ」

　ビートルの、運転席のドアが開く。

　いや……

「……何？」

　車から半身を乗り出し、そしていきなり車体からドアをもぎ取る三み束つか元もと生なり。その一部始し終じゆうを、信じられない思いで海藤はながめた。車からドアをもぎ取るだと？　どれほどの怪かい力りきがあればそんなことをできるのだ？　あっけにとられた次の瞬間。

「……？　うわ！」

　海藤はあわててハンドルを切った。が、無む駄だだった。三束元生が力いっぱい放り投げたビートルのドアは空高く舞い、見事にトレーラーのフロントガラスにぶち当たった。安全加か工こうのガラスに、たちまち白い亀き裂れつが入る。亀裂に邪じや魔まされ前が見えない──

「畜ちく生しよう！　リムジンはどこだ？」

　助手席で、撫なでし子こが短たん機き関かん銃じゆうを構えた。

　弾だん丸がんを掃そう射しやしてガラスを落とそうというのだろう。が、それでは間に合わない。いちかばちか、海藤はハンドルを山側に切った。最後に見たとき、リムジンがそちらよりだったからだ。しかし予想は裏切られた。弾丸によりガラスが掃はらわれクリアになった視し界かいのなかで海藤が見たのは、こちら向きにドリフトしているコウのリムジンの姿だった。こちらを向き、山側ではなく谷側からよこに抜けようとしている姿──バックではなく、前進で。

「やる！」

　ギアをシフトし、トレーラーブレーキ、慣かん性せいのままにハンドルを切る。リムジンの向かった谷側ではなく山側へ──コンテナが谷の方へと向かうよう。リムジンがよこに出るのはもはや、食い止められない。だがこの巨大なコンテナからはたしてのがれられるのか？　谷側に向かった以上、跳ね飛ばされれば谷底へ──

「──海藤！」

　撫子の声に、視線をサイドからフロントへ移す。

　そして海藤は、前方に二枚目のドアが舞っているのを見た。

　もう窓はない。

　直ちよく撃げきすればえらいことになる。

「畜ちく生しよう！」あわててさらにハンドルを切る。ワーゲンのドアはトレーラーの窓まど枠わくにぶつかりはね落ちた。が、ハンドルを切りすぎたため深くくの字ジヤツクナイフに曲がった車体にいい感じでブレーキがかかり、コンテナの動く方向が変わった。それは一瞬だったが、リムジンが通るにはじゅうぶん過ぎる『隙すき』であり、コンテナがガードレールに直ちよく撃げきしたときにはすでにリムジンは後ろに抜けていた。落ち着き逆ぎやくにハンドルを切り、ガードレールを突き破ったコンテナが谷に落ちる寸すん前ぜんに車体を立て直すと、海かい藤どうは頭を振り、言った。「……すまん」

「……」

「向こうのがうえだった」

「……いいわ」必死で握り締めていたアームレストを離し、何事もなかったようにうなずくと、撫なでし子こは言った。「それより美み樹きを追って」

「ああ」うなずく海藤。「分かってる」

　撫子もうなずくと。

　後部ドアからコンテナに向かった。







　必死でトレーラーの脇を抜け、さらにリムジンの脇をも抜けると、コウは覚えたばかりのドリフトで急ターンした。が、今度は失敗、山やま肌はだに側面をぶつけてしまう。だがまぁおかげでずっと開きっぱなしだった片側のドアを閉められたので結果オーライというところか。

　両面が傷だらけになったけど。

　慣れないバックで車体を立て直し、アクセルを踏む。

　前方にはトレーラーとリムジンが一台。

　コウの狙ねらいは当然リムジン。

　だが、いったいどうするか──

（……やっぱり、シートベルトとエアバッグを当てにするしかないか？）

　ガンガンゴン、と景けい気きのいい音が響ひびく。リムジンが撃うってきている。自分たちの車のくせに防ぼう弾だんだということを理解していないらしい。コウは手を伸ばし、助手席側の窓を開けた。ぐんぐんとリムジンに迫ったところで。

　トレーラーの、縹はなだの文字が二つに割れる。

「──！」

　リアゲートが開き、だれかが立っているのが見える。コンテナのなかは薄うす暗ぐらくてよく見えなかったが、和服の女性の姿は分かった。おそらく彼女が縹撫子──薄い藍あい色いろ（いわゆる『はなだ色』なのだが、コウはその言葉を知らなかった）の和服に身をつつんだ上じよう品ひんな女性の姿に、コウは思わず見み惚とれた。イハナが大きくなったらきっと、ああいう感じになるのではないだろうか。りん、とした涼しげな色が眼めに心地いい。美樹のような人なつっこさこそうかがえないが、代わりに人を寄せ付けない、氷のような美しさがある。そしてその真ま逆ぎやくな対たい照しようが、かえって二人の姉妹らしさを際立たせている。

　間違いない。

　彼女こそ美み樹きさんの姉、縹はなだ撫なでし子こその人だ。

　彼女が左手に持った何か長い筒つつが、さらにその感を強める。和服に兵器──いいじゃない？　ところであれはなんだろう。コウは先の大爆発を思い出した。そうだ、彼女は機き関かん銃じゆうを持っている。だがあれは、機関銃というよりも──

（そう、兵器……え？）

　和服の女性の口が開く。が、何を言っているのかは聞こえなかった。ついで、女性は長い筒を左肩に乗せ、さらに片ひざをついた。着物のすそが割れ、立てたすねと露出した太ももの白さが眼めにまぶしい。だが何よりもコウの注意を引いたのは、彼女のポーズそのものだった。筒を肩に乗せ、片ひざをつき、こちらを狙ねらうあのポーズは──あわててアクセルを踏み、向こうのリムジンに近づける。そうすればあの人も撃うてなくなるだろう、とはとても思えなかったが、コウはそれでもアクセルを踏み、ほとんどリムジンにくっついた。それ以外にやりようはない。離れても、Ｕターンしても、多分あれからはのがれられない──







　リムジンがもう一台のリムジンの後ろにくっついていくのをながめ、撫子は唇くちびるをゆがめた。なかなか面白い判断をする少年──堂どう島じまコウと言ったっけ？

　いい人材。

　だが美樹の味方をしている。

　唇をなめ、先せんの言葉を繰り返す。

「言ったわよね、巻きこまれたくなかったら、離れていろ、と」わざわざ関係ない、とか念ねんを押しに来たくせに、なぜ？「対岸の火事としゃれこめないなら、火ひの粉こをかぶっても仕方がない。覚かく悟ごは当然あるのよね？　なら、あたしはだれにも容よう赦しやはしない」

　あのリムジンを残しておくと、美樹を捕らえるのが難しくなる以上、ほうってはおけない。自分の言葉を、そして覚悟を証明するかのように、撫子はロケットランチャーを構えた。弾だん頭とうから火か薬やくは抜いてあるが、それでも破は壊かい力はじゅうぶん。手て順じゆんを確認。キャップは外した。安全ピンも抜いた。あとは引き金を引くだけ。

　一瞬微笑ほほえむと。

　撫子は躊ちゆう躇ちよもなしに引き金を引いた。発はつ射しや薬やく点てん火か、後部の排はい出しゆつ口こうから発射炎えんが噴ふん出しゆつし、コンテナ内を朱しゆに照らす。秒びよう速そく百二十メートルで射出されたロケット弾だんは安定翼よくが開く暇ひまもあらばこそ、コウの乗るリムジンのボンネットをあっさり貫つらぬいた。エンジン部を破壊され爆発、爆音を立てリムジンがたてに持ち上がり、地面に叩たたきつけられていくのを無表情にながめる。ついで、こちらのリムジンの無事を確認すると、撫なでし子こは何事もなかったかのようにきびすを返し、運転席に戻った。

「始し末まつしたわ」

「撃うつなら撃つと言ってくれよ」海かい藤どうがぼやく。

「運転に支し障しようが出る？」

「……いや」

　ふ、と笑い、撫子は自動車電話を取った。

「仲なか河がわ、聞こえる？」

『……姐あねさん』男の声。

「急いでまえに出て、ビートルを止めて。手て荒あらな方法でかまわない。この山を越えられたら──」

『姐さん！』金かな切きり声。

「……なに？」

『あのガキは、生きてます！』上ずり声で叫ぶ。『信じられねぇ！　寸すん前ぜんで脱出しやがった。しかもなんか透明な糸で、このリムジンにくっついている！』

　撫子は絶ぜつ句くし、海藤を見た。

　視線を合わせ、海藤はくっくっと笑った。「なんてったっけ？　さすがは……悪あく魔まのミカタだよ」小さく付け足す。「……やっぱり翔しようの息子むすこだな」

　海藤がくっくっと笑っているころ、コウもくすくす吹き出していた。リムジンから五メートルほど後ろを、時速六十キロほどの速度で硬いアスファルト上を引きずられつつ。うわ、むちゃくちゃ痛い。特殊ジャケットの効果が疑わしいほど痛い。しばらくはベッドで眠れなくなるかもしれない、立って寝なければならないかもしれない、なんてアスファルトのうえを跳ねながら、笑う。もちろん、生きていられたらの話だが。スタンガンを使い、なんとか特殊繊せん維い（接着カプセルつき）を打ち出してリムジンにくっついたのはいいが（いや引っ張られて引きずられているんだけれど）、さて、これからどうすればいい？

「手を離せ！」リムジンから顔を出し、男が叫んだ。「くっついていてなんになる！　もう何もできないだろうが！」

　それはそうなんだけどな、と笑いながら思う。畜ちく生しよう、どうしておれは気き絶ぜつしないんだろう。どうしてこの状況で、いまだリムジンにくっついていたりするのだろう。バカか？　おれは。これ以上何なにができる？　ひと思いにあきらめてしまえ。そうすれば楽になれる。だが、道路をバウンドし、カーブでガードレールに直ちよく撃げきしても、コウの手は離れなかった。もっとも糸は手て袋ぶくろに接着してあるわけで、この状況で手袋を脱げというのがまず無む茶ちやな話なのだが。

　それが自分の意い思しかも分からず。

　必死で糸にしがみつき──

「死にたいのかおまえは」あきれたように、リムジンから顔をのぞかせた男が言った。

「……いっ……そ、殺せ……や」つぶやいて、コウはなおも笑い続けた。急激な怒りを感じつつ。死にたいのか、だと？　てめぇがおれを殺そうとしているくせに死にたいのかとか言ったのか？　ふざけるな、と怒りとそして笑いの発ほつ作さにつつまれる。やるならやれよ。もっとも、もしもそれが失敗したら、おれはおまえを許さない。絶対に。だからやるなら慎しん重ちようにやれ──口に言葉をかみ殺し、笑い続ける。

　本当のところ、

　ほかにどうしようもない、笑うしかない現状だった。







　リムジンが宙に舞い上がり落ちていくのをビートルの後部座席からとらえ、アトリは「うわぁ」と声を漏らした。

「……信じられない」美み樹きもうめく。「何なに考えているのよあの人は」声にパニックの響ひびきが混じる。「……うそ……やだ、どうしよう……」

　──肩に置かれる温かい手。

「……もっちゃん……」

「大丈夫。堂どう島じまコウなら無事だ」相も変わらず根こん拠きよもないのにぜんぜん気休めとは思えない、確信に満ち満ちた声で部長は言った。「心配する必要はない。うん」

「でも……」

「ええ。コウにーさんは無事です」アトリもうなずいた。「それは感じます。ああ、でも、どうしましょう。分かります。コウにーさんはいま、とってもやばい状況です！」叫ぶ。「ぶちょさん！」

「うむ？」

「ドアを一枚、くださいますか？」

「ええ？」美樹はアトリを見た。

　ポーチから『悪あく魔まのミカタ・七つ道具』を取り出しつつ、アトリはうなずいた。「あたし、これからコウにーさんを助けにいこうと思うのです」

「だめよ！」美樹は叫んだ。「何をする気か分からないけど、危険よ！」

「理解してます」

「してないわ！」

　アトリは糸巻きと接着カプセルを取り出し、美樹を見た。

　そして言った。「ですが美樹さんは、ぶちょさんが好きなのでしょう？」

「え？」

「だから二人は危険でも、一緒にいるのではないですか？」

「それは……そうだけど」

「ならばあたしもそうなのです」うんうん、とうなずく。「だからあたしはコウにーさんを助けに行きますし、あなたがたにはそれをとめる権利はないのです」

　幼いながらも断だん固ことしたアトリの口く調ちようにひるむ美み樹き。

「……でも、あたしたちはもう大人おとなよ。あなたはまだ子供じゃないの」

「そ、それは、Ｈの有う無むを言ってるですか？」ぼっ、と顔を赤くして、アトリは言った。「いやですよぉ美樹さん。そんなのはハレンチです。イハナさん風ふうに言えば、はしたない、です！」

「……いや、違うって」

「とにかく、あたしは行くと決めたのです」あらためて部長を見、アトリは再度、言った。「ですから、ドアを一枚いただいてもかまいませんか？」

「うむ」あっさりと部長は答えた。「もちろんいいとも。かまわない。逃げるときは、後ろにいろいろ放るものだ」

　ちょっと！　と部長に食って掛かった美樹を尻しり目めに、アトリはぼこっと、『ザ・ビートル』三枚目のドアを取り外した。




　　　５．アトリ、発進




　コウを始し末まつするために短たん機き関かん銃じゆうを構えコンテナに戻ろうとした撫なでし子こをとめたのは、海かい藤どうの「うわっバカ！」という仰ぎよう天てんした声だった。

　風の吹き込むフロントから前方をながめ、こちらも驚く撫子。

「ええ？」

　小学生ぐらいだろうか女の子が、なんとフォルクスワーゲンの後部座席のドアを外し、道路に落とそうとしている。いや、それだけならまだしも、あの仕し草ぐさは──

「──あっ」

　少女がドアと一緒に道路に落ちたのを見て、撫子は思わず息を吐いた。

　が、次の瞬間眼がん前ぜんの光景に思わず息を吞のむ。

「……うそ？」

　ドアに乗って道路に落ち、しかし転がりもせず見事にドアに乗ったまま、ひざ立ちから徐じよ々じよに徐々にと立ち上がる少女。しかもビートルのドアは、なぜかビートルに引かれてついていっていて──

「信じられねぇ」海藤もつぶやいた。「あのガキ、道路でスキーをしてやがる！　しかも車のドアで！」

　ここからはよく見えないが、おそらく堂どう島じまコウがリムジンに取り付いているのと同じものであろう糸を使って『ザ・ビートル』に牽けん引いんされ、しかもビートルのドアを使って少女は道路でスキーをしていた。水のうえならともかく硬いアスファルトのうえで？　と心中嘆たん息そくする海かい藤どう。どれほどのバランス感覚があれば、そんなことができるんだ？

「なんなのよ、あの子」撫なでし子こはつぶやいた。

　とくに答えを求めていたわけではなかったが、

「多分あれが堂島アトリだ」海藤は口の端はしを持ち上げ答えた。「堂島コウの妹だ。何でも宇宙人にさらわれていたのが最近戻もどってきたらしい。もしもその話が本当なら、そりゃあタフに育っているだろうな……あっ！」

　少女を乗せたドアが、急きゆう激げきにビートルから離れていく。トレーラーに向かってくる。糸が切れたのだろうか。いや違う、と海藤は感覚的に思った。少女が自ら牽引を切ったのだ。堂島コウを助けるために。







　バランス感覚を確認、脳のう内ないでいくつかシミュレート、最後に直線道路が続くのを確認し、アトリは専用の溶よう液えきを使い特殊繊せん維いを溶かして切った。がくっ、と衝しよう撃げきが走り、ボード（もはやそれはドアではない。不ぶ格かつ好こうだが確かにボード）が跳ねるのを、まったくあわてず冷静に、制せい御ぎよする。あっさりとバランスを取り戻すと、ボードの上にひざ立ちにかがみ、なんら臆おくすることなくアトリはトレーラーの車体のしたへと潜もぐっていった。頭のうえを通り過ぎる巨大な鉄の塊かたまりに、冷静に新たな繊維をくっつける。激しく回る糸巻きの回転数を信じられない動体視し力りよくで数え、必要な長さを計測する。そうした一連の行こう為いをまったくよどみなく行う──

　いまのアトリに感情はない。

　感情は、経験から生まれる。

　だから生まれたばかりの赤ん坊は、明確な感情をまだ持たない。喜びは甘いものやおいしいものから覚え、怒りは生理的反はん応のうが引き起こす。哀かなしみは孤こ独どくが呼び、楽しみは両親の笑顔が生み出す。そうした経験が重なって、初めて一個の感情になる。喜き怒ど哀あい楽らくという感情は、生まれつき持つ反応の種たねに経験という水を与えて初めて芽め生ばえるものなのだ。そして、実は悪あく魔まであり、生せい後ご一年経たっていない言わば赤ん坊のアトリは、その経験の不足からいまだ自身の感情に乏しい。普段はイーチャーズレコードという『事じ象しようの記録』から見習い悪魔として許されている限りのアクセス権を使って同年代の人間の経験とリンクしそれを自分の経験として使っているため人間らしく振る舞えるが、リンクを切るととたんに感情を持たない悪魔の雛形レギオンに戻ってしまう。

　だが、感情がないということは。

　恐怖や興こう奮ふんという生理的反応にまったく影えい響きようされず、機械のように精せい密みつに冷静に行動できるということでもある。

　イーチャーズリンクを切ったいまのアトリは、一個の機械──有ゆう機き的なロボットとでも言うべき状態だった。だからすさまじいスピードで道路に落ち、巻きこまれれば即そく死しであろうトレーラーのしたをバランスの悪いボードで滑っていながら、何の恐怖も感じなかった。だからこそ、完全に状況を制せい御ぎよできる。こんなことを平然とできる。いまアトリが考えるのは死の恐怖でも混乱でもなく──

（コウにーさんを助ける）

（そのために、私は存在している──）

　時速六十キロで走る巨大なトレーラーのトンネルは、あっという間に終点が来た。アトリはひざ立ちにバランスをとり、冷静に、目前に迫るリムジンを観察した。トレーラーはともかく、リムジンのしたは通れない。一瞬でそれを見て取り、目もく測そくで、しかし正確に距離と速度を測り、トレーラーのしたから抜け出た瞬間。

　ボードから、背はい面めん跳とびにジャンプする。

　リムジンの運転手はさぞかし驚いたことだろう。トレーラーのしたからいきなり少女が滑ってきて、消えたかと思ったらいきなりボンネットのうえに現れたのだから。何がなんだか分からなかったに違いない──少女がワンピースのしたに、水みず玉たまの子供なパンツをはいているということを除いては。きれいに身体からだをよこにしてボンネットに飛び乗ったアトリは、慣かん性せいと速度の命じるままにころころころと転がった。転がっているからダメージはない──正月の芸で傘かさのうえをいつもより多く回っておりますボールのように、アトリはボンネットフードをころころ転がり、水玉を見せてフロントガラスをうえに向かって転がっていった。ルーフもころころ転がった。何しろ突然、水玉パンツの少女が降ってきたのだ、リアウィンドゥからコウの様よう子すをうかがっていた男は度ど肝ぎもを抜かれたことだろう。だが一番驚おどろいたのは、コウだった。地面を引きずられていたコウは、まず前方から何かが向かってくるのに気づいた。それが何かは分からなかったが、この速度で直ちよく撃げきすればとんでもないことになるのはじゅうぶん想像がついた。だがどうやってよければいい？　手も足ももう関かん節せつが伸びきっていて、身じろぎひとつできそうにないというのに。それでも必死でなんとか、身体を動かそうとした瞬間──

「コウにーさん！」

　視線をうえに上げ、コウはわが目を疑った。

　アトリが、妹が、バレリーナよろしくルーフをこちらにころころ転がってくる──？

「……バカ？」

　やばい！　落ちる──？

　ルーフを転がり落ちた瞬間、アトリはバンパーを蹴けりあざやかに体勢を整えた。ちょうど滑り出てきたボードに水玉から落ちる。ボード？　それがビートルのドアであるのはもはやコウにも一いち目もく瞭りよう然ぜん。だめだ、よけられない。このままじゃアトリごと──

「──？」

　アトリが浮いた。

　いや違う。トレーラーに端はしをつけた特殊繊せん維いの糸巻きの回転を止めたため、アトリの身体からだにブレーキがかかったのだ。トレーラーからリムジンのうえを経由した特殊繊維に引っ張られ、アトリの身体が宙に浮き、次の瞬間アトリの腰からポーチと一緒に糸巻きが壊こわれ、はじけて飛んだ。が、そのわずかな刹せつ那なにアトリは両足で思い切り、ビートルのドアを蹴け飛とばしていた。谷方向に。

　コウの目前で軌き道どうを変え、谷方向に向かっていくドア／ボード。

「コウにーさん！」

　そのままコウに抱きつくアトリ。三十キロ弱に引っ張られ──

「いてぇ────────────────────────────────よッバカ！」

「まだです！」

　なに？　と前方を見る。

　リムジンのリアガラスから、恐怖にゆがんだ男の顔が二つ、見える。その唇くちびるが、そんなバカな、的な言葉をかたちづくった。リムジンにいまやアトリと一緒に引きずられつつ、ふと、コウは後方を、さっきビートルのドアが向かっていった谷側のガードレールを見た。落っこちていてもおかしくないドアが、不自然な形でガードレールに引っかかっているのに気づく。いや、引っかかっているのではなく──

　巻きついている。特殊繊維で。

　ドアの巻きついたガードレールが、こちら側へと変形し出す。コウは再びリムジンに視線を戻し、エアバッグが作動しているのに気がついた。リムジンって後部座席にもエアバッグがあるんだなぁ、と妙みようなことに感心する。だがなぜエアバッグが作動したのか？　簡単だ、衝しよう撃げきを受けたからだ。アトリはこちらにころころ転がってくる最さい中ちゆうに、ドアとリムジンをつないだのだ、特殊繊維と接せつ着ちやく剤ざいで。ガードレールに引っかかったドアがイカリの役目を果たし、リムジンに急ブレーキがかかり、その衝撃で作動した。つまり──

　ガードレールを支点に、リムジンが谷側へと横よこ滑すべりを開始する。

　と同時にコウとリムジンをつないだ繊維がたわみ、コウは地面に引っかかって転がり始めた。

　動かぬ身体を必死で丸めてアトリを抱きしめかばいつつ、コウは時速六十キロから生まれた慣かん性せいにごろごろごろごろ転がった。もしかしておれはとっくに死んでいるのではないだろうかと思いつつ、転がっていく。ごろごろと。転がりつつ、アトリに眼めで右手をうながす。悟さとり、すぐにコウの右手から手て袋ぶくろを脱がせ始めるアトリ。手袋には繊維が接着され、その端はしはいま、リムジンとともに谷へと向かっている。舞まい原ばる家の科学力が生み出したこの特殊繊維と接着剤は、特殊な溶液を使わなければ切れないし、剝はがすこともできない。急いで手袋を脱がなければ、コウはなんの義ぎ理りもないリムジンと運命をともにすることになる。特殊繊せん維いにより強制的に進路を変えられたリムジンはほとんど速度を減げんぜずに、横よこ滑すべりのためブレーキも効かないままでガードレールにぶち当たり、なぎ倒し、そのまま谷底へと跳んだ。そのかたわらをごろごろと転がりながら、必死で手て袋ぶくろを脱がそうとするアトリ。が、転がっているためままならない。そうしている間にも、手袋とリムジンを結ぶ糸のたわみがするすると、消えていく。このままでは──

（──！）

　たわみが消えた。

（──だめだ）

　もはや手袋を脱ぐのは不可能──そう判断し、谷側へと引っ張られる寸すん前ぜん、コウはアトリを突き放した。慣かん性せいのままに前方に転がっていくアトリとは逆に、自分は谷側へと引きこまれていく──

「──コウにーさん！」

　……笑顔を見せて。

　コウは谷に向かって跳んでいった。







「コウにぃさぁぁぁん！」両手を口に当て、アトリは叫んだ。「だぁいじょぉぶですかぁ？」

「だぁいじょぉぉぉぶだぁぁ！」道路から十メートルほどの谷たに肌はだあたりをぶらぶらしながら、コウは叫び返した。ちなみにその五メートルほどうえでは、リムジンがやはりぶらぶらしている。そして自分より大きな自動車が頭のうえでぶらぶら揺れているのは正しよう直じき気持ちがいいものではない。

　ちなみに谷底までは、百メートルはあるだろう。

　ぱたぱたぱた、と音がして、

「トレーラーはいっちゃいました。リムジンの方々は、全員気き絶ぜつしているみたいです」黒こく翼よくを広げたアトリが飛んで、というより浮ふ遊ゆうしてきた。さすがは悪あく魔ま。「でも、運がよかったですねぇ。谷底まで行っていたら、きっとダイブツでしたよ」

「それを言うならオダブツだ」コウは首を振った。にしても確かにたいした接せつ着ちやく剤ざいだ。リムジン一台吊つり下げてまったくびくともしないとは。さすが舞まい原ばる家の科学力──

「お、おいアトリ」うえでリムジンが揺れるのを感じ、コウは急いで言った。「……おれ、多た分ぶん右肩を脱だつ臼きゆうしているっぽいんだけど、おまえの羽で引き上げられるか？」

「とても無理です」首を振る。「でも大丈夫。きっといい手が見つかります！」

　そうだなじっくり考えよう……頭上に揺れているリムジンをながめ、ため息をつくコウ。

　まぁいいか。どちらにせよ、役目は果たした。もうコウたちにできることはない。あとはビートル自身にまかせるしかない。大きく息を吸い、吐き、観かん念ねんし、あらためてあたりを見渡して──

「見ろよ、アトリ」コウは言った。「──気がつかなかったな。これは。なかなかいい景け色しきじゃん？」

「そうですね」うっとりとうなずくアトリ。「緑がいっぱい──ああコウにーさん、向こうは紅こう葉ようしてますよ！　夏なのに、気が早いです！」

「山だからなぁ」

「山はいいですね！」

「……そうだなぁ」

　谷のなか、緑や黄色のただなかをぶらぶらと宙に揺れつつ、コウはうんうんうなずいた。そうだ、最近は楽しむことを忘れていたなぁ。前回の怪け我がも治ったし。夏休みだし。舞まい原ばる家というつてもあるんだ、ちゃんと遊ばないとなぁ。

　──そうだ、夏休み中に海に行こう──

　──現実逃とう避ひの合あい間まにも、リムジンの重みはぎしぎしと、少しずつ、道路のガードレールを引き抜き始めていたりしていた。







「なんてこった」リムジンがガードレールを突き破るのをサイドミラーで確認し、海かい藤どうは頭を振った。「あのガキら、やりやがった。リムジンを三台ともつぶしやがったぜ」撫なでし子こを見る。「……どうする？」

「決まっているじゃない」海藤の視線に顔色を変えず、言い放つ撫子。「美み樹きを、追って」

「だが……もうリムジンはない。このトレーラーじゃ」

「この先にまた、直線がある。あと崖がけもね」立ち上がる。「ビートルの、後方五十メートルぐらいにつけて」

「……」

「向こうが悪いのよ」独り言のようにつぶやく。「あたしは穏おだやかにすませようとしたのに、ことを荒あら立だて、あたしを追いこんだ向こうが……」

「……」

　首を振り、かすかに笑えみを浮かべると、撫子はコンテナへと消えた。

　その姿に何をするつもりか悟さとり、海藤はため息をついた。




　　　６．そして、二人は




「……トレーラーの姿しか見えない」窓から身を乗り出し、美樹は部長に言った。「てことはあのあと、もう一台のリムジンも始し末まつしてくれたってことで、つまりコウくんは無事ってことよね！」

「もちろんだ」肯こう定ていする部長。

「……よかったぁ」美み樹きの安あん堵どに同調し、後部座席で跳ねるＢＯＳＳ。

　ちなみに後部座席のドアは両側とも残っていない。もはやビートルには、助手席のドアが一枚残っているだけだった。ＢＯＳＳが落ちやしないかという心配はあるが、ひどい虐ぎやく待たいを受けてきたこの子犬に首くび輪わをつけるのはためらわれる。かと言って動きの激しい助手席に置いておくのもきついし──

「おお？」バックミラーを見、部長が声を上げた。「美樹さん、見ろ。撫なでし子こさんだ」

「わ」美樹は再び窓から顔を出し、姉がコンテナのうえに立っているのを発見した。

　走行中の車の屋根に、背後に白さやの刀かたなを突き刺して、速度にも風にも臆おくすることなく立っている。

　だが何よりも、その頭にかぶっているのは──

「……お姉ちゃん」思わずつぶやく美樹。「本気？」

　車の窓から身を乗り出しこちらを見ている美樹に気づき、撫子はかすかに口もとをゆがめ、はなだ色の着物を片かた肌はだ脱ぬいだ。あたかも射い手てが弓をいるまえに片肌を脱ぐように。さらしのうえに露出した白い肩には小さく縹はなだの一ひと文字。両親が渋しぶるなか無理に頼んで彫ほり師しに入れてもらったその一文字に、撫子の思いのすべてがある。

　片肌脱ぐのは戦せん闘とう体制のしるし。

　美樹にも、これが何かは分かるだろう──微笑ほほえむと、撫子はあらためてヘッドマウントディスプレイ──顔上部を完全に覆おおうタイプ──を装そう着ちやくした。

　スイッチを入れる。

　目のまえに、デジタルを介かいした前ぜん方ぼう風景、さらに撫子の視線をトレースするカーソルが現れる。問題がないのを確認し、撫子はカーソルをビートルに──美樹に合わせた。画面が遠えん景けいから拡かく大だい画面に切り替わる。映し出された美樹の動どう揺ようした顔に、残ざん酷こくな喜びが湧わき上がる。

（これをあたしに使わせたのは、あなたなのよ）

（あなたが抵抗しなければ、こんなもの使ったりはしなかったのに！）

　視線を移し、再び遠景モードに切り替える。

　そして撫子は、ビートルのさらに前方の山やま肌はだにカーソルを移した。あのあたりがいいだろう──拡大し、なおも見つめ続けると、カーソルがターゲットに変わる。ターゲットに変わったのを確認し、ヘッドマウントディスプレイからマイクを伸ばして音声コマンドを入力する。

「──ロック・オン」

　画面に現れる認にん証しようの表示。

　ヘッドマウントディスプレイを持ち上げ肉にく眼がんでまえを眺ながめつつ、撫子は左手を背後に伸ばし、コンテナのルーフに突き刺した白さやの刀──縹組の当とう主しゆの刀──を握った。

　手は柄えに、かかとはみねに押し当てて、衝しよう撃げきに耐える準備を作る。

　やがて、撫なでし子この乗ったコンテナが振動を始めた。

　両りよう側面のゲートが開き。

　姿を見せる短距離誘ゆう導どう型ミサイル。

　合計四発のうち一発をアクティブにして、撫子はあらためてビートルを見た。しばらく待つが、ビートルが速度を落とす気配はない。こちらが何をしようとしているか気がついていないはずはないが──

「──覚かく悟ごはできているってわけね」微笑ほほえみ。

　撫子はコマンドを出した。

「──シュート」

　まるで放るかのごとく無む造ぞう作さに、ミサイルが一発、道路に向かって落とされる。

　ミサイルはしばらく重力にしたがっていたが、道路に落ちる寸すん前ぜんで点てん火か、浮き上がるように前方に向かって飛び出した。先せん端たんと尾び部ぶで動どう翼よくと安定翼よくを展開、さらに点火、加速を開始する。
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　バックミラーに輝くものに、驚く部長。「──なんだ？」

「動かないで」つぶやくように答える美み樹き。「ミサイルよ……ああ、やばい」

　まさに助手席にいる美樹の目と鼻のさきを通過して、ミサイルはビートルの前方に出た。そのまま美しいカーブを描き、崖がけのような山やま肌はだに──撫子が狙ねらった場所に正確に──到達、巨大な穴を開け土ど砂しや崩くずれを誘ゆう発はつする。

「うわ？」道路の半分が土ど砂しやに埋まったのを見て、部長はあわててスピードを上げた。「まだ撃うってくるか？」

「──来るわ」美み樹きはうなずき、

　そっと、握りこぶしをつくった。







　前方の道路の半分が埋まったにもかかわらずまったくスピードを落とさないビートルに、撫子は口もとをゆがめた。

（……そう、退ひく気はないってことね）

（いいわ。ミサイルよりも速くそこを抜けられると思うなら、やってみなさいよ、美樹）

（土砂崩くずれに巻きこまれてもいいのなら、ね）

　この山を越えられれば、そこはもう縹はなだはおろか舞まい原ばる家の支配も及ばぬ土地になる。そうなれば、身み柄がらの確保は難しい。それぐらいなら、いっそ──

「──ロック・オン」しっかりと、白しら木きの柄えを握り締め。

「シュート」撫子は二発目を射出した。







　二発目が放たれたのを視し認にんして、美樹は大きく深しん呼吸した。落ち着け、ミサイルは一気に加速してくる──チャンスは一度しかない。次に土砂崩れを起こさせたら、もはや逃げられない──思い出せ、居い合あいの抜ぬきの練習を。集中し、呼吸を合わせて──

　ミサイルの後方が、推進剤ざいの点火に赤く照らされる。視し界かいの隅すみにそれをとらえ、美樹はひゅっ、と息を吸った。息を止め、次の瞬間──

（いまだ！）

　両手に渾こん身しんの力をこめて、『ザ・ビートル』に残った最後の一枚、助手席のドアを突き開ける。ドアが開いたちょうどそのとき、ミサイルの胴どう体たい部分がそこに在あった。ドアはミサイルにぶち当たり、尾び部ぶの安定翼よくを一枚砕くだいて進路を無理やり変えさせた。両手がびりびりふるえるほどの力強い手ごたえに一瞬歓かん喜きした美樹だったが、次の瞬間凍こおりつく。

（……う……そ……）

　確かに、ミサイルの進路を変えることには成功した。

　が、進路の狂ったミサイルの向かっているさきは──

（……そ、ん、な……）

　美樹の目のまえで狂ったミサイルが炸さく裂れつ、

　道路に大おお穴あなを空あける。

　飛び越えることはもちろん、

　迂う回かいさえできないような大おお穴あなを──

（もう、だめだ……）

　絶望とともに美み樹きは悟さとった。

　このさきには、もはや結末はひとつしかない。どんな抵抗をしても、ああ、もはやそれからはのがれられない。このスピードであれほど深い穴に突っこめば、たとえこの『ザ・ビートル』が最新のエアバッグを装備していたとしても、あるいはリムジンだったとしても、いいやスペースシャトルだったとしても助からない。そう。助からない。恐怖に混乱した頭でも、それは分かる。それだけは分かる。助からない。この速度では、ブレーキを踏もうがドリフトでターンしようが穴に落ちることはさけられない。このスピードで穴に落ちれば、助からない。もはやどこにも逃げ場はない──

（ああ、ああ、そんな──）




「愛してる」




　──恐怖と混乱がうそのように引いていくなか、

　美樹はそっと、傍かたわらの男を見た。

　三み束つか元もと生なりはやさしく微笑ほほえみ、気がつくと、美樹の腰にその温かい手のひらをまわしていた。

　大丈夫、とでも言うように。

　いまさらのようにその温かさに気づき、美樹は微笑んだ。

　見つめ合い。

　そっと、三束元生の手を握る。

　二人は固く手を取り合い。

『ザ・ビートル』と一緒に、死の穴へと飛びこんでいった。







　ビートルのまえに生まれた大穴に呆ぼう然ぜんとしている撫なでし子この耳に、

「嬢じようちゃん、つかまれ！」海かい藤どうの声が届く。同時にトレーラーに急ブレーキがかかるのを感じ、撫子はあわててコンテナのルーフに刺した刀かたなを握り締めた。そうだ、あんな穴に突っこめばこのトレーラーも無事にはすまない。ましてやあのフォルクスワーゲンなんか──

「降りれるなら飛び降りろ！」車体を曲げ、トレーラーブレーキから駐車ブレーキから離り脱だつブレーキからあらゆる制せい動どうをかけながら叫ぶ海藤。が、撫子は降りない。刀を恃たのみとぎゅっと握り締めたまま、前方を──穴へと突っこむビートルを見る。

（──美樹！）

　胸に強烈な痛みが走り、思わず視線をそらしそうになるのをこらえてぐっと見る。そうだ、見届けなければならない。どんな結末が待つにせよ。ビートルが穴へと落ちるのを、縹はなだ撫子なでしこは目をそらさずに、じっと見ていた。一部始し終じゆう。どれほど胸が痛もうと、逃げ出すつもりはなかった。だから撫子は、じっと見ていた。『ザ・ビートル』が穴に飛びこんだ次の瞬間バウンドするようにひょこんと跳ね、何事もなかったかのように穴の向こう側に乗っかるところを黙って見ていた。何事もなかったかのように走っていくのを何も言わずにながめ続けた。ビートルはしばらくのろのろ進み、ゆっくりとガードレールにぶち当たり、しばらくして、ようやく目が覚めた！　とでも言わんばかりにあっという間に加速して、走り去っていってしまった。それを最後まで、撫子はただ、ながめていた。

　──ぽかん、と。

　ビートルが見えなくなってようやく、海かい藤どうの努力が実を結びトレーラーが停止する。

　穴の手前で停止したのを確認し、撫子は、のろのろとコンテナから降りた。そしてふらふらと穴に近づいていった。後ろから海藤が「何があった？」とたずねてきたが答えない。というか答えられない。いまのは何？　何があったの？　この穴に落ちて助かるはずが──ええ？　わけも分からずふらふらと、穴に向かって歩いていく。いま見たものが信じられず、ひょっとしてあれは新種の幽ゆう霊れいで、穴の中には美み樹きと三み束つか元もと生なりとビートルの死体があるのではないか、なんて思いつつ。

　穴をそっと、のぞきこみ──

　足もとで小石が二個ほど穴へと落ちた。







「……ま……待てぇ……堂どう島じま……コウ……」

　聞こえないと分かっていながらも、ランドール・コーンウォークは声を出さずにはいられなかった。

　向こうが気づいていないことは分かっていながらも、文もん句くを言わずにはいられない。

「た、助けてやったんだから、礼ぐらい……言っていけ……」

　さすがにいまのはきつかった──肩を上下させなんとか呼吸を落ち着けさせつつ、ランドールはじっと自分の左手首を見た。なんでエネルギーの残り少ない《タイムタイム》を使ってまで、おれは敵を助けているんだろう。とは思うのだがこればかりは仕方ない。こんなところで堂島コウに死なれては、いままでの苦労が水みずの泡あわになる。そうとも、と乱れた息を整えつつ、ランドールはうなずいた。堂島コウを倒すのはおれでなければならない。正当な決闘で堂島コウを倒し、再び『代行者』に返かえり咲ざく──そのために、ランドールは苦労してこんな辺へん境きようの島しま国ぐにまでやってきたのだから。

（しかし……よりにもよって痴ち話わげんかの最さい中ちゆうとはな）

　けんか？　いや、片方の女は明らかに、堂島コウを殺そうとしている──ランドールはため息をついた。おかげで話がややこしくなり、ランドールは決闘どころかこうして敵を助ける羽は目めに陥ってしまっているのだから情なさけない。だいたい、たった二人の女もさばけないとはそれでも『代行者』かという話だ。『代行者』は、例外なくもてる。もてるから『代行者』になるのか『代行者』だからもてるのかは分からないが、『代行者』はとにかくもてる。なぜならそれが必要だから。なぜなら『代行者』が行き着くさきには──

「……？」

　カラン、コロン、と小石が二つ、落ちてくる。

　ランドールは顔を上げ──




　そして二人は、出会った。




　縹はなだ撫子なでしことランドール・コーンウォークは、そのとき初めて出会ったのだった。




　　　７．納得のいく解答




　明るい、月──

　谷やら大おお穴あなやら山やま越ごえやら、さまざまな苦難を乗り越えようやく電話で言われた倉庫にたどりついたときには、夏の日はもうどっぷりと暮れていた。

　足が棒になり身体からだ中もふしぶし痛み、正直へとへとになっていたが、車庫に入ってドアが一枚も残っていないビートルを見た瞬間、全身から怒りという名の力が湧わき出し、コウはずんずんと車庫の奥、入り口に向かっていった。もっともその怒りには、その目でビートルの無事を確認したことによる複雑な安あん堵どの気持ちも幾いく分ぶんこめられてはいたが。ああ畜ちく生しよう、あんたら、おれとアトリをいったい何に巻きこんでくれたんだ？　いやそれ自体は悪くはない。ぜんぜんいい。巻きこまれないよりは巻きこまれたほうがぜんぜん安心できる──それが友だちというものだ。が、せめて事情は説明しておけよ！　畜生！　無事だったからよかったものの──

「──部長！」叫びながらドアを開け──




　純白のウェディングドレスに身をつつみ、

　はにかんだ笑顔を浮かべた美み樹きの姿に息を吞のむ。




「きゃーっ！」かたわらでアトリが嬌きよう声せいを上げた。「美樹さん、すてきです！」

　アトリの声に、立ち上がる部長。「おお、堂どう島じまコウに堂島アトリ。遅かったな」

「わ、悪い」仰ぎよう天てんのあまりなぜだかコウは謝った。「……そ、それで、美樹先せん輩ぱいは、その……」

「ああ、いま仮かり縫ぬいの最さい中ちゆうでな。……本当は、ぼくは見てはいけないらしいのだが……そうそう」二人にあらたまって向き直り、かしこまって口を開く。

「それでは、あらためて頼むとするかな。堂どう島じまコウ、堂島アトリ」

「……あ、ああ」

「はい！」

　部長は、言った。




「ぼくたちは、結婚する」




「……はうあ」コウはうめいた。

「すてきです！」手を叩たたくアトリ。

「……それでね」微笑ほほえみながら美み樹きが言う。「だれも呼んでいない、内うち輪わだけの式なんだけど……二人に立ち会って欲しいの。アトリちゃんにはあたしの介添えブライズメイドとして」

「そして堂島コウ、おまえはぼくの付き添いクルームズマンとして」部長は深々とうなずいた。「ぼくらの結婚を、二人で祝福して欲しい」

　何も言わず、考えず、うなずくコウ。

　否いやのあろうはずがない。

　うなずき、そのままその場に座りこむ。身体からだ中から一気に疲れが噴ふん出しゆつする。聞きたいことがあったはずだが、なんかもうどうでもよくなり、そのままばたんと床に倒れ。

「は……ははは……は……」笑い出す。

「どうした？」きょとんと三み束つか元もと生なり。

「……い、いや、さ、さすがは部長だなあ」

「？」

　さすが、と、思う。

　そうだ、もうそれ以上、何も聞く必要はない。

　コウは笑い続けた。

　本当のところ、それは、実に見事な。

　満足のいく解答だった。







その日の夜







　　　１．コウ




　夜空は高く晴れ上がり、満まん天てんの星空は明日の晴天を約束していた。

　明日も、きっと暑くなるだろう。盆ぼん地ちである日ひ炉ろ理り坂ざかは、正しよう直じき夏は湿気が多く過ごしやすいとはいえない。らしい。生まれたときから日炉理坂にいるコウには他の土地のことは分からないが。旅行をしたことはあるが、土地というのは住んでみなければ本当のところは分からないもの。

「明日は暑くなりますね」スタンガンの整備をしつつ、アトリが言った。

　コウはたずねた。

「……それ、いったい何なん丁ちようあるんだ？」

「全部で五十一丁あります。弾たまは五百九十四発」

　よくもそんなに用意できたな、とコウはあらためて部長の人じん脈みやくに畏おそれをなした。全部コウが持っているのと同じ舞まい原ばる製のものだったが、おそらくイハナはこのスタンガンのことは知るまい。

「……それを全部、今夜中に整備する気か？」

「そりゃそうですよ。だって使うのは明日なんですよ？」まかせてください！　と胸を張る。といっても張るほどないが。「あたしは、こういう作業がとっても得意なのでした！」

「……いつも思うんだが」身体からだを起こし、アトリを見る。「銃じゆうの整備ができたり……おまえの知識はどうして妙みようにかたよってんだ？」

「あたしの知識はすべて、イー……」口を手で押さえる。「……いえいえ、それは秘密なのです」

「なんで」

「綾あやさんとイハナさんに言われたのです。コウにーさんには言わないほうがいいって」

「……ふぅん。そっか」へー。

「あたしってミステリアスですか？」

「とっても」

「うふん。……あ」アトリが顔を上げた。「ＢＯＳＳさん！」

「……なんだ、また追い出されてきたのか？」

　コウは独特のテンポで飛び跳ねてくる子犬の向こう、広がる丘おかをながめた。

　遠く、『ザ・ビートル』のシルエットが見える。

　三み束つか元もと生なりと美み樹き先せん輩ぱいはそこに寝て、コウとアトリはここで寝ね袋ぶくろ。ホテルを使わないのは縹はなだ組ぐみに見つからない配はい慮りよ。先の倉庫の持ち主は倉庫を使っていいと言ってくれたのだが──

「よう、ＢＯＳＳ。ああそうだ」枕まくらにしていたジャケットを探る。「おれはちゃんと、覚えていたぞ。ほら」

　取り出したのは枝のない、すべすべした木の棒（はっきり言えばすりこぎ。帰る道すがらゴミ捨て場で拾ったもの。いやもちろん洗ったし）だった。投げようとすると、自分に投げつけられると思ったのだろう、ＢＯＳＳは一いつ瞬しゆん固まった。が、遠くに放られたのを見て大喜び、小こ躍おどりして走っていった。えらい勢いで。三本足で跳ねるように。

「コウにーさんは、ＢＯＳＳさんが好きですねぇ」アトリが言った。

「んー。そうでもない」

　木の枝をくわえて戻るＢＯＳＳ。

　コウが手を伸ばすとびくっと震え、木の棒を落とす。コウが棒を拾って再び投げると、一瞬おびえてしかしすぐ、とてててててっと走っていく。再び戻ってきたＢＯＳＳを今度は無視していると、少しくおどおどしながらも、コウのまえに寄ってきて手の近くに棒を落とした。そのままパタパタ尻尾しつぽを振って、明らかに、コウが棒を投げるのを待っている様よう子す。

　コウは棒を取った。

　コウのすばやい動作に殴なぐられるとでも思ったのか、尻尾を足の間にはさみ、ＢＯＳＳは後ずさって伏せた。胸が痛むのを覚えつつ、コウはゆっくりと、棒を遠くへと、投げた。

　走っていく子犬をながめつつ、

「……でも嫌いでは、ないですよね？」心配そうにアトリが訊きく。

「いいや、嫌いだ」コウは表情を変えずに答えた。戻ってきたＢＯＳＳから枝を取りまたすぐに投げてやる。そうしながら、顔色も声もそのまま変えずに吐き捨てる。「なんなんだよ、この犬は。人間に何を期待してるんだ？」

「コウにーさん？」

「こいつにはな、人間を嫌いになる権利があるんだ。そうだろう？」コウは言った。「赤ん坊だろうが老人だろうが手当たり次第に嚙かみついて、狂きよう犬けん病をばら撒まいてまわる権利がある。それだけのことを人間にされたんだからな。……なぁ、ＢＯＳＳ、おれはまだ一度も、おまえが鳴くのを聞いていないぞ？　なんでおまえは子犬のくせに、ワンともキャンとも言わないんだ？」

　決まってる、と心しん中ちゆうつぶやく。

　そんなこと分かりきっている。犬が鳴くのは、殴るのにいい口こう実じつだからだ。この子犬がクンとかスンとか言うたびに、こいつの主人は暴力で返事を返したのだろう。その結果、ＢＯＳＳは鳴けない子犬になったのだ。耳は半分ちぎられ、片足は使い物にならなくされて、いまや人の動作が怖くてたまらない──そのくせに。

　コウは棒を投げてやった。

　うれしくてうれしくて走らずにはいられないとでもいうように転がらんばかりの勢いで走っていくＢＯＳＳに、世せ間けん話でもしているかのように、言う。

「やめろよＢＯＳＳ。くだらん期待なんかするな。いいかげん、人間なんかあきらめちまえ。見み限かぎっちまえ。そうともおまえは野の良ら犬になれ。そうすればいちいちおびえずに、もっと楽に生きられるんだ」

「……コウにーさん」

「中ちゆう途と半はん端ばなんだよおまえは」

　いいかげん、あきらめっちまえ、人間なんかと一緒にいたいと思うのは──

　……コウは口をつぐみ。

　横になった。

　戻ってきたボスが、コウの手のそばに棒を置く。無視していると、棒をくわえて今度は寝ね転ころがった頭の近くに持ってくる。何もしないでいると、そっとその身をおずおずと、すり寄せてくる。この子犬は注意を向けると怖がるくせに、知らない振りをしているとすぐに身を寄せてくる。もっとも犬というよりは、年を取った猫のような感じに控ひかえめだが。そうとも、犬というのは本当なら──子犬なら余よ計けいに──それこそ飛びかかるようにじゃれついてくるはずだ。本当なら。

（──畜ちく生しよう、）

（──いらつく！）

　昨日の昼に見たＢＯＳＳがくるくる回る仕し草ぐさを思い出し、胸に何かがこみ上げる。

　ＢＯＳＳに、アトリに感情を隠かくし、コウは黙って背を向けた。

　目をつむり……

「……あ、あの、そうだ！」いかにもいま思い出した、とでも言うように、アトリが話題を変えた。「花はな嫁よめ姿すがたの美み樹きさん、とってもきれいでしたね！」

「……ああ」

　──つむった目の、その奥で、

　コウは倉庫でのことを思い出した。







「どういうことだ？」部長の問いに、

　宮みや知ち直なお輔すけ──この倉庫の持ち主であり、四角、という単語はこの男のためにあるのではないだろうかというぐらい角かく角かくした顔と体格をした年ねん齢れい不ふ詳しような大きな男は純白のドレスに四角い指先で針を通しつつ、言った。「……縹はなだ組ぐみに、ばれたんだ。あんたが工く房ぼうに指輪を作らせたことが」

　ちなみにこの男、コウとは初しよ対面ではない。

　コウがかつて純金をさばくルートを探していたときに部長に紹介され、何回か会って話したことがある。表おもて向むきは服飾デザイナーだが──つまりはそういう男。

「……そう」宮みや知ちの言葉に舌した打うちする美み樹き。「……きっと、銀行から……でも、指輪はもう受け取っているのよ？　今ごろなんで？」

「おそらく工く房ぼうがだましたんだ。あんたの姉を」

「え？」

「──まだ指輪は渡していない、だから明あ日す取りに来る、と。そうして自分がおとりになれば、あんたらは安全に結婚式を行えるから──」

「──そんな──」言葉を失う美樹。

　三み束つか元もと生なりはゆっくりと、立ち上がった。

「危険なまねをしたものだな」穏おだやかに、言う。

　ウェディングドレスに四角い指で器き用ように針を通しつつ、宮知はうなずいた。

「あいつもおれも……あんたには大きな借りがあるからな」

「ぼくはだれにも貸しなどないし、借りもない」

「そう思っているのは、あんただけだよ」そうだろう、とでも言うように宮知がコウを見たのでそれまでずっと黙って紅茶オレンジペコを飲んでいたコウはうなずいた。「そうだぞ部長。とっとと貸した三千四百二十円返せ！」

　コウの声に、アトリがばっと頭を上げる。

「失礼です！　あたくしは断じて眠っていません！」

「そうだろうとも。妹よ」

「目をつぶって考え事をしてたんです！」

「分かってる分かってる。無理もない。今日は疲れたもんなぁ」

「そうですとも」再びくー、とコウのひざを枕まくらに考え事に戻るアトリ。

　それを見て、つぶやく宮知。「……かわいい」

「……おれの妹を見つめるな」

「食べ物をあげてもいいか？」

「だめだ」

「……とにかく」視線を部長に戻し、宮知は言った。「縹はなだ組ぐみは、あんたらが工房のテナントビルに現れると思いこみ、そこに陣じん取どり罠わなを張って待っている。間違いない。らしい車を何台も見たという情報もある」

「まさか、お姉ちゃん……」沈ちん痛つうな表情を浮かべる美樹。「舞まい原ばるの土地の外でまで、そんなことをするなんて……」

　舞まい原ばる家にばれたら間違いなく、処しよ罰ばつを受ける。

　よほど追いこまれているのだろう。

　あるいは手て負おいの犬のごとくに──

　沈ちん黙もく。

　しばらくして。

　部長が口を開いた。

「宮みや知ち直なお輔すけ。いまから装そう備びを用意できるか？」

「……やっぱり」顔をしかめる宮知。「工く房ぼうを助けに行くのか？　敵が準備して待っているのが分かっていて」

「ああ」うなずく部長。「……撫なでし子こさんは、激げき昂こうするたちだ。激昂して人を傷つけあとで死ぬほど後悔する人だ。いっぱい食わされたと知ったら、激昂して工房に何をするか分からん」

　確かに、とコウは心しん中ちゆううなずいた。

　何しろ普通のときですら、人間相あい手てに平然とランチャーやミサイルを打ったりする御ご仁じんだ。手負いの犬が怒ったら、いったいどれほどのことをするか──

「……だが」それでも、となおも宮知はくいさがった。「それでも工房は、……あんたに無事に結婚してほしくて、危険を承しよう知ちでうそをついたんだぞ？　そんな気持ちを無む駄だにするのか？」

「工房拡ひろむは勘かん違ちがいをしている」ため息をつく。「ぼくは、美み樹きさんと一緒に暮らしたいから結婚するわけではない」

「え？」と宮知。

「ええ？」と美樹。

「考え直すならいまだ！」コウは叫んだ。ついでアトリも何か言ったが、むにゅむにゅと何かを食べているようでだれにも意味が分からなかった。

　再度ため息をつき、口を開く部長。

「分からんか？　ぼくが結婚するのは、幸せになりたいからだ。それなのに、……工房を犠ぎ牲せいにして結婚し、ぼくが幸せになれると思うか？　不幸せになるような結婚をしては、それでは本ほん末まつ転てん倒とうだろうが」部長の言葉をさえぎって、

「死んだら元も子もない！」低い声を上げ、宮知は叫んだ。「工房を助けに行って、逆に殺されたらどうする！　その筋すじの人間が罠わなを張り、待っているんだ！　美樹さんはともかく、あんたは確実に殺されるぞ！　そうなったら、工房は──」

「もっちゃんが死んだらあたしも死ぬわよ」美樹が言った。

　部長はしかめっつらになった。「冗じよう談だんでも、そんなことは言ってはいけないよ。美樹さん」

「……」

「そしてな、宮知直輔、おまえもおかしい。──なぜ、不幸を選択するのだ？　そして結婚と工く房ぼうの二者択たく一いつ、取しゆ捨しや選択になるんだ？」

「なぜって……」

「宮みや知ち直なお輔すけ。おまえのそれは妥だ協きようというのだ」大きくため息をつき、深しん呼吸、あらためて周囲を見渡す。「いいか、宮知直輔、そして堂どう島じまコウも。ぼくは、ぼくのハッピーエンドを疑うつもりは微み塵じんもない。そして、自分の幸せに一切の妥だ協きようをするつもりもない。ぼくは美み樹きさんと結婚するし、工房も助け出す。敵てき味み方かたを問わず死人を出すつもりもないし、いずれは撫なでし子こさんにもこの結婚を分かってもらう。みんなにこの結婚を祝ってもらい、最低五人の子供を持って死ぬまで幸せに生き続けるのだ」

「すごい人生設計だ」コウは言わずにいられなかった。「五人もか」

「五人以上だ」部長はうなずいた。「それが──それらがぼくの夢だ。そして、ぼくはそのどれをも取捨選択するつもりはない。なぜならすべてを実現するし、それができると信じているからだ。そうとも、ぼくはハッピーエンドを信じているし、幸せになるのをためらわない。

　未来は常に、希望にあふれているべきなのだ！」

　未来を──可能性を信じないで、いったい何を信じればいい──？







「きゃあ！」いきなりのアトリの叫び声にわれに返り、コウはあわてて身体からだを起こした。

「な、なんだ？」

　急きゆう激げきに身体を起こしたためにＢＯＳＳが驚きとびすさる。が、他には異常は感じられない。

　周囲を見渡し、コウはアトリにたずねた。

「な、なんだよいきなり。どうした？」

「見てください。あれ！」アトリの指差す先にあるのは──

「……わーお」コウはうめいた。

　遠くは丘おかのうえで、星空を背景に実に激しく揺れ動いているビートルの影に呆ぼう然ぜんとなる。

「び、ビートルが跳ねてます！」

「ああ……いや、その、なんだ」しどろもどろになる。「……つ、つまり、われらが『ザ・ビートル』も、明日に備えて燃えているってところかな」

「そ、そうですね。まさに。……す、すごいです！」耳まで真っ赤になりつつも目を離さないアトリ。「何しろ明日は討うち入りですもの。ビートルも、燃えに燃えているのでしょう」

「……」
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「体力を使い果たさないか心配です」

「やかましい」アトリの頭をぐりぐりしつつ、コウははあ、とため息をついた。何なに考えているんだ？　あの二人は。いまから五人つくろうってか？　明日のことを考えているのか？　ていうかここには子供がいるんだぞ？　おのれバカップルめ、とわけの分からない怒りに震える。そりゃあもう打ち震える。なんかもやもや、胸のうちが収まらない。畜ちく生しよう、畜生、畜生──

「こら、アトリ」いまだ顔を真っ赤にビートルを凝ぎよう視しし続けているアトリに言う。「いつまで見てんだ。もう寝ろ。明日は早いんだぞ！」

「でも、まだ、銃じゆうの整備が」

「んなもん必要ない。どうせ明日は、ただ撃うって、撃って、撃ちまくるだけだ。体力だけあればいい。今日はとっても疲れて回復も必要だろうしだいたい非常識だろうだからとっとと寝ろってんだ！」

　は、はい！　とあわてて横になるアトリ。

　とたんに、夜の静せい寂じやくと、ぎしっぎしっときしみの音が際きわ立だち始める。『ザ・ビートル』の燃えようが、遠くここまで伝わってくる。うう、とアトリに背を向け、コウは丸まりながら思った。畜生、何なに考えてんだあの二人は。そりゃ結婚するんだから、支し障しようはない、問題ないっていやないが……

　ああ、なんか腹が立つ。

　むかむかする。

　胸のうちからもやもやが消えない──

　──あー、畜生！

　状況を、考えろ！

「明日は、撃うつぞ」コウはつぶやいた。

「え？」

「明日は撃つ。撃って、撃って、撃って撃って撃ちまくってやる。撃ちまくるぞ！　ああ畜ちく生しよう！」

　ぎしぎし音が早くなる──

　長い夜になりそうだった。




　　　２．撫子




『トレーラー三台、ヘリ二台、配はい置ち完了しました』オンフックされた受話器から、事務的な男の声が届く。『目標ビルからは完全に隠かくれて見えませんが、合あい図ずから五分以内にビルに集合、包ほう囲いできます』

「だれにも気づかれてないわね？」正座し、腹ふつ筋きん呼吸による精神修しゆう養ようを行いつつ確認する撫なでし子こ。「いい？　ばれたらおしまいなのよ？　美み樹きは勘かんがいいんだから。待ち伏せを見破られたら、寄ってこないわ」

『……大丈夫だとは思いますが……』歯切れの悪い返事の言葉。

「……何？」撫子はたずねた。

『ビル内だけなら、あるいは隠かくし通すことができるかもしれません。……が、トレーラーやへリでビルを包囲までしたら、どうしても大事件になってしまいます』ためらいつつ、答える男。『外で事件を起こしたら、……舞まい原ばる家は、きっと……』

　それを口こう実じつに、もはやためらわず縹はなだ組ぐみを解体してしまうだろう──

「大丈夫よ」いささかのためらいもなく、撫子は言い切った。「美樹が荒あら又またの常つね家に嫁よめ入いりさえしてくれれば、どうにかなるわ」

　もっともそう言いつつも、正しよう直じき撫子自身口く調ちようの半分もそれを信じていなかった。いかに冬ふゆ月つき、三み鷹たか、鴨かも音ね木ぎとならぶ権力を持つ荒又常家とはいえ（ちなみにこの四よん家けを称して『四し季き老ろう家け』という）、かつてならともかくもいまは往おう時じほどの権力はない。ただでさえ立場の危あやうい縹組が問題を起こしたとき、どれほどのかばう力があるだろうか──いやその前に、はたしてかばってくれるだろうか。美樹がもはや処しよ女じよではない以上、この縁えん談だんはいつ破は談だんになってもおかしくない（日ひ炉ろ理り坂ざかとは、つまりはそういう土地なのだから）。そのうえ組くみ自体が事件を起こしてしまっては──

（大丈夫、荒又常権ごん乃の進しんさまは、問題を起こしたからって縹を見捨てるような人ではないし、処女じゃないからって結婚を考え直すような人でもない）

（美樹さえ彼と結婚してくれれば、きっと縹組を守ってくれる──いや、美樹なら、荒又常家そのものを掌しよう握あくできるかもしれない。そうなれば、きっと──）

　──どちらにせよ、

　いまの撫なでし子こには、この婚こん姻いん以外に縹はなだ組ぐみを守る方法を持たない。これがだめなら、もうどうしていいか分からない。考えられない。だから──

（三み束つか元もと生なり？　どこのだれかは知らないけれど、そんなやつとの結婚なんか、許さない）

（美み樹き、あなたは縹の人間なのよ？　縹のために、絶対に、荒あら又またの常つね家と結婚するしかないのよ！）

　でなければ──

『姐あねさん？』いぶかしげな声。

　撫子は答えた。「……何？」

『これから私はどうすれば……』

「……ああ」しばらく考え、撫子は言った。「……とりあえず、あたしが行くまでそこにいて。指し揮きを取っていて。夜が更ふけたら、あたしもそのビルに移動します」

『はい』

「……いい、油ゆ断だんはしないで。何があるか分からないから」

『はい』

（……そう）

「……何が、あるか……」声がだんだん小さくなる。

『……姐さん？』

「……え？　ええ、いえ。じゃ、あ、……仲なか河がわ、あとはよろしく」

『……はい』

　電話が切れる。

　とたんに撫子の思し考こうは、昼のあの大おお穴あなに飛んだ。

　……いったい何があったのだろう。いまだにわけが分からない。あのタイミング、美樹たちが助かる要素は何なに一つなかったはずなのに。いったいどうして？

　考えられるのは……

（幻げん覚かくよ、きっと）

　脳のう裏りにこげ茶の金きん髪ぱつの、茶色い目をした外国人の姿を思い出し、撫子はぶんぶん頭を振った。腹ふく式しき呼吸に集中し、必死で頭から追い払おうと努力する。そうよ、あれは幻覚、あんなところに人がいたはずがない。だいたい、見たのは一瞬だった。次つぎ見たときには消えていた。もしもあそこにだれかがいたのなら、あの穴から一瞬で抜け出す、なんてことできるはずがない。だいたい人がいたとして、あの人間がビートルを受け止め投げ飛ばしたとでも言うの？　そんなことできる人間がこの世の中にいるとでも？

　撫子は頭を振った。

　強く。

　年は撫子よりちょっと上ぐらいだろうか、──子供のような、とてもかわいい顔だった。

　一瞬しか見ていないにもかかわらず、はっきりと、覚えている。あのいたずら好きの子供のような、すんだ茶色の瞳──

（──馬鹿！）

　ほおを赤くし、撫なでし子こはさらに強く、左右に頭を振った。

　何を考えてるのだろうあたしは。あれは幻げん覚かく、そうよ、そうに決まっている。なんでそんな幻まぼろしを見たのか分からないけれど、あれは幻覚──

（そうよ、幻覚──）

　──幻覚であって欲しかった。

　もしも幻覚でなかったら、あの状況、あの男は自分の身体からだを張って、どういう方法でか知らないが美み樹きを助けたということになる。




　──それは敵だということだから。




（……どうしていつも、美樹ばっかり──）

（権ごん乃の進しんさまだって──）

　どうにも精神が集中できず、ため息をつき、撫子は脇に置いていた刀かたなを取り、手入れを始めた。縹はなだの当とう主しゆの証あかしたるこの刀の手入れだけが、撫子の楽しみだった。この刀の手入れをしているときだけは、自分が必要とされている気がする。ただ自分であるというだけで存在していていい気さえする。縹組ぐみのことさえ忘れて──だから、撫子は刀の手入れが好きだった。

　それに、明日はこれを使うかもしれない。

　荒あら又また常のつねさまの名めい誉よのために、美樹の純じゆん潔けつを奪った三み束つか元もと生なりには死んでもらうことになる。そして、美樹が縁えん談だんを受けず荒又常家に恥はじをかかせたときにも──

（そうしなければ、縹組は立ち行かない）

（あなたは縹の人間なのよ、美樹。望む望まないにかかわらず）

　それがいやだというのなら、そのときは──

　すべては明日。

　撫子はもくもくと、刀の手入れを続けた。

　が、思し考こうはいつしか再び、大おお穴あなで見たあの幻覚へと飛んでいた。

　たった一ひと目め見ただけなのに、

　いつまでも消えてくれない幻覚に──




　　　３．ランドール




　撫子がランドールについて考えていたころ、ランドールもまたホテルでユニットの風ふ呂ろにつかり、撫なでし子このことを考えていた。

　──もっとも、まだ撫子という名は知らなかったが。

　なぜだろう、と不ふ思し議ぎに思う。

　どうして堂どう島じまコウは、彼女のほうを選ばなかったのだろう。やはり自分の年代に近い相手がよかったのか？　先ほど車のなかで見かけた堂島コウの隣にいた女は、少女といってもいいぐらい子供な顔をしていた（そして多分、あの女性の妹なのだろう、よく似た面おも立だちをしていた。受ける感じこそ違え、どこか共通したところがあった）。確かにかわいいタイプだったが、それでもランドールのまぶたのなかの彼女の顔にくらべれば、文字通り月とすっぽん。いや月だって、彼女のまえでは単なる岩の塊かたまりになる。

　なぜ堂島コウは、彼女を選ばなかったのか？

　おれなら絶対、彼女のほうを選んだのに。

　そして、だからこそ、ランドールは堂島コウと戦わなければならないことがつらかった。できればあのすてきな瞳を持った女性に、堂島コウを殺させてやりたかった。彼女の願いをかなえてやりたい。一時は本気で、堂島コウはあきらめ次の『代行者』を探そうか、と思ったほどだ。が、やはり、それはできない。堂島コウを見つけられたのは本当に僥ぎよう倖こうだったのだ。堂島コウが《グレイテストオリオン》をはじめとするランドールの知る《知恵の実》を短い時期に連続して使ってくれたからこそ、まだマニュアルを手放していなかったランドールはそれを頼りに堂どう島じまコウを見つけられたのだから（もっともこの事実は、近きん辺ぺんにそれらの《知恵の実》を保管していた安県あがた正まさ人ひとがいることをも示している。だから、ランドールはいまだコウに手を出しかねていた。安県に邪じや魔まされない、万ばん全ぜんのときをはかっていた）。これをのがせば、次ははたしていつ見つけられるか分からない。いいやそもそも見つけられるかどうかさえ分からない。だいたい堂島コウが殺されれば、安県たちが黙っていないだろう。だから、堂島コウから《Ｉｔ》を奪うのをあきらめるわけにはいかない──

（……ならば、せめて）

　湯ゆ船ぶねのなかでうなずく。

（せめて……名も知らぬレディ。おれはあなたのまえで、堂島コウを倒そう。あなたの溜りゆう飲いんが少しでも、下がるよう）

　……いや、もしかしたら彼女はまだ本当は、堂島コウが好きなのかも知れない。だからあんなに必死に追いかけていたのかもしれない。もしもそうなら──

（……ますますおれは、堂島コウ、おまえを倒さなければならないな──）

　──ランドールは、微笑ほほえんだ。

[image: ]

　ぶくぶくと、風ふ呂ろのなかに沈みこむ。

　ユニットに湯を張りつかるのは、日本人の安県に教えられ気に入った習慣だった。安県のせいで日本人は嫌いだったが、いままた好きになれそうだ。この国の土ど壌じようが、あんなすてきな女性を作り出してくれたのだから。湯の中に顔の半分をつけ、ぶくぶくと、笑う。気がつくと、ようやく見つけた堂島コウ以上に彼女のことを考えている自分がいる。ランドールは、自分をごまかしたりはしなかった。自分の心を素直に認め、驚いていた。自分のなかに、まだそういう感情が残っているということに。妙みような話だ。ただ一ひと目め見たというだけなのに。名前も、どんな人間かも知らないのに──

　一目惚れ。

（……久しぶりだな）ふふ、と笑う。（こんなどきどき──ガキに戻ったような気分だ）

　青あお臭くさいとは思うが、

　──悪くはない。

　そういう自分が嫌いではない。

　いや本当に、久しぶりに、自分のことが、楽しい。

　まだ《Ｉｔ》を手に入れるまえから、『代行者』探しに明け暮れたクソったれのこの一年が報われたと感じられるほどに。

　ランドールは微笑んだ。

　明日──そうだ明日こそ、おれは堂島コウに決闘を挑いどもう。正せい々せい堂どう々どう堂島コウと決闘し、勝ち、《Ｉｔ》を手に入れ──

　再び、

『代行者』へと返かえり咲ざく。

　いずれ『約束の王国』へと続く、獣けものの数字を冠かんする存在。

　世界を、運命をも左右することのできる存在に。

（そして、）

　そのとき、おれは彼女に──




（すべては、明日──）







　こうして、コウ、撫なでし子こ、ランドール──

　それぞれの夜は、更ふけていった。











《Ｉｔ／ドッグデイズの過ごしかた　終》









なかがき／タイムカプセル







　読まれた方、どうでした？

　読んでない方、初めまして！

　どうも、うえお久ひさ光みつです。お届けするのは悪あく魔まのミカタ・ドッグデイズ！




「どぉぉぉぉぉぉぉっぐ・でいず！」




「ぎゃあああああああああああああああああああああああ？」




　すいません。現在テンション高めです。ぼくばかりテンション高めはきついので、できればあなたもテンション上げてください。と、いうわけでテンション上げの一編をお送りしましょう。







（手にネギを持ち、サクラ登場）

「山やま本もとさん山本さん山本さん！」

「な、なに？　どうしたの？」

「（ネギを渡して）ボケて！」

「……は？」

「これでボケて！　そしたらあたしが突っ込むから！」

（いやいやながらも頼まれたらいやと言えないクラス委員の山本さん（♀）、渡されたネギを携帯に見立て、耳に当てて言う。）

「……もしもし？」

「はいはい？」

「あ、サクラ？　──って通じちゃったよ！　いいのかよ！」

「ＨＥＬＬＯ？」

「しかも国際電話かよ！」

「ラーメン一いつ丁ちよう！」

「出で前まえかよ！　いや電話かけたのこっちだよ！　ていうかどこに届けさせるつもりなんだよ！　じゃなくて──」

「ごめんなさい、間違えた」

「その通りだよ！」

「カツ丼どんいっちょ！　カツ抜きで！」

「だったら最初からライス頼めよ！　いや間違えてるのそこじゃないよ！　もう根本から違ってるよぉ！」

「……山やま本もとさん」

「な、なによ」

「（ぎゅっ、と抱きつき）大好き！」

「あ、ありがと……って山本はあたしだよ！　そっちは山本じゃないよ！　そっちが山本ならあたしだれだよ！」

「（さくらに抱きつかれた鴨かも音ね木ぎ）うちもサクラが大好きやぁ！」

「きゃあ！　だったらサクラに抱きつけよ！」

「うん！」

「──って自分を抱きしめちゃったよ！　結局は自分なのかよ！　──じゃなくて、うわ、こっちに突っ込んできたよ！　ああ突っ込むってそういう落ちかよ──」

　くんずほぐれつする三人のかたわらで、その通りだよ！　という突っ込みはどうかと思う……と小さな声が上がったが、それはあまりに小さな声だったので鴨音木にしか聞こえなかった──







　すいません。

　ようやくわれに返りました。

　というわけで悪あく魔まのミカタ・ドッグデイズ、またも分ぶん冊さつ形式でお送りします。




　全体の構成としては、




　Ｐｒｏｌｏｇｕｅ／Ｅｖｅｒｙ　ｄｏｇ　ｈａｓ　ｈｉｓ　ｄａｙ．

　ドッグデイズの一日目

　ドッグデイズの二日目

　ドッグデイズの三日目①

　ドッグデイズの三日目②

　Ｅｐｉｌｏｇｕｅ／Ｌｏｖｅ　ｍｅ，ｌｏｖｅ　ｍｙ　ｄｏｇ




　となっております。




　と、いうわけでなかがきでした。







　ところで、

（この先はぼくの自己満足的な文で埋められています。今こん作さくとは関係ないので、そういうのが嫌いな方はここで本を閉じましょう）

　なぜテンションが高めだったのかというと、実はぼくは悪あく魔まのミカタ以前に短編を二本書き短編賞に応募していたのですが、最近、そのうち一編を読み直す機会がありまして。

　いや、恥ずかしい！

　まさに恥ずかしい！

　なんで昔の作品というのはこんなに恥ずかしいんだぁ！

（いやこの作品に限って言えば昔とかいうのは関係ないか……だいたいそれほど昔じゃないし）

　というわけで興きように乗り、締め切りまえにもかかわらずぼくは積んである箱を引っ搔かき回し、昔の作品を探しては読んでいたのでした。大学時代に授業の一いつ環かんで書いた短編はデータがワープロ用の２ＤＤのフロッピーに入っているため取り出せませんでしたが、卒業論ろん文ぶん（だけど小説）は提出用に製本したのが残っていました。読んでびっくりしました。一いち応おうモラトリアムをテーマにした文学物なのですが、主人公が（ミステリーではないのにもかかわらず）探たん偵ていにあこがれたりしていて、明らかに堂どう島じまコウの前身なのです。ああこれが悪魔のミカタの原点なのか、すっかり忘れていたなあと自分のことながら驚きました。こうなるともう止まりません。箱を引っ搔き回して、見つけ出しました、中高生のころ、ノートに鉛えん筆ぴつで書いた漫画の数々を。ＳＦがあります。アクションがあります。ファンタジーが、ホラーだってあったりします。（でもミステリーはなかったり。漫画だし）読ませる相手もほとんどいなかったのに、いくら鉛筆書きとはいえよくもまぁこんなに書いたものですわ、あのころのぼくは。

　そしていま、再びそれを見ることのこの恥ずかしさよ。

　中学生のころ書いたワイドスクリーンバロックＳＦ『宇宙船レッツ号』（いまさらながら凄すご過ぎるタイトル）を開いてみると、こんなことが書いてあります。




　この物語は、ぼくのライフワークである




　中学生ですでにぼくはライフワークを持っていたらしいです。さらに狼おおかみ男おとこを主人公にした超ちよう能力格かく闘とうアクション？　『かえる王子』には、こんな言葉がありました。




　馬鹿と呼ばれる男になりたい




　こんなことを書いている時点でもうすでに馬鹿野や郎ろうです。さらに別の作品には、おそらく平へい成せい元年に書かれたのであろう──




　平成熱ねつ血けつ宣言！




　……なんかもう、悶もん絶ぜつして死にそう。

　とはいえ、こうした文もん句くはそのまま当時のぼくの気負いを物語っているわけで──




　そりゃテンションも上がるってもんです。







　──残念なのは、大学卒業後のもの──ペン入れしたものがほとんど残っていないことです。

　残っているのは三十九ページの長編と十六ページの四コマが二つだけ。

　それぞれ初めてペン入れした長編と四コマで、だから捨てるに捨てられなかったものですが……

　どちらも初期の、古く稚ち拙せつな作品です。

　それだけに、こうして久しぶりに読んでみて、ちょっとじんとしました。いや、確かに恥ずかしいです。いま見るとよくもこれで投とう稿こうできたな、みたいな感じです。とくに長編のほうは、最初はあまりに恥ずかしくてページがめくれませんでした。でもやっぱり読んでしまって、するとやっぱり伝わってきます。

　当時の気負い。

　自分にはやりたいことがあり、書きたいものがあり、そしてこれは面白いのだという気負い。

　確かに恥ずかしい、ですが。

　見事に気合が空から回まわっていますが。

　あのころの自分は確かに頑がん張ばってました。

（頑張ったって結果を出せなきゃ意味ないと言われりゃそれまでなんですが）

　それを確認するのは、決していやな気分ではありません。いや、それは確かに恥ずかしいけれど──決して悪い気分ではない。

　そりゃテンションも上がるってもんです。







　と、いうわけで、昔の作品を読んでは悶もん絶ぜつしていたわけですが。

　ふと、思いました。

　これから六年後、ぼくは何をしているのだろう。作家を続けられているのだろうか。それとも別の仕事についているのか？　ひょっとしたら死んでたり？　どちらにせよ、六年後のぼくが悪あく魔まのミカタを読んだとき、いまぼくが六年前の作品を読んで感じているような気負いを思い出せるのか？

　と、いうわけでこのなかがきです。

　自己満足のタイムカプセル。

　多分あとでこのなかがきを読み返し、恥ずかしくなるのでしょうぼくは。でもまぁ、ついでに初しよ心しん、とか原点、とか、『当時の気負い』を思い出せればいいなぁ、とか思います。

　だからテンション上げないと。




「どぉぉぉぉぉぉぉっぐ・でいず！」




「ぎゃあああああああああああああああああああああああ？」




「ていうかおまえらだれだよ！」ｂｙ山やま本もとさん。




　と、いうわけでなかがきでした。

（なんかもう、好き勝手に書いてるなぁ……）







　──次巻もよろしくお願い致します。







　以上、

　──なお、ぼくは決してミステリーを書くのをあきらめたわけではないことをここに付け加えておこう──

　二〇〇三年春、のうえお久ひさ光みつ、でした。







[image: ]







うえお久ひさ光みつ

大学生時、講義で小説を書いたが、教授によって評価が違った。卒業後持ち込みなんてのをしたが、出版社によって褒められたりけなされたり。人によって評価が違うのは当然。大事なのは自分が満足したかどうか、なんて、久々に昔の作品を読み、思う。いまだ素人かよおれは。
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

どうも、水瓶座Ｂ型関西出身こてこて藤田です。……またまた堂島父を出演させてしまいました。ついつい。あ、次回は女の子をがんばりますです。はい。きっと……。










悪あく魔まのミカタ⑧




It/ドッグデイズの過すごしかた








うえお久ひさ光みつ





電撃文庫





2016年2月25日　発行





ver.002





©2003 HISAMITSU UEO





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『悪魔のミカタ⑧ It/ドッグデイズの過ごしかた』

2003年4月7日　初版発行

2005年2月10日　4版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/t001.jpg
Prologue
Everydog has his day.





item/image/p081.jpg





item/image/t003.jpg
FyvyId5F4XD-HH





item/image/t002.jpg
KyF4X0—HBE





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p159.jpg





item/image/p193.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p029.jpg





item/image/p225.jpg





item/image/p107.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		Prologue／Every dog has his day.



		ドッグデイズの一日目



		ドッグデイズの二日目



		なかがき／タイムカプセル



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p059.jpg





item/image/titlepage.jpg
It/ FYvITTFAXDBILH 7

P11

Prologue

Everydog has his day.
P43

Ry IFAXD
P.123

RyIFA4 XD

H—/ O/ KT T A OFEEHTE)





item/image/p217.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
162
BAEUND
HOWINL

NE®

S
~
It/ Ry ITFAADB U7

TN

R

e

L=

e WP
L JZ fakayay

% m Wi{glatielsy






item/image/photo.jpg





item/image/p131.jpg





item/image/kuchie-006.jpg
TS W
.....g{-ﬁ:',ﬁ\;

FF





item/image/kuchie-007.jpg
G





item/image/kuchie-004.jpg
AR RSB ABY
O OSCIIRYHE

/R
't' \
"F
=
W
D






item/image/kuchie-005.jpg
HOF RS






item/image/kuchie-002.jpg
oooooooo
ooooooooooooo

0
oooooooooooooooo
OOOO0”

VS B & U
X U :

& It FYITTFAXDBZULH = =






item/image/kuchie-003.jpg
w6 K<L QMBS
[Ty

RBRELS  Ravs<iev
BRSO o Hmrs
ERNURAUHA 00K

L2400

ESLTEDIED

E3VSEHA






